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第一章










困った状況




　ラスベガス、八月。

　私は容赦なく照りつける太陽も気にならないほど、片手にスマホを握りしめたまま、茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態で外にあるベンチに座っていた。

　ベンチの後ろ七メートルほどのところに、かわいいチャペルがある。木材で造られたとても小さな建物で、出入口の上には細長い三つの窓があり、ステンドグラスがはめられている。

　チャペルを背景にしているのに、私が今着ている純白のシンプルなウエディングドレス姿が滑こっ稽けいに思えた。

　私の傍らには、新郎が着るタキシードが入っている白い箱。その箱に視線を落としては、重いため息が口から漏れる。

　ほんの数分前に送られてきた彼からのメール。

　スマホの画面を何度見ても、内容は変わらない。

【急きゅう遽きょ帰国することになった。悪いけど手伝えない。ごめん】

　それを送ってきたのは、日本の大手旅行会社に勤め、半年前からここ、ラスベガスで駐在員として働いていた二十七歳の笠かさ原はら慎しん二じさん。私、瀬せ戸と結ゆ愛あと同い年。

　さまざまなホテルが建ち並ぶ超大型リゾート施設のある街から、車で二十分ほど走ると、国道沿いにこのチャペルがある。国道は巨大なトラックや自家用車が頻繁に走り、乾ききった砂漠の砂で埃ほこりが立つ。

　見てもなんら変わらないのに、もう一度スマホの画面に視線を落とすと、急ブレーキの音があたりに大きく響いた。車からはカーステレオの騒がしい音楽も。大音量で耳が痛くなりそう。

　急ブレーキのせいで、もっと砂埃が立ち、顔をしかめる。それから三メートルほど先のところに停まったその車に、ゆっくり視線を動かす。

　真っ赤なオープンカーに、四人の高校生の男の子たち。こんなに暑いのに、ライダースジャケットを着ている子もいて笑える。

　彼らはこの街で有名な不良高校生だ。このスポーツカーをよく見かけるから間違いない。

　まだ十時。おそらく新学期が始まって数日しか経っていないのに、学校を休んでドライブしているなんて。

　スパニッシュ系やチャイニーズ系、白人の男の子たちは車に乗ったままで、私と目が合うとニヤニヤ笑う。

　めんどくさい……今、英語で話しかけてくる彼らにかまっている心の余裕はなくて、放っておくことに決めた。

「お姉さん、どうしてひとりなの～？」

「俺たちが相手してやろーか？」

「もしかして逃げられた？」

「そんなやつ忘れて、俺たちとパーティーしよーぜ。コスプレ大歓迎。ほら行こうぜ」

　無視していると、次第に強引な話し方になってきて、彼らは車からひとり、またひとりと降りてくる。

『学校へ行きなさい』と言おうとしたところへ、牧師様がやってきた。ここのチャペルの四十代の牧師様は、プロレスラー並みの体形を持つアフリカ系アメリカ人。

「君たち、彼女になんの用だ？　学校へ行っている時間だろう？　早く戻りなさい」

　いつもより声を低くしただけで、高校生たちは慌てた様子になり、真っ赤なオープンカーで走り去っていった。

「大丈夫ですか？　顔色が悪いですよ。座りましょう」

　私の顔色が悪く見えるのは、高校生たちのせいではないことを、牧師様はわかっている様子。彼は私に優しく言葉をかけてくれた。私はさっきまで座っていたベンチに腰を下ろす。

「平気です……」

　牧師様の気遣いに、目頭が熱くなって、それしか答えられなかった。

「彼は来ないんですね？」

「急遽帰国することになったと……私はおばあちゃんを喜ばせてあげられない……」

　涙るい腺せんは決壊し、涙が頬ほおを伝うと、牧師様は真っ白なハンカチをジャケットのポケットから出して渡してくれる。

「これも神の思おぼし召しですよ。優しい心を持つあなたがいて、おばあ様は幸せです」

　私がこれほどまでに祖母を喜ばせたかったのには理由がある。その事情に牧師様は同情して、チャペル内で写真を撮らせてもらう許可をくれたのだ。

　脳内の神経細胞がどんどん壊れ、脳が次第に萎縮してしまうアルツハイマー病の宣告を、祖母が医師から受けたのは半年前。それから彼女は頻繁に私の結婚を急せかすようになる。

『もう二十七歳なんだから、早く結婚しなさい』

　そう言われても恋人はいない。

『私が施設に入ったら、結愛はひとりになってしまうんだから、あなたを大事にしてくれる人がいたら早く結婚するんだよ』

　祖母は私がひとりぼっちになってしまうことを、とても気にしていた。

　一昨年、心筋梗こう塞そくで亡くなった祖父は、アメリカで寿司屋をやりたいというのが若い頃からの夢だった。

　息子である私の父が二十五歳で結婚すると、祖父母は渡米した。そのときの年齢は五十歳。ラスベガスに知り合いがいて、呼び寄せてくれたと聞いている。日本でずっと寿司を握っていた祖父の夢が五十歳にして叶かなった。

　ラスベガスで暮らす祖父母の元へ私が来たのは、十五歳のとき。両親が交通事故で亡くなってしまい、いろいろな手続きで悲しむ暇もない私の元へ祖父母が駆けつけて、葬儀などをすべて取り仕切ってくれた。

　過去、四回しか会ったことのない祖父母だけど、『アメリカで一緒に住もう』と言ってくれ、『私たちがついているわ』と祖母は抱きしめてくれた。

　母方の両親もいなかったので、祖父母の存在は、ひとりぼっちになってしまった私の胸に安らぎを与えてくれた。

　英語がほとんどできない状態で渡米した私は、寝る間も惜しんで努力した。

　学校が終わると、祖父母の経営する寿司屋を手伝う日々。

　そしてシニアスクールを経て、州立大学のホテル経営学部を出ると、有名な歌手やマジシャンのショーを企画する最高級ホテルのエンターテインメント企画課に入り、無我夢中で仕事をした。

　世界のエンターテイナーとの仕事は楽しくて、気づけば二十七歳。私生活は同僚や友人と、ときどきパーティーをしたりキャンプに行ったりしているけど、恋人はできなかった。一日の仕事が終わり、自宅で陽気な祖母と過ごすのが毎日の楽しみだった。

　アルツハイマー病になってしまった大好きな祖母の記憶がしっかりしているうちに、私の幸せな姿を見せてあげたい。

　祖父の死は突然だったから、喜んでもらえることをなにもしてあげられなかった。でも祖母にはまだ時間がある……そう思っていたけれど、医師の診断では異常に早いスピードで症状が進んでいるとのこと。祖母の夢は私の花嫁姿を見ることだから、絶対に叶えてあげたかった。

　だから、私は計画を実行しようとしていたのに……。

　自分が亡くなったあとを心配する祖母のために、私は愛してくれる人を紹介し、結婚式を挙げた写真を見せようと計画を立てた。もちろん相手は偽りの花婿だけど。

　日本人の男性と恋に落ちて結婚すると一週間前に伝えたとき、祖母は涙を流して喜んでくれた。外国人と結婚するのもいいけれど、やはり祖父のような男気溢あふれる日本人と幸せになってほしいと思っているのを、私は知っていた。ときどきそんなことを言っていたから。だけど、新郎役を頼んだ日本人、笠原さんは今頃日本行きの飛行機の中。

　こんな見せかけだけの結婚はダメなのだと、神様は言いたいのだろうか。だから、彼を日本へ戻したの？

「気分が落ち着いたら中へ来なさい。冷たいレモネードを用意しておきますよ」

　物思いにふけってしまった耳に、牧師様の声。膝の上で組んだ私の両手を牧師様はふんわりと大きな手で包んだ。

「……ありがとうございます」

　彼は困惑したままの私をその場に残して、チャペルの中に入っていった。

　この計画はあきらめるしかないのかもしれない。日本人の男性の友人は笠原さんだけだったし、日本人旅行客にこんなことは頼めないし。旅行者には限られた時間しかないのだから、こんなめんどくさいことに協力してくれるわけがない。

　……でも、まだ探す時間はあるよね。今日はあきらめて、祖母とおいしいものでも食べに行こう。

　どんどん進んでいく自分の病気で私に迷惑をかけたくないと、祖母は自ら手続きをして、一ヵ月前から施設に入っている。外食は付き添いがあれば許可されるだろう。

　祖父が亡くなる一昨年前まで経営していた寿司屋は人気店で、わりと裕福な生活を送っており、高額な施設の料金もポンと支払うことができた。

　祖母がそんな計画を立てていると私が知ったのは、彼女が施設に入る前日の夜だったけれど……。

　考えを断ち切るように首を大きく横に振って、ベンチから立ち上がった私は、国道に向かって大きく息を吸う。

　嫌なことがあると、誰もいないところで大声を出すのが私流のストレス解消法。日本語であればなにを言っているのか聞かれても大丈夫。

「笠原慎二のバカヤロー！　帰国するならもっと早く言ってよね！　ウエディングドレスを着て待ってた私がバカみたいじゃない！」

　両手を腰に置き、仁王立ちになって叫んだ。

　私の声は国道を走る車の騒音に消される。でも、気分は少しスッキリした。牧師様の淹いれてくれたレモネードを飲めばもっとスッキリするはず。

「まだここにいたのか？　危機感がなさすぎじゃないか」

　突然聞こえたはっきりとした日本語にびっくりして、声のしたほうを向く。塗装がところどころ剥はげて錆さびが見え、現地の人でも廃車にするような車の横に、背の高い黒髪の男性が立っていた。日本語を流りゅう暢ちょうに話すのだから、日本人なのだろう。

　くっきりした眉毛や高い鼻び梁りょうは、整っていて男らしい。切れ長の目を見ると、ドキッと鼓動が大きく跳ねた。

　端整な顔のパーツはひとつひとつ完璧で、モデルか俳優のように超絶美男子だ。

　目を逸らせないでいると、彼が再び口を開く。

「またさっきのやつらが来るぞ」

「さっきのやつら……どうして知ってるんですか？」

　首を傾かしげて、整った顔を見つめてしまう。

「少し前に通ったときに、ウエディングドレスを着た女とガキが四人いるのを見かけたからだ」

　彼は憂ゆう鬱うつそうに顔をしかめる。

「気になって、戻ってきてくれたんですか？」

　それを素直に認めたくないのか、彼は肩をすくめてから小さく頷うなずく。

「ありがとうございます。もう帰りますから大丈夫です」

　頭を下げたところで、ふと、この人に代役をお願いしようかと思ってしまった。

　カッコいいけれど、車はひどいのに乗っている。お金を払えば引き受けてくれるのではないか。

「わかった」

　彼は帰ろうとして、車のドアに手をかける。

「あ、あのっ！」

　とっさに私は大きな声で呼び止めた。

　ドアを開けようとする手が止まり、彼は顔だけ私のほうへ向ける。

「一時間ほどお時間はありませんか？　お願いしたいことがあって。簡単なアルバイトと思ってくださって結構なのですが」

　この男性が声をかけてきてくれたのは、神様の思し召しなのかもしれない。

「簡単なアルバイト？」

　彼は誰もがうっとりしそうな声で、怪け訝げんそうに聞いてくる。

「はい。もちろんアルバイト料はお支払いします。千ドルでどうでしょう？　私は瀬戸結愛といいます」

　笠原さんのアルバイト料は五百ドルだった。そのお金に上乗せしても、彼にやってほしかった。

「千ドル？　それはまた高額なアルバイト料だな。男に飢えてるのか？」

　バカにしたように鼻で笑った彼は、おんぼろ車から離れて私のそばへやってくる。

　飢えていると言われて、一瞬キョトンとしてしまったけれど、すぐに意味を悟り、一気に頭に血が上がってくる。

「な、なにを言ってるんですかっ！　そんなんじゃないですっ！」

　確かに男に飢えている。違う意味で、日本人の男性に。

　こんなことなら祖母に、アメリカ人と恋に落ちたと言っておけばよかった。

　ううん。詳しいことなんて、なにひとつ話さなければよかった。

「なら、なぜ高額のアルバイト料を？」

「新郎役をしてほしくて。あ、別に結婚してほしいと言ってるんじゃないんです！」

『新郎』という言葉で、彼がさらに眉根を寄せたのを見て、慌てて取り繕う。

「結婚式の写真に一緒に写ってもらえればいいんです」

　神様、一生のお願いです。この人に『やる』と言わせてください。

　彼に向かって両手を組んでお願いのポーズを作るけれど、心の中で祈るのは神様。

「……わかった。その新郎役をやろう」

　私の必死さを理解してくれたのか、ほんの少し同情の色を瞳に見せて、彼は深いため息をついた。

　その言葉を聞いて、肩の力が抜けていく。

　よかった……これで祖母に安心してもらえる。

　安あん堵ど感から、さっきまでこわばっていた顔が緩み、微ほほ笑えむ。

「ありがとうございます」

　お辞儀をしてから顔を上げた。

「ただし、ひとつ条件がある」

「条件ですか……？　なんでも言ってください。できる限りのことはしますから」

「この茶番劇の理由だ。それを教えてくれたら協力する」

　そこへ牧師様が再びやってきた。私が男性と一緒にいるのを見て、出てきてくれたのだろう。

「ミズ・ユア、レモネードがぬるくなってしまいますよ」

「牧師様、彼が手伝ってくれることになりました」

　唐突だけど、うれしくてにっこり笑って言っていた。

　牧師様は黒いＴシャツにヴィンテージジーンズ姿の背の高い彼から、後ろに停まっているおんぼろ車に視線を動かしたけれど、すぐに私の顔を見て微笑んだ。

「それはよかったです。神はあなたを見捨てなかったのですよ」

「はい」

　この出会いは神様のおかげだと思っている。

「ミスター？」

「拓たく真ま・佐さ伯えきです」

　彼は名前を尋ねてきた牧師様と握手をしている。

　何歳くらいなんだろう……。英語が堪たん能のうだから、こちらに住んでいる人なのかもしれない。

「ミスター・サエキ、どうぞレモネードで喉のどを潤うるおしてください。話は中で」

　牧師様に促されて、彼はチャペル横の建物にゆったりとした足取りで向かう。私はベンチに置きっぱなしだったタキシードの箱を抱えると、この幸運に笑みを浮かべながら彼らのあとを追った。

　建物の中へ入ると、牧師様はイスに座るよう私たちに勧め、テーブルの上に用意してあったピッチャーからグラスにたっぷりレモネードを注ぐ。一緒に注がれる氷がグラスに当たり、カランと涼しげな音をたてた。

　佐伯さんは牧師様の前でも堂々としており、気軽に話をしている。

　おんぼろ車に乗っていても彼は清潔感があり、ヴィンテージ物のジーンズはかなり高そうだと見て取れる。ジーンズ好きのマジシャンをひとり知っており、彼の付き添いでヴィンテージ物しか置いていない店へ案内したことがあった。彼が好みのジーンズを探す間、私は店主にいろいろとレクチャーされ、少しはわかるようになったのだ。

　佐伯さんはジーンズにお金をかける人なのかも……。

　勝手に彼の経済状態を考えている自分がおかしくなる。クスッと笑ってしまうと、会話をしていたふたりが私を見る。

「ミズ・ユア、笑顔が出て本当によかった。独身の彼に出会えるとは運がいい」

　牧師様はまるで父親のような温かい笑みを浮かべた。

「ミスター・サエキ、彼女はひどく落ち込んでいたんですよ」

「恋人に結婚間際で捨てられたのなら、落ち込むのも無理はないですよね」

　佐伯さんは私に同情の目を向ける。

　あ……新郎役を頼んだだけだから、彼は本当に恋人に捨てられたと思っているんだ。

「恋人じゃなかったんです。佐伯さんと同じ立場です」

　私が端的に説明すると、彼は呆あっ気けに取られた顔になる。

「恋人じゃない？」

「はい。結婚写真を撮る理由ですが……アルツハイマー病になってしまった祖母を安心させたくて、結婚すると言ってしまったんです。病気の進行が思いのほか早くて。私の花嫁姿を見るのが夢だと言っていたのですが……祖母は施設に入ってしまいましたから、結婚したことにしてもバレないと思って」

　祖母の話をすると、再び目頭が熱くなってしまい、なんとか堪こらえる。

「もしも彼に会いたいと言われても、日本に長期出張していると言えば嘘うそを突き通せると。そのうち病気が進行してしまうから……」

　明るく振る舞いたいのに、しんみりした声になってしまった。

「あ！　お時間を取らせてしまいました。これに着替えていただけますか？」

　彼にも都合があるだろう。足元に置いていたタキシードの入っている箱を渡す。

「私も髪を整えてきます」

　今の髪型はウエディングドレスに似つかわしくないほど、手をかけていない。いつもの肩甲骨までの長さの黒髪をハーフアップにしているだけ。カスミ草を髪飾りにしていたけれど、どうなっているか気になり始めていた。ウエディングドレスも、外のベンチに座っていたからお尻や裾が汚れてしまったかも。

　ビスチェタイプのウエディングドレスは母のもので、渡米するときに形見として持ってきたのだ。

　デザインは多少流行に遅れているけれど、母のドレスを着た私を祖母が見たら喜んでくれるはず。両親がいなかった母にこのウエディングドレスを用意してくれたのは、祖母だったから。

　佐伯さんが牧師様の案内で奥の部屋へ消えると、私は隅に置いていたバッグから化粧ポーチを取りだした。

　ルージュだけ塗り直し、髪に挿していたカスミ草のバランスを直していると、牧師様が白バラを二輪、手にしてやってきた。

「これをあのブーケから拝借しました。もう少し華やかなほうがいいですよ」

「ありがとうございます」

　受け取ると、ある程度の長さに茎をカットして、カスミ草の中にそっと挿す。

　両方挿し終えて鏡を見ると、仕上がりに満足した。

「白バラのおかげで顔が明るく見えます。ありがとうございます」

「とても綺き麗れいですよ。美男美女の結婚式を執り行えて光栄です」

「えっ？　結婚式はしなくていいんです」

　牧師様の言葉に驚いて、慌てて訂正する。

「これはミスター・サエキの案です。結婚式を挙げなかったら、おばあ様に会いに行っても薄っぺらい説明になるだろうから、と。これは予行練習だと思えばいいんです。神もわかってくれますよ」

　確かにそのほうが演技も本格的になる。そう思って頷いたとき、奥の部屋から佐伯さんが出てきた。

　笠原さんには少し大きいと思っていたブラックタキシードを、彼は見事に着こなしていた。

　やはりモデルか俳優なのだろうか？　タキシードを着こなせる人は少なく、服に着られたような印象を受ける人が多い。ラスベガスはチャペルがたくさんあり、結婚式の数も多いから、そういう人を頻繁に見かける。

　佐伯さんの姿にうっとりしそうになると、牧師様は彼の胸ポケットに白バラとカスミ草の小さなブーケを挿した。それは、おそらく私のブーケから少し拝借した花をベースに、大きな手で作られたのだと思うと、笠原さんのせいでまだ若干尖とがっていた神経が和らいでいくのを感じる。

「逃げた男よりカッコいいだろう？」

「えっ!?」

　考えていたことを見透かされたようで、驚いてしまう。佐伯さんは自分がイケメンであることを自覚しているのだろう。そうなると反抗心が芽生えてしまう。

「そ、そんなことないです。帰国してしまった彼もなかなかでした」

　笠原さんの平凡な顔立ちを思い出す。身長は佐伯さんより十センチは低いだろうか、百七十センチぐらいで、半年のアメリカ生活でお腹まわりがスリムとは言えない体形だった。もしかしたら彼にはタキシードのウエストがきつかったかもしれない。タキシードはレンタルで、これなら合いそうだと、適当に選んでしまったのだ。

「ということは、俺もなかなかなんだな？」

『も』を強調して揚げ足を取られてしまう。ここは彼に気持ちよく演技してもらおうと微笑む。

「おふたりとも素晴らしい！　ではチャペルへ移動しましょう」

　ドレスの裾を持ち上げながら歩く私を、彼はドアを押さえて先に通してくれる。

　紳士的な所作は、やっぱりこっちに住んでいる証拠かも。

　牧師様はチャペルの出入口で私たちを待たせると、小さなオルガンのイスに腰かける。大きな身体でちょこんと座って、木のイスが壊れてしまいそうだ。心配で見ていると、彼は結婚行進曲を上手に弾き始めた。

「どうぞ、ゆっくり歩いてきてください！」

　牧師様はオルガンを弾きながら指示を出す。

「こんなことまで、すみません」

　隣に立つ佐伯さんに言うと、彼の口元に笑みが浮かんだ。彼の笑顔を見たのは今が初めてだった。彼が笑顔を女の人に見せれば、誰でもイチコロだろう。

　私はその魅力を気にしないように小さく深呼吸をすると、佐伯さんのリードでバージンロードを祭壇に向かってゆっくり歩き始める。

　小さなチャペルだから、十五歩も歩けば祭壇の前。でもその十五歩は、私にとってなにかが心の中で芽生えた時間だった。その芽生えたものの正体はわからない。でもほんわかと、安心感のあるものだ。

　祖母に喜んでもらえることを考えて、うれしいんだと思う。

　私たちが祭壇の前に立つと、牧師様はオルガンを離れ、移動してくる。

　いつもはオルガンを演奏してくれる女性がいるけれど、今はいないよう。ひとりでふた役をこなす牧師様の額から汗が噴き出ている。大変そうだ。

　牧師様の言葉が始まり、先ほどまでの和やかな雰囲気と打って変わってピリッとした空気が流れる。

　佐伯さんがどんな顔をして牧師様の話を聞いているのか気になるけど、見られない。

　本来なら自分たちが誓いの言葉を述べるシーン。でも、今回は省略して指輪の交換となった。そこで私はハッとなる。

「指輪は？」

　佐伯さんが真ま面じ目めな顔で私に尋ねる。

「な……ないです」

　指輪はサイズが合わずに直している最中だと、祖母には説明すればいいと思っていたから用意していなかった。実際はそこまで気が回らず、今朝思い出したのだけど。

「指輪を忘れていたなんてマヌケだな」

「指輪を用意していたからって、佐伯さんには大きさが合わないかもしれないじゃないですか」

　マヌケと言われてムッとしながら反論すると、牧師様はやれやれといった顔になる。

「では、誓いのキスを……」

　牧師様の言葉に、今まで言い合っていた私たちは目を丸くする。

「するわけないですね」

　後頭部を手でかきながら牧師様は苦笑いを浮かべた。

「も、もちろんです！」

　二十七歳の女がわけもなく恥ずかしくなって、強く返事をしてしまうと、またもや佐伯さんの喉の奥から聞こえてくる笑い。

　余裕のある大人の男って感じ。もちろんルックスがいいからモテるんだろう。

　結局、年を聞いていなかった。私よりほんの少し上のような印象だけど。

　考え事をしている最中に、挙式が終わっていた。

　模擬結婚式でだいたいの雰囲気はわかってよかったと思う。これで祖母に最初から話してあげられる。

「牧師様、写真をお願いします」

「そうでした」

　あらかじめ預けていたスマホを、牧師様はポケットから取りだす。

「佐伯さん、お願いします」

「もちろん」

　私たちは祭壇を背にして並び、牧師様にシャッターを切ってもらう。数枚撮ると、牧師様が浮かない顔になった。

「どうかしましたか？」

　佐伯さんも牧師様の様子に気がついたようで、私より先に尋ねる。

「いまひとつ、新婚カップルの雰囲気が写真で伝わってこないんですよ」

　スマホ画面で今撮った写真を見せられる。私も佐伯さんもうっすら微笑んでいて、なんら問題ない気がする。

「確かに……」

　牧師様に同調したのは佐伯さんだった。

「そうでしょうか……ちゃんとした結婚式の写真になっていると思いますが……」

　私はこの写真でいいのではないかと思う。

「もう一度撮ってもらえますか？　それと、この携帯でもお願いします」

　彼は自分のスマホを牧師様に手渡した。

「佐伯さんの携帯で撮らなくてもいいんじゃないでしょうか？」

「千ドルがまだだからな。証拠写真だ。あとでしらを切られないように」

「そんなことしませんっ！　ちゃんと払いますから」

　冗談交じりの声色だったけれど、信用されていないのだと思うと、ため息が出そうになる。

「牧師様、お願いします」

　あくまでも佐伯さんは私の言い分を無視する。

　半ば呆あきれた顔になった私に、彼はいたずらする男の子のような笑みを浮かべた。

　そして、次の彼の行動にギョッとする。

　佐伯さんの手が私の腰に回り、引き寄せられ、ふたりの身体が密着したのだ。

　驚いたせいなのか、私の心臓がドキドキとこれ以上ないほど暴れだす。

「ちょ、ちょっと、くっつきすぎです」

　離れようと佐伯さんの身体を押し返すけれど、できない。Ｔシャツから出ていた筋肉質の腕を思い出す。

「過去に恋人ぐらいいたんだろう？　これくらいの演技ができないのか？　それではおばあさんを喜ばせられないぞ」

「……わかりましたっ！」

　彼が演技をしてくれるのなら、便乗しない手はない。それで祖母に変な疑いをかけられないで済むのなら喜んで！

　でも、私には演技は向いていないようだ。顔が引きつったような感じで幸せそうに笑えない。

「ほら、笑えよ」

　彼は私の頬を両手で囲むと、ぐねぐねとマッサージを施す。

「佐伯さんっ、メイクが落ちちゃいます！」

「落ちるほどメイクしてないだろう？　口角を上げて」

　楽しそうな黒い瞳と視線がぶつかる。そのあと佐伯さんは自分の頬を引っ張り、変な顔をする。でもイケメンだから、さほど変顔になっていない。それがおかしくて、声を出して笑ってしまう。

「それでいい。俺の変顔もまんざらじゃないな」

「ありがとうございます」

　ひとしきり笑ったあと、お礼を言う。

　今は祖母の幸せを考えて笑わなきゃ。ううん。佐伯さんのおかげでちゃんと笑える。

　撮影を再開し、何枚か写真を撮っていくと、ふいに佐伯さんの顔が下りてきて……。

　突然、私の頬に彼の唇が当てられた。

「佐伯さんっ!?」

「セクハラで訴えるなよ？　このほうが新婚カップルっぽいだろう？」

「いいですね～。幸せそうに見えますよ」

　牧師様もおもしろがっているのか、何枚も写真を撮っていく。両方のスマホを合わせてかなりの枚数になるはず。

　今の牧師様は満面の笑みを浮かべ、満足そうな顔だった。

「見てください！　ステキな写真がたくさん撮れました」

　それぞれのスマホを牧師様から返されると、私は撮ったばかりの写真を見ていく。

　牧師様の言う通り、本当に愛し合っているみたいな雰囲気になっている。

「……ありがとうございました」

　これで祖母を安心させられると思うと、涙が出そうだった。

　私って涙腺が弱いし、嘘をつくのも苦手……でも、これで祖母を信じさせることができそう。










思いがけないドライブ




　写真撮影が終わってから隣の建物に戻ると、佐伯さんとは別の部屋でウエディングドレスからノースリーブのワンピースに着替えた。これも白いワンピースで、本当は写真撮影のあとに祖母のところへ行く予定だったから、花嫁を連想させる服を着てきたのだ。

　部屋を出ると、先に着替え終わっていた佐伯さんはレモネードをおいしそうに飲んでいた。

「ミズ・ユアもどうぞ飲んでください」

　牧師様が私を佐伯さんの隣の席へ手招きする。

「ありがとうございます」

　席に着いてレモネードを口にすると、ゴクゴク飲んでしまう。さっきは挙式の前でちゃんと味わう余裕がなかった。

　牧師様の作ってくれたレモネードは、酸っぱさの中にほどよい甘さがあってとてもおいしい。

　今はひとまず式を終えることができたので、心にゆとりが生まれていた。

「牧師様、佐伯さん、心からお礼申し上げます。ありがとうございました」

「おばあ様の病状が悪くならないよう、お祈りしていますよ」

　牧師様は自分の身体の前で大きく十字を切る。

「今日は、おばあ様のところへ行かれるんですか？」

「いいえ。結婚した当日にひとりで行ったら変に思われそうで」

　本来ならば、笠原さんについてきてもらう予定だったのだけど。

「それでは失礼します。佐伯さん、行きましょう。街の銀行でお支払いします。車でついてきてくれますか？」

　イスから立ち上がり、バッグとふたつの大きな箱を持つ。

「それなら君の車に乗せてくれないか？　すみません。私の車は今日中に別の者が取りに来ますので」

　佐伯さんは牧師様に駐車の許可を取ると、イスから立ち上がり、私の抱えているふたつの箱を持ってくれた。なにも言わずにサッと荷物を持ってくれるところは、女性慣れしているのだろう。

　玄関でもう一度、牧師様に深くお辞儀をして、また改めてお礼に来ることを約束すると、チャペルの裏側にある駐車場へ向かう。

　歩きながら隣の佐伯さんに話しかける。牧師様がいないので、日本語で。

「ありがとうございます。お住まいはどちらですか？　銀行のあと、送ります」

　お金を払わないと思われているのかもしれない。信用してもらいたくて言った。

「〝アーツリゾート＆カジノ〟へ」

　彼は驚くことに、私が勤めているラスベガスの最高級ホテルの名を言った。

　この人がうちのホテルに……ツアーで安く泊まれる場合もあるけど、普通なら一泊五百ドル以上はする。

「もしかして、ツアーでこちらに来たんですか？」

　ツアーか個人か、どっちなのだろうと聞いてみる。ツアーだとしたら、今日はフリータイムだったのだろうか。それなら時間を取ってしまって申し訳なくなる。

「いや、仕事で来ている」

「仕事……もしかして職業は俳優ですか？」

　このイケメン度ではそれが有力候補に思える。

　ふいに彼は立ち止まり、面食らった顔になってから大声で笑い始めた。

「俺って、そんなにカッコいい？」

「え、演技が上手だったからです。写真写りもよかったし」

　笑顔をグイッと近づけられて、私は顔をのけ反らせる。

「そういうことにしておこう。君のことを教えてくれないか？　こっちに住んでいるようだが」

　駐車場には自家用車が二台並んでいる。一台の黒のオフロード車は牧師様の車。隣の濃紺のセダンは私の愛車だ。佐伯さんの車は表の駐車スペースに停められたまま。

　私は休日になると、のんびり二時間ぐらいかけてミード湖へドライブするのが好きで、この車は七年乗っている。

　祖母の施設はその途中のヘンダーソンにある。美しい街で、ネバダ州の中ではラスベガスに次いで二番目に人口が多く、著名なスポーツ選手や歌手などが住んでいたりする。

　車の後ろに回りトランクを開けると、佐伯さんはドレスとタキシードの入ったふたつの箱を入れて閉めた。

「どうぞ乗ってください」

　トランクが閉まったのを確認してから、左の運転席に乗り込む。佐伯さんも助手席に座った。

　車の中が暑くて、すぐに汗が噴きだしてくる。急いでエンジンをかけてエアコンを全開にすると、もわーっと生ぬるい風が出てきた。

　早く車内を涼しくしたい。佐伯さんを見ると、この暑さでも平然としている。

「すぐに涼しくなりますから」

　フットブレーキを解除してアクセルを軽く踏むと、先ほどの続きを話そうと口を開いた。

「私は元々日本で育ったんですが、十五歳のとき両親が交通事故で亡くなり、こっちで寿司屋を経営する祖父母の元へ引き取られたんです」

　国道の前で一時停止し、合流するために言葉を切る。車の流れに乗ると、再び話し始めた。

「こっちへ来てもう十二年になります」

「ということは二十七歳か。思ったより年だな。その年で結婚を前提とした付き合いをする男がいなかったのか？」

　痛いところを突いてくる。過去にふたりと付き合ったことがあるけれど、グイグイこられると引いてしまい、好きな気持ちがすぐに冷めるのだ。

　さらに私は恋愛中でも仕事を優先してしまい、彼らの心も離れていった。

　それでもバージンは捨てたくて、二十五歳のときに最後までことに及んだけれど、痛いだけの思い出が残ったのだ。

「今の私は恋より仕事です」

「仕事は？」

「佐伯さんの泊まっているホテルの企画課にいるんです。主にホテルの劇場の運営をしています」

「楽しそうな仕事だな」

　助手席に座る佐伯さんは、リラックスしているように見える。

「だから、恋人は必要じゃないんです。それにおばあちゃんのこともあるから、半年前に宣告されたときも、最初から誰かに偽装してもらおうとしか頭になかったんです」

　私の話に佐伯さんは相づちを打つだけ。だから彼がなにを考えているのか、私にはまったくわからない。

「佐伯さんは、今日のお仕事は大丈夫だったんですか？」

「ああ。ドライブをしようと思ってたところだった」

「あの車でドライブしようなんて、チャレンジャーですね。いつ壊れてもおかしくないかと」

　彼の乗っていたおんぼろ車を思い出す。

「外見は確かにひどかったな。手配ミスであれが届いたんだ」

　話しているうちに車は大通りに進み、有名なホテルが両側に見えてきた。

「銀行の前に、ホテルに行ってくれないか？」

「えっ!?」

　意味がわからず、端正な顔の佐伯さんをチラリと見る。

「おばあさんのところへ行こう。着替えてくる」

「一緒に行ってくれるんですか？　あ、でも……千ドル以上は払いませんよ」

「クッ。その分だと給料がよさそうなのに」

　からかっているのか、佐伯さんは口元を緩めている。

「それとこれとは別です。一生独身かもしれないんですから貯蓄しないと」

「賢明なことだ」

　そこで私の働くホテルも見えてきて、そのままエントランスに向かって停車する。知り合いのドアマンが立っていた。

「ここに停めてはいられないので、二十分後にまた来ます」

「三十分後にしてくれないか」

　このホテルは広いから、部屋に着くまで結構時間を要する。

「わかりました。では三十分後に」

　佐伯さんは自分で助手席のドアを開けて、煌きらびやかなホテルの中へ入っていく。

　彼の姿が見えなくなり、私は再びアクセルを踏むと銀行へ向かった。




　三十分後、ホテルのエントランスに車をつけると、ちょうど回転扉から佐伯さんが現れた。先ほどまで着ていた黒いＴシャツから白いシャツに着替えている。ジーンズはそのままだったけれど、紺色のサマージャケットを手に持っていた。

「逃げずに戻ってきたんだな」

　助手席に座るなり憎まれ口をきく佐伯さんだ。

「もちろんです。おばあちゃんに会ってくれる人をみすみす逃したりしませんから」

　車を動かす前に彼の顔を見て、にっこり笑う。

「それと、サンドイッチで申し訳ありませんが、車の中で食べてください」

　銀行の帰りに、お腹が空いていることに気づいた。もう十三時を回っているから無理もない。

「サンキュー。ちょうど腹が減ってたんだ」

　佐伯さんはサンドイッチの袋と缶コーヒーを受け取ると、かぶりつくように豪快に食べ始める。

　私も運転をしながら、サンドイッチをつまむ。

　たくさん買ったサンドイッチはあっという間になくなった。

「ここから一時間ほどで着きますから、お疲れだったら眠っててくださいね」

　そう言った途端、佐伯さんはシートを少し倒して、腕を組んで目を閉じる。

『眠っててくださいね』とは言ったけれど、眠る態勢に入ってしまったことがなんだかつまらない。

　寝顔の佐伯さんをチラッと見てしまうと、彼が突然口を開いて驚く。見ていたのがバレていたのだろうか。

「少し休ませてもらうよ」

「……はい。あ、到着する十分前に起こしますね。打ち合わせをしておかないと」

　私が作った架空の人物の経歴を覚えてもらわないと。ボロが出たら困る。

「ああ。よろしく」

　よほど疲れているみたいだ。話をしているのに、目を開けないし。

　私は肩をすくめると、アクセルを踏んだ。

　単調な道を走らせていると、ヘンダーソンの街が見えてきた。住宅地で、ラスベガスの華やかさとは対照的に静かな街だ。あと十五分ほどで祖母のいる施設に到着する。

　運転しながら、ずっと佐伯さんのことを考えてしまっていた。

　見ず知らずの私をここまで手伝ってくれるなんて、不思議な人。駐在になったときからの知り合いの笠原さんでさえ、新郎役を渋ったのだから。そう考えると、笠原さんは本当に会社の命令で帰国したのか、疑いたくもなってくる。

　でも、彼のおかげで佐伯さんのような、ヴィジュアル的にもステキな男性に新郎役になってもらえた。

　ふと、佐伯さんのほうへ視線を向ける。

　彼はカーブのときに顔が揺れただけで、あとは静かに眠っていた。ぐっすり寝ているみたいで起こすのは忍びないけれど、もうタイムアップだ。

「佐伯さん、起きてください。もうすぐ着きます」

　声をかけても起きる気配はない。

　駐車場で打ち合わせをすればいいか……。

　もう少し寝かせてあげたくて、到着するまで起こすのをやめた。




　祖母の施設はこのあたりでは高級で、敷地もかなり広い。パームツリーが規則正しく植えてある敷地の出入口には警備員が常駐しており、一旦車を停めてパーソナルデータを記入する必要がある。

　駐車場は職員も停めているようで、広いスペースだ。高級車は滞在している患者の家族などのものだろう。

　この施設ではホテルのようなサービスが受けられる。その分、金額は目を見張るものだったけれど、祖父の遺産があるし、長年働いていた祖母にはここでゆっくりしてほしい。

　警備員に渡されたタブレットにデータを入力していると、佐伯さんが目を覚ました。

「着いたのか？」

「はい。ここで手続きをしてから駐車場へ行きます。そこで打ち合わせをしましょう」

　入力を終えて、車の横で待っていた警備員にタブレットを渡し、許可証をもらう。

「まるでホテルみたいだな」

　佐伯さんは車窓から見える、リゾート地にあるような赤茶の豪ごう奢しゃな建物を見て感嘆の声を上げた。

「サービスはホテル並みだと思います。そのほうが安心です」

　私が周囲を見ながら車を駐車スペースに停めると、佐伯さんはシートを戻していた。

「では佐伯さん、今から言うことを覚えてくださいね。あ、おばあちゃんは日本語で話すと喜びます」

「ＯＫ」

　眠りから覚めたばかりだけど、彼はスッキリした顔で頷く。

「私と佐伯さんは半年前に知り合いました。佐伯さんの職業は、大手旅行会社のラスベガス駐在員です。佐伯さんはおいくつですか？　私のことは〝結愛〟と呼んでください。私は〝佐伯さん〟で」

「二十九だ。俺を〝佐伯さん〟と呼ぶのはあまりに不自然じゃないか？　〝拓真〟と呼んだほうがいい」

「わかりました。〝拓真さん〟とお呼びします。それと……」

　話しづらくて言葉が止まってしまうと、佐伯さんは片方の眉を上げて促す。

「それと？」

「……できれば、本当の恋人同士のように演技を」

「わかった。もちろん、そうしなければ会いに来た意味がない」

　彼は快諾して白い歯を見せる。

「では、お願いします」

「そんな口調じゃ見破られるぞ？　敬語は使わなくていい」

「わかり――そ、そうだね。わかった」

　今まで敬語を使っていたのに、変な感じ。話すときは気をつけないと。

　話が終わり車から出ようとすると、ふいに腕を掴つかまれる。

「佐伯さん？」

「拓真と呼べと言っただろう？」

　やっぱり、とっさに出るのはさっきまでの時間で慣れてしまった名字だった。

「す、すみません……」

　ダメ出しされて、頬が熱くなる。でも、スラリとした指に腕を掴まれているせいかもしれない。

「すみません、じゃなくて、ごめん、でいい。それと、これをはめないと疑われるぞ」

「え……？」

　佐伯さんはジャケットのポケットから水色の小さな箱を取りだして、開けてみせる。

　その中身はカップルリングだった。

「これ……」

　プラチナのカップルリングに目を丸くする。アーツリゾート＆カジノに入っている有名宝飾店のものだ。

「サイズは一般的なものにしてもらったが、ここが空いているデザインだから、多少きつくても入るだろう」

　Ｔの文字が向かい合わせになっているデザイン。買うときに悩まなかっただろうか。

「これ、かなり高い――」

「金の話はいい」

　佐伯さんはぶっきらぼうに言うと、私の左手を取って薬指にマリッジリングをはめた。私の指を壊れ物のように扱ってくれた気がするほど、丁寧に。

　リングは、まるで私がいつもはめていたかのようにスッと指になじむ。

「センスがいいんですね。気に入りました。代金はお支払いしますから」

　話を聞いているのかいないのか、返事をせずに、佐伯さんは自分の左手の薬指にもマリッジリングをはめて、さっさと車から降りた。

　口をあんぐりさせてからハッと我に返った私は、車から降りるとロックをかけて、佐伯さんに近づく。

「ほら」

　手を差しだされて、やっぱりお金？と思い、バッグを開けようとすると――。

「まったく……恋愛経験値ゼロだな。手を握るんだよ」

　佐伯さんは呆れたように言って、バッグを抱えている私の手を握った。

　ホテルのエントランスのような入口に向かいながら言い訳する。

「恋愛経験値がゼロなわけじゃないですっ」

「そんなことでは、おばあさんを納得させられないぞ？」

　繋つながれた手が心地よく感じてしまうのは、寂しかったから？　私には本当の結婚相手が必要だった？

　佐伯さんが開けてくれたドアを通り、施設の中へ入ると、祖母が入居したときに顔見知りになったふくよかなブロンドの女性が近づいてきた。年齢は五十歳だと聞いている。彼女はこの施設にいる数名の看護師のチーフ。

「ハロー、ユア。彼が旦那様になった人ね！　ナイスガイね！　私は看護師のナンシーです」

　隣にいる佐伯さんににっこり笑って握手する。

「ユア、おばあ様がお待ちかねよ。こんなステキな人と結婚したなんてうらやましいわ。おばあ様も喜んでくれるわよ」

　私に軽くハグをすると、祖母の様子を教えてくれた。

「じゃあ、ごゆっくり」

　階段のあるところでナンシーと別れ、私たちは二階へ上がる。数あるドアのひとつ、ゴールドのプレートに【Ｋａｚｕｋｏ　ＳＥＴＯ】と書かれている前に立つ。

　祖母の部屋の前まで来ると緊張感が増してきて、心臓もドキドキしてきた。胸に手を置いて、小さく深呼吸している私の目が、左手の薬指のマリッジリングに留まる。

　マリッジリングを見て、必ず嘘を突き通せると自信が出てきた。後ろに立つ佐伯さんを思わず振り返ると、彼は温かい笑みで頷いてくれた。なんだかんだと憎まれ口をきくけれど、優しい人なのだと思う。

　ドアをノックすると、祖母の明るい返事が英語で返ってくる。

「はーい。どうぞ、入ってください」

　中へ入ると、彼女はひとりがけのソファから立ち上がるところだった。

「おばあちゃん！」

　私は駆け寄ると、立ち上がった華奢な身体つきの祖母と抱き合う。

「結愛、来てくれたんだね。おや、もしかしてその人は」

　ドアのほうを向いている祖母は、佐伯さんの姿にピンときたようだ。

「うん。さっき結婚式を挙げてきたの。佐伯拓真さんです。……さえ……拓真さん、私の祖母です」

　ドアを閉めて入ってきた佐伯さんを紹介しようとしたら、やっぱり慣れない名前が出てこなくて内心焦る。

　そこへ佐伯さんが祖母に近づいて、手を差しだす。

「大事なお孫さんと本日結婚しました、佐伯拓真です」

「まあ！　なんてステキな人なんでしょう！」

　祖母は佐伯さんの大きな手を両手で握りながら、うれしそうに皺しわのある顔をほころばせる。

「結愛は幸せ者だね。ささ、お座りなさい」

　佐伯さんの手を放し、私たちに三人がけのソファを勧めると、彼女は小さな冷蔵庫に向かう。

「あ、私がやるから」

　冷蔵庫を開けて缶ジュースを二本出す祖母のそばに、急いで行く。

「いいの、いいの。結愛も座ってなさい」

　祖母はにこにこと缶ジュースを二本持ったままソファに戻ってきて、一本を佐伯さんに手渡す。もう一本は私に。

　この部屋は十二畳ほどで、このソファセットとシングルベッド、デスク、冷蔵庫が備えつけられている。

「拓真さんはこっちへ来て半年だったね？　もうこちらの生活は慣れたかい？　寂しくないかい？」

「はい。結愛さんもいてくれますから、毎日が楽しいですよ」

　そう言って佐伯さんは私を見て、極上の笑みを浮かべる。

　そうされると、心臓がドクッと大きく跳ねてしまい、落ち着かなければと缶ジュースに手を伸ばす。プルタブを開けようとすると横から手が伸びて、佐伯さんが開けてくれた。

　本当にこの人は女性の扱いに慣れている……聞いていないけれど、彼女がいるのかもしれない。そうだとしたら彼女に申し訳ない気持ちと……うらやましい気持ち……え？　私、すごく惹ひかれている？

「はい」

　佐伯さんは平常心を取り戻そうとしている私に、缶ジュースを渡す。

「ありがとう」

　祖母は私たちの様子を見て、満足げに何度も頷いている。

「あ、おばあちゃん、携帯の画面だけど、写真見て！」

　私はバッグからスマホを取りだし、今日撮ったばかりの結婚式の写真を見せる。牧師様に新婚らしくないと言われた写真を除いて。

「まあ、綺麗だね。こんなに美しい娘になったなんて、おばあちゃんは誇らしいよ。幸せそうな顔して……このドレスはお母さんのものだね？」

「うん。このドレスを着たかったの」

「そうかい、そうかい。私も直接、結愛の晴れ姿を見たかったねぇ」

　スマホ画面をスライドして見ていく祖母の瞳に、涙が光る。

　おばあちゃん……。

　もらい泣きをしてしまいそうだった。

「私も……見てほしかったけど、外泊は難しいって言われて……」

　苦し紛れに嘘をつく。胸が痛かった。

「結愛」

　涙を堪えているところへ、佐伯さんが私の名前を呼ぶ。それもとても愛いとおしそうに聞こえた。

　でもこれは演技。ときめいてはいけない。

「本当にうれしいよ。ステキな写真ばかりで。結愛、どれかひとつ大きくプリントして、今度来るときに持ってきておくれ。この殺風景な部屋に飾りたいから」

　殺風景な部屋と言っているけれど、ここは豪華そのもの。家具ひとつひとつが贅ぜい沢たくな高級品だ。壁紙も白地にブルー系の小花柄で、華やか。

「うん。今度来るときに持ってくるね」

「拓真さん、結愛のどこを気に入ってくれたんだい？」

「おばあちゃんっ」

　祖母はスマホを私に返しながら、佐伯さんに質問する。その質問は想定外だった。

　でも、彼は嫌な顔ひとつ見せずに口を開く。

「聡そう明めいで、何事にも一生懸命で、ちょっと素直じゃないところがかわいいです」

「結愛のことをわかっておる」

　祖母と佐伯さんは訳知り顔で笑っている。

「ちょっと素直じゃない、って……」

　正直言って、当たっている。佐伯さんは、私のことをもうわかっているなんて……私はまだ彼のことをほんの少ししか知らないのに。

「拓真さんのような人に結愛の面倒を見てもらえたら、安心ですよ。結愛、男性を見る目があったんだねぇ」

　祖母は佐伯さんを心から気に入った様子で、彼女を騙だましていることの罪悪感から、私の胸はチクリと痛んだ。




　それから一時間ほど話したり、よく手入れされた施設の庭を三人で散歩したりすると、祖母は「もう帰りなさい」と笑顔で言った。

「でも……」

　今日も時折、『まだランチを食べてない』と言うなどの症状が出ていた祖母。次に来るときはまた病状が進んでいないか気がかりで、もっと一緒にいたいと思った。

　やっぱり施設に祖母を置いておけない……でも、家に戻したら私の結婚が偽装だとバレてしまう。

　私はやるせない思いで、祖母に「またね」と言って佐伯さんと部屋をあとにした。

　祖母は疑いを持たずに喜んでくれた。大役を終えたのに、私の気持ちは沈んでいた。

「大丈夫か？」

　無言で出入口に向かっていると、隣を歩く佐伯さんが声をかけてくれる。

「はい。今日はありがとうございました。本当に助かりました」

　感謝の気持ちを述べる声はしんみりとしていた。

　施設のエントランスを出ると、外はまだ明るい。十七時三十分を回っていたけれど、この時期はだいたい十九時過ぎの日没だから、街に戻るまで明るいだろう。

　駐車場の自分の車へ着くまで、それからひとことも話さなかった。佐伯さんも私の気持ちを察してか、口を開かない。

　濃紺の車の横でバッグから鍵を取りだし、鍵穴に差そうとする。その段階で手の震えに気づく。

「あ……」

　うまく差せずに、鍵がコンクリートの地面にカシャンと音をたてて落ちる。

　すぐにしゃがんで手にするものの、寒くもなく、むしろ暑いくらいなのに手の震えで困惑する。足の力もなくなりそうだし、目の前がチカチカし始めていた。

　座り込んだまま動けないでいると、手に持っていた鍵が奪われる。助手席のドアの横で待っていた佐伯さんだ。

　彼は私の代わりに鍵を差し込み、ロックを解除する。

「俺が運転するから、少し休んだほうがいい」

　しゃがんだまま立てない私を、佐伯さんはおもむろに抱き上げた。

「きゃ……っ、へ、平気です……」

「貧血を起こしてるんじゃないか？　顔に血の気がない」

　抱き上げられて、佐伯さんの顔が近くにあって、眩暈めまいを起こしているのに意識してしまう。

「大丈夫です。運転しますから」

　車の前を回って助手席に移動する佐伯さんにそう言うけれど、止まってくれない。

「事故を起こされて死にたくないからな。隣で寝てろよ」

　一度、助手席のドアの前で立たされると、身体がグラッと揺れて佐伯さんの腕に支えられる。

「無理だろ？」

　私にわからせるために、地面に下ろされたみたいだ。彼は足に力が入らない私を支えながら、助手席のドアを開けた。

　黙って座ると、彼は急に頭を車の中へ入れて、私に覆い被さるような格好になり、右手を私の頭の横に置く。

「さ、佐伯さんっ!?」

　顔が近づいてきて、キスされるの？と目を丸くして身がまえると、彼は私のシートベルトを装着してくれただけだった。顔が近すぎてドキドキしてしまっていると、私の身体がガクッと水平になる。

「悪い。期待させたか？」

　クッという喉の奥からの笑いに、恥ずかしくて顔が熱くなる。

「倒すなら倒すと言ってくださいっ！」

　彼はただ私を楽な体勢にしようとしていただけなのだ。キスされると思ってしまった自分が恥ずかしくて、大きな声になる。

　佐伯さんはからかって楽しんでいるのか、笑い声を上げながら助手席のドアを閉めると、運転席へ回ってきた。

「キスされたかったら、ああいうときは俺の首に腕を回せよ。これで恋愛経験値がひとつ増えただろう？」

　彼はキーを差し込み、エンジンをかけると、まるで自分の車のように運転し始める。

　起き上がって異論を唱えたかったけれど、横になるととても楽で、血が全身にいき渡る感覚だった。

　でも目を閉じて眠ることはできない。運転をさせてしまって申し訳ないからだ。

「俺に見とれてる？」

　佐伯さんは前を向いて運転していても、私が彼の後頭部を見ていることはわかっていたようだ。

「見とれてなんていません。気をつけて運転してくださいね」

「わかったから、眠ってろよ」

　私の強がりがおかしいのか、佐伯さんは笑って言った。

　今日会ったばかりの人に運転をさせて、命を預けている。そんなことは今までなかったのに、助けてもらったせいか、安心して乗ってしまっている。

　車の心地いい揺れも手伝って、肉体的にも精神的にも疲れ果てていた私は、いつの間にか眠りに落ちていた。










同僚の悪ふざけ




　目が覚めたのは、車が静かに停まったときだった。

　気持ちいい眠りだった。一瞬、自分がどこにいるのか把握できず薄く目を開けると、夕闇の空に見慣れたネオンが眩まぶしかった。

　そうだ！　私……。

　シートを起こすと、運転席に座る佐伯さんが寝起きの私を見る。

「気分はどう？」

「もう大丈夫です。運転してくださって、ありがとうございました」

「お腹が空いただろう？　なにか食べないか？」

　ここは私が勤めているホテルの駐車場だった。

　もうお別れだと思っていたから、誘われて驚いたけど、まだ約束の千ドルを支払っていないから食事のときに渡そう。

「はい。では、ホテルのレストランでいいですか？　お肉が嫌いでなければ、おいしいと評判のレストランがあるんです。もう行かれましたか？」

「いや、行ってないな。そこでかまわないよ」

　私は足元に置いていたバッグからスマホを出すと、レストランに電話をかける。十九時を回っているので、予約が取れるかわからない。

　やはりすぐには入れず、二十一時からなら大丈夫とのこと。佐伯さんにそれでもいいか、別のレストランにするか、電話を保留にして聞くと、その時間でかまわないと言われ、二十一時からの予約を入れた。

「二時間、空いてしまいましたね」

「また言葉が戻ってるぞ？」

　佐伯さんは笑って言う。

「あ……でも、おばあちゃんはいないし。このままで話させてください。気にしたら話せなくなってしまいますから。二時間どうしましょう？　お部屋で休まれますか？　時間になったら――」

「この周辺を歩かないか？　体調がよければの話だが」

　大通りは、見るだけでも楽しい豪華なホテルがたくさんある。定期的に火山が噴火するショーや噴水ショーも無料でやっていたりする。

「体調はよくなりましたから、ぶらぶらしましょうか」

　私たちは車から降りると歩きだした。

　大通りに出たところで、ホテル前に作られた火山が噴火して、観ていた観光客が歓声を上げる。

「こういうことも企画課が？」

　爆音をあたりに響かせて噴火する火山から視線を外して、佐伯さんは私に聞いた。

「いいえ。これはかなり前からのもので、ほとんど変えることがないので、設備課がメンテナンスをしています」

　そこへもう一度爆音と共に火が噴きだし、熱風が流れてきて顔が熱くなる。

　その場で立ち止まり少し経つと、噴火は静かになり、観光客が散らばっていく。

「暑くなったな。ジェラートを食べようか。あそこにちょうど店がある」

　佐伯さんは大通りの向かいにあるジェラート店を指差す。噴火の熱気がまだ身体にまとわりついているようだった。

「はい」

　私たちは横断歩道を渡って、ジェラート店の順番を待つ最後尾に並ぶ。

　このジェラート店は、立地条件のいいところにある人気店だ。

　普段は混んでいるから滅多に買わないけど、今の時間はディナータイムのおかげで五人しか並んでいない。

「佐伯さん、なにが好きですか？」

　色とりどりのジェラートが並んでいるカウンターにはまだ近づいていないけれど、なにか話さなければと無難な質問をする。

「なんでも食べるが、ナッツが入ってるものがわりと好きだな」

「私もナッツ入りは大好きです。食べていると、二度お得な感じがします」

　そんな話をしていると、私たちの順番になった。

　佐伯さんはアーモンド、くるみ、ヘーゼルナッツが入ったチョコレート味のジェラートを選び、私はアーモンドとマシュマロが入ったチョコレート味のものを。同じようなジェラートで、好みが似ているのかもしれない。

　私がお金を払おうとすると、先に脇から十ドル紙幣を店員に渡される。

「あ……私が支払いますから」

「女性に奢おごらせるわけにはいかない」

「でも、今日はいろいろとお世話になったので――」

　店員がお釣りを佐伯さんに渡して、次の客に注文を聞き始めている。私たちはいつまでもここにいるわけにはいかず、横にずれた。

「ごちそうさまと言えばいいんだ。黙って奢られてろよ」

「……ありがとうございます」

　今までのデートではごちそうになることも多かったけれど、それは一応、恋人同士だったから。佐伯さんと私は恋人同士じゃない。

　ジェラートを受け取ったあとも、そんなことを考えてしまっていた。

「溶けるぞ？　早く食べろよ」

　見ると、コーンとジェラートの接着面から溶け始めている。真夏だから、すぐに溶けてしまう。

「いただきます」

　甘いジェラートを舌でペロリと舐なめ取ると、ホッと和む。

　ふと、はめているマリッジリングに目がいく。佐伯さんも忘れているのか、まだ指輪をはめていた。

　はたから見たら私たちは夫婦に見えるだろう。彼が本当に旦那様だったら……とジェラートを舐めながら少し妄想をしてしまう。

　行動力があって、私をからかう言葉の中にも優しさが含まれていて、外見も振り返ってまた見てみたくなるようなイケメンで……こんな人が本当に夫だったら幸せな結婚生活が送れそう。あ、そんなことないのかな。彼はモテるだろうから、奥さんになった人は心配になってしまうかもしれない。

　とにかく……あのとき佐伯さんが現れなかったら、私はいまだに日本人男性探しに苦労していただろう。

　神様、こんなにステキな人を遣わしてくださり、ありがとうございます。

　本当に魅力的な人だと思う。

　会ってまだ一日にもならないけれど、私は佐伯さんに惹かれているのを自覚してしまった。




　歩きながらジェラートを食べて、土産みやげ物もの屋を冷やかして、楽しい二時間を過ごした。

　佐伯さんは？　楽しかった？

　アーツリゾート＆カジノに向かいつつ、隣を歩く彼に思わず心の中で問いかけてしまう。

「こんなに暑いと、ホテルのプールで泳ぐのもいいな」

「佐伯さんはいつ、ここへ来られたんですか？」

「四日前だ。商談と視察で」

　彼はディナーの時間が気になるのか、腕時計を確かめている。

「いつ日本へ帰られるんですか？」

「五日後に帰る」

　それを聞いて、なんだか心の中が……。私、寂しいと思っているの？

　佐伯さんは私に好意を抱いてくれているはずがないのに……。今日のことは、同情で手伝ってくれただけ。

「貴重な滞在の一日をありがとうございました」

　立ち止まり頭を下げると、彼は軽く笑う。

「礼なんて何度も言わないでいい。君がおばあさんを安心させなければと思っているのは、会ってよくわかった。ステキなおばあさんだった」

「いつ病状が進行してしまうかわからないけど、まだ健康なうちに安心させることができて本当によかったです」

　佐伯さんじゃなくて笠原さんだったら、どうだったのだろう……。

　佐伯さんは女性の扱いに慣れているみたいで、気の利いた会話や、私を本当に愛しているような演技をしてくれた。笠原さんはいかにも奥手な人だったから、佐伯さんに出会えて幸運だった。

「俺の祖父も結婚を心配していてね。顔を合わせるたびに早く結婚してひ孫を見せろとうるさい」

「祖父母は誰しも同じことを願うものなんですね」

　ホテルの火山が見えてきた。また噴火していて、先ほどより観光客が多い。みんな食事を終えてぶらぶらしているのだろう。

　ホテル内に足を進めると、すぐ右手にフロントがあり、その奥はカジノ。左手に高級ブランドなどが入っているショッピングモール。レストランはホテルに入ってまっすぐ進んだ左手にある。

　そのステーキグリルハウスは、窓から大きな円形のプールを望める。プールサイドにも出られるので、セレブな芸能人や各国の富豪が貸し切りにしてパーティーを開くこともしばしば。

　ウエイターに案内された席は、プールが見える窓際。プールは二十四時まで利用できるので、まだ泳いだり、プールサイドでカクテルやビールを飲んだりして楽しんでいる宿泊客がいた。

　テーブルに着くと、ウエイターがワインリストを佐伯さんに渡す。

「酒は？　飲める？」

「はい。ひと通り大丈夫です」

「それは頼もしい」

　彼はその場で待っていたウエイターに、カリフォルニア産の赤ワインをオーダーする。この年のワインは当たり年で一番のお勧めだと、初対面の若いウエイターはにこやかに言った。

「ハネムーンですか？　よかったら写真をお撮りしますよ」

　私が白いワンピースを着ていて、マリッジリングをはめているせいなのか、ウエイターが気を利かせる。

「えっ……」

「撮ってもらおう」

　佐伯さんはポケットからスマホを出して、ウエイターに渡した。

　写真を撮り終えたウエイターが一度テーブルを離れてから、私たちはメニューを眺める。

　今日はサンドイッチしか口にしていなかったから、ボリュームのあるものを食べたいと、ステーキとロブスターのグリルに決めると、佐伯さんも同じものを近くで控えていたウエイターにオーダーした。

　赤ワインが運ばれてきて、乾杯をする。テーブルの中央には、背の低いグラスに入ったキャンドルの火が揺れている。

「ステーキの焼き方、ウェルダンなんですね。意外でした」

　しっかり焼くのが好みだなんて予想外で、口にしていた。

　ワインをひと口飲んでくつろぐ様子の佐伯さんは、首を軽く傾げて私を見る。

「意外？」

「はい。血も滴したたるレアがお好みのような気がして」

　黒マントを羽織ったら、ヴァンパイア役ができそうだなと思う。それに私と好みが似ていると思っていたから、ミディアムレアなのかと。

「そんなに肉食系に見える？」

「肉食系……？」

　言葉の意味がわからなくて、今度は私が首を傾げる。

「ああ……日本を離れて長いから知らないか。肉食系とは、恋愛、仕事など何事にもガンガンいく積極的なタイプという意味かな。反対に草食系男子という言葉もある」

　グイグイ引っ張ってくれる佐伯さんは、今の説明によれば肉食系に近いけれど、彼が恋愛にガンガンいくかはわからない。笠原さんはまさに草食系って感じだったかな。

「十二年も日本を離れてると、いろいろ変わりますよね」

　両親が健在で、中学生だった頃の自分を思い出して懐かしむ。

「日本に帰りたくなったりする？」

「……そうですね。ときどき、無性に懐かしくなります。住んでた家に今はどんな人が暮らしてるんだろうと考えたり、事故で両親を亡くす前までの幸せな日々を思い出したり。でも、ここに来ても私は祖父母に愛されて幸せです」

　今から数年後、幸せじゃなくなるかもしれないけれど……。

　そこへ思わずお腹が鳴ってしまいそうなほどボリュームのある、おいしそうなステーキの皿が運ばれてきた。

　佐伯さんのリクエストで、ニューオリンズ風のトマトベースのジャンバラヤも頼んでおり、取り分けていただく。

　おいしい料理にワインも進んでいき、気づくと三本目を開けていた。お酒にそれほど弱くはないけれど、限界が来るまで飲んだことがないから、頭がぼーっとしてきたサインも見逃していた。

　佐伯さんはほとんど水みたいな感覚で飲み、酔ったように見えない。お酒は強いようだ。




　食事が終わり、プールサイドで飲もうということになった。佐伯さんとの時間は楽しくて、時間が許す限り話していたかった。

　まだ二十二時半になるところ。今日は企画課のフロアのソファで寝よう。もう運転はできないから、オフィスのソファとお友達になるのは確実だ。

　プールサイドのテーブルで、私は氷のたっぷり入ったオレンジベースのカクテルを。佐伯さんはバーボンのロックを飲んでいる。

　だいぶ長い時間一緒にいるけれど、彼が日本のどこに住んでいるとか、なんの仕事をしているのか聞けないでいた。

　このホテルの劇場で私がどんな仕事を手がけたかなど話していると、数メートル先で私を呼ぶ声がした。

「ユア！」

　企画課の同僚のアメリアだった。他の同僚ふたりもいる。お酒がかなり入っているようで陽気な三人は、ダンスをしながら近づいてきた。

「ユアったら、どこでこんなナイスガイと知り合ったのよ」

　アメリアと同僚ふたりは、イスから立ち上がった佐伯さんに笑顔を振りまく。

「アメリア、ペニー、ジェシカ。彼は――」

　私も立ち上がり、興味津々の彼女たちに佐伯さんを形だけ紹介しようとすると――。

「わおっ！　それって、マリッジリングじゃないっ！　どうしたの!?って、結婚したからに決まってるわよね！」

　アメリアは私と佐伯さんの左手の薬指を見て、結婚したと思い込んでいる様子。

　ウエイターに新婚だと間違われてしまったときに、マリッジリングは外しておけばよかった。

「黙って結婚するなんてひどいわよー」

「そうよ！　いつの間にこんなステキな男性と」

　彼女たちは大げさに文句を言いながら、私の両手を持って拘束する。

「えっ!?　ちょっと、待って!!　これは違っ――きゃーっ！」

　私はアメリアたちの手でプールに落とされた。大きな水しぶきが上がる。

　顔を水面から出す私に、彼女たちは並んでニヤニヤしている。

「ハッピーウエディーング！」

　陽気な彼女たちのいつもの手だった。笑いながら拍手している。

「私たちを差し置いて結婚したのは、これで許してあげるわね～。じゃあね！　新婚カップルの邪魔はしないから」

　ポカンと口を開けたまま浮いていると、アメリアたちはにこやかに笑って手を振りながら去っていった。

「大丈夫か？」

　口元をおかしそうに緩めた佐伯さんがプールサイドに屈かがみ、私に手を差しだす。

「手厳しい友人たちだな」

　私をプールから上がらせた彼は、ホテルスタッフからタオル地のローブを受け取る。

「彼女たち、ジョークが過ぎるんです」

　水が滴る髪を絞り、今日下ろしたばかりのワンピースとパンプスが台無しだと、ため息が出る。プールに落とされたおかげで酔いが醒さめた。

　肩にローブをかけてもらい、袖を通すと、ウエストの紐ひもをきゅっと結ぶ。

　企画課のロッカーに替えの服があったかな……。

「佐伯さん、お騒がせしてすみませんでした。私はこれで――」

　こんなびしょ濡ぬれ状態では、もうお開きにするしかない。まだ彼と一緒にいたかったけれど……。

「失礼します」と、濡れている手をローブで拭き、千ドルの入った封筒を出すためにバッグを開けると、その手が止められる。

「行こう」

　彼は長い指で私の右手をしっかり握ると、歩き始めた。

「佐伯さん、どこへ？」

「そのままじゃ、いくらなんでも帰れないだろう？　まだ酒も入ってるし」

「だから、どこへ？」

　手を握られていることで、そこに意識が集中してしまい、彼の言葉が呑のみ込めない。

「部屋だ。乾かさないとタクシーも断られるぞ」

「部屋って、佐伯さんの部屋ですか？」

「ああ。安心しろ。手を出さない保証はないが」

　安心しろと言われると、女としての魅力がないのかと内心ガッカリしている自分がいる。

　プール利用者が使うドアを通り、エレベーターに乗り込むと、驚くことに彼は最上階のペントハウス階のボタンを押した。

　ペントハウスに泊まっているの……？　あのおんぼろ車に乗っていた佐伯さんが、ロイヤルスイートルームに……？

　二十階までの数字と、少し前に立つ佐伯さんの後頭部に、私の視線が何度も行ったり来たりしている。

　エレベーターに乗った時点で、握られていた手は放されていた。

　最上階でエレベーターは止まり、降りると佐伯さんは自分の部屋へ向かう。ついていく私は、かなり困惑していた。

　スイートルームに滞在しているのなら、お金に困っていないはず……。それなのに助けてくれた佐伯さんに、戸惑うばかりだ。

　カードキーを差し込んでドアを開けた彼は、後ろを振り返り、私を見る。いつの間にか私と佐伯さんの距離は二メートル以上離れていた。それに気づいた彼は、片方の眉を上げて私に問いかけるように見つめる。

　じっと見つめられると、視線を逸らしたくなる。

　戸惑いつつ彼の元へ行くと、先に入るよう促された。

「どうぞ？」

「私……」

　それ以上、言葉が出ない。いろいろ聞きたいことがあるのに。

　でも、もう佐伯さんとの別れのときがすぐそこまで来ている。だから余計なことを聞かないほうがいいのかもしれない。心の中で葛かっ藤とうしている。

「どうした？　瞳が揺れてる。寒い？」

　寒いかと聞かれて小さく首を横に振る。

「寒く……ないです……」

　どうしよう……黒い瞳に見つめられて、心がざわめく。

　私……どうしようもなく佐伯さんに惹かれてしまっている……。

「前言撤回していい？」

「え……？」

　佐伯さんの顔がゆっくり下りてきて、唇がふんわりと重なった。

　驚きすぎて目を大きく見開いたまま動けないでいると、上唇と下唇を交互に啄ついばむように塞ふさがれる。

　キスに酔う……そんなことなんて、今までなかった。でも、今は佐伯さんのキスに酔ってしまっている。

　戸惑いがちに自分から彼の唇を啄むと、キスがやみ、熱い視線が絡み合う。

「安心しろなんて嘘だ。俺は君が欲しい。こんなことは初めてだよ。君が逃げたいならまだ間に合うけど、そうしてほしくない」

　濡れた前髪を長い指で払われ、再び唇がそっと重なる。

「……私も……佐伯さんが欲しいです」

　気持ちを正直に打ち明けると、湿ったバスローブごとぎゅっと抱きしめられた。

　愛しているから抱いてほしい……そんなのじゃなくて、一夜の過あやまちでもいいから、私は彼にゆだねたかった。そして甘えたかった。

　ずっと他人に甘えることができない気持ちが私には常にあったけど、今は佐伯さんに優しく包まれている感覚だった。

　佐伯さんに惹かれ、好きなんだと思う。だから、今だけでも抱いてほしかった。




　ロイヤルスイートルームに入ることはよくある。顧客はセレブが多いから。でも、バスルームに入ったことはなかった。

　ゴールドと大理石を使った、豪華な広いバスルーム。シャワーブースも大人がふたり入っても余裕があって、私はそこで抱きしめられている。

「ん……っ……」

　愛あい撫ぶで固くなった蕾つぼみが口に含まれて、舌で転がされる。気がおかしくなりそうなほどの気持ちよさだった。

　佐伯さんに抱きしめられると、敏感に全身が感じてしまっているようで、足の力がなくなっていく。

　プールで濡れてしまった髪を洗ってもらって、高級ボディーシャンプーの泡が身体を覆い、彼の指が肌を滑る。

　佐伯さんのモデルのような体たい躯くは、綺麗にほどよい筋肉がついて、腹筋は鍛えられている。私は泡のついた手で彼の腹部をそっと撫なでる。滑らかな肌に筋肉の凹おう凸とつ感がある。

　彼の身体は素晴らしい。こんな人が私を抱いているなんて、夢を見ているようだ。

　きっと佐伯さんは、こういう行為に私が慣れていると思っているかもしれない。こんなに簡単に出会ったばかりの男性と……。『恋愛経験値ゼロ』と言われていたけれど、あれは演技だったのかもしれないと思い直されている？

　それでもいい……私は今、佐伯さんが欲しい。恥ずかしいけれど、こんなに大胆にできることに自分自身で驚いていた。

「綺麗だ。ウエディングドレス姿を見たときから、美しい人だと思ってたよ」

「さえ……っ……ぁあん……」

　彼の指が、下半身の敏感な蕾を探り当てた。

　佐伯さんの愛撫で身体はとろけそうだ。たくましい腕に支えられながら、彼の屹きつ立りつしたモノが入って……何度も快楽に襲われる。

　シャワーブースのガラスに押さえつけられ、片足を高く持ち上げられながら、激しく腰が打ちつけられる。

「ん……や……もう……ダメ……」

　佐伯さんに完全に心も身体も奪われ、彼への溢れる恋心に困惑していた。

　今日は戸惑いや困惑ばかりだ。いつもの私じゃないのかも。仕事も男性に負けないくらいバリバリやっている。それなのに、自分のか弱い女の部分に驚いていた。




　温かいシャワーのお湯がかけられて、目が覚めたように瞬まばたきをして佐伯さんを見る。

「疲れた？」

「いいえ……」

　シャワーブースから出て、ふかふかのタオルで身体を拭かれる。それからサテンの白いローブを着せられた。彼は黒いローブで大人の男性そのもの。広い肩が目に入るだけで、胸がきゅんとなってしまう。

　二歳しか違わないのに、彼のほうがずっとずっと大人に見える。

　こんな面積は必要ないと思われるほどの広さのあるリビングへ行くと、佐伯さんは冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを出して渡してくれる。彼は自分用のミネラルウォーターを一本持ったまま、窓際にあるマホガニーの大きなデスクに近づいた。

　受話器を取り上げ、どこかに電話している。女性の服一式を頼んでいるみたいだ。時刻は二十四時を回っているけど、ロイヤルスイートルームに泊まるお客様の要望は絶対だから、閉まっている店を開けてでもコンシェルジュは急いで用意するだろう。

「明日の服に困るだろう？」

「すみません……ありがとうございます……」

　佐伯さんは高級な白いレザーのソファに座る私に近づくと、屈んで髪にキスを落とした。まるで本物の恋人同士みたいで、胸がドキドキ高鳴ってくる。

『明日の服に困るだろう？』

　彼はそう言った。

「……泊まって……いいんですか？」

　私の隣に腰を下ろした佐伯さんの目が、驚いたように丸くなる。

「当たり前だろう？　愛し足りない」

　愛し足りない……それは、その行為の比ひ喩ゆでしかない。実際に愛されているわけではないのだから。

「二十分ほどで服が用意されるはずだ。そうしたら眠れる。今日は疲れただろう？」

　彼はペットボトルの水をゴクゴク喉に流し込んだ。

　私のバッグは、目の前のガラステーブルの上に無造作に置かれていた。

　約束の千ドルを渡すにはちょうどいいタイミング。バッグを取って膝の上に置くと、中から封筒を取りだし、佐伯さんの前に置く。

「これはお約束の千ドルです」

「金はいらない」

　彼は封筒を見てから、私の目を見て真面目な顔で言った。

「でも、約束は約束です。今日は本当に助かりましたし……」

「滅多にない俺の親切心だ」

　佐伯さんは口を少し開けて、薄く笑う。

「スイートに泊まる佐伯さんには、はした金でしょうけど、受け取ってほしいんです。マリッジリングも食事も……すべて出してもらいましたし」

　でも、このマリッジリングは返すつもりだ。ただ、今はまだ外したくなかった。

　そこへドアチャイムが鳴った。思ったより早い。

　佐伯さんはソファを離れ、ドアへ向かう。

　ホテルに入っている有名ブランド店の紙袋を持って、彼はすぐに戻ってきた。

「これを。明日着るといい」

「この分もお支払いします」

　おそらく、私が普段着る服よりひと桁高いものであるのは間違いない。千ドル以上は絶対にする。彼にとってはたいした金額ではないのかもしれないけれど、私の気が収まらない。

「自立心がありすぎると、かわいくない女に見えるぞ。素直に受け取っておけばいい」

　男性にとって、私は今までもかわいくない女だったのだろうか。

「元々かわいげのない女なんです。だから今さら変えようとしても無理なんです」

　ほら、もっとかわいげのない女になっている……。

「もっと抱いてと甘えてくる君は、かわいげのある女なんだが」

　彼は楽しそうに笑って私の目の前まで来ると、抱き上げた。

「佐伯さん……」

「セックス以外でも、かわいげのある女になってくれないか？」

　寝室に向かいながら唇が重ねられる。

　今だけの関係なのに……私を本当の恋人のように扱わないで……。

　キングサイズのベッドの上に静かに横たえられると、すぐに彼は私に覆い被さり、まるでシーツに縫いつけるようなキスをしてくる。

　舌が絡み合う深いキスで、腰のあたりに電気が走ったような疼うずきが訪れた。

「そのローブを着た君にそそられて、何度でも愛し合いたい気分になる」

　佐伯さんはＶ字になっているローブの胸の合わせ目から手を差し入れ、胸の膨らみを包み込む。ゆっくりローブを脱がされ、私は佐伯さんにもう一度身をゆだねた。




　満ち足りた夜が終わる。

　外が白んでくるのを、ベッドに横になったまま見ていた。

　私はこれから先、佐伯さんを思い出して生活するだろう。

　私の隣で、佐伯さんは少年のような顔で寝ている。腕は私の腰に回されたまま。

　男性と一緒に朝を迎えたことがない。初体験のときの彼氏は、終わるとさっさとホテルを出ていったから。

　女友達との旅行や出張以外に、外泊は今までしたことがない品行方正な生活だった。

　佐伯さんの寝顔を見るたび、胸を高ぶらせてしまい、昨日から長い夢を見ているようだった。

　でも、もう目を覚まさなきゃ。今日はニューヨークから来るマジシャンを空港へ迎えに行き、そのあと、ミーティングが入っている。

　ベッドからそっと抜けだすと、佐伯さんが寝返りを打った。だけど目覚める気配はない。眠っていると細部まで観察できる。まつ毛が長く、鼻筋がスッと通っている。少し薄めの上唇に私の視線が留まり、キスをしたくなった。

　眠りを妨げたくなくて、衝動を抑えてベッドの隅に丸まっていたローブを身にまとうと、リビングへそっと移動した。

　ソファの上に、昨日届けられた紙袋がある。下着まで揃そろえられており、サイズはほぼ完璧だった。

　急いで下着を身に着けて、今まで一度も着たことがない高級ブランドのワンピースに袖を通す。

　クリーム色とブラウンのシャツワンピースだった。スカートの部分は大きな花柄で、素材は綿。とても着心地のいいものだった。

「さすが高級ブランド」

　シンプルなパンプスも入っており、ベージュで品がある。履き心地も最高だ。

「これじゃあ、五千ドル以上しそう……」

　日本円に換算したら、五十万以上だ。

　着替え終わり、もう一度佐伯さんの顔を見てからここを出たかったけれど、時計を見ると八時を回っていた。

　後ろ髪を引かれる思いで、寝室へは向かわず出入口に向かう。

　ロイヤルスイートルームのドアをそっと閉めたところで、こちらに向かってくるスタイルのいいボブヘアの女性が目に入る。この階の他の部屋をすべて通り過ぎてきているということは、この部屋に用がある以外考えられない。

　長い首を引き立てるように顎あごのラインで揃えられたボブは、ブラウンで艶つややか。着ているワンピースも品があり、高級感が漂っている。

　彼女はまっすぐ、黒い瞳で私を見ながら歩いてくる。

　私も歩き始め、ぶつからないよう脇を通り過ぎようとすると、ふいに彼女が立ち塞がった。

「日本人よね？　今、拓真の部屋から出てきたわよね？」

　私を日本人と見て取り、日本語で話しかけてきた。挑戦的な瞳と一緒に。

　この女性が誰なのかわからない限り、佐伯さんに迷惑がかからないようにしなければならない。

「もしかして、彼と寝たの？　あなたはこっちのコールガールなの？」

　娼しょう婦ふ扱いされ、胸がズキッと痛む。

「コールガールじゃありません」

「じゃあ、なぜ彼の部屋から？」

　彼女は私を値踏みするように見つめている。

「あなたは、どなたなんですか？」

　そう聞く私の声は若干震えていた。

　佐伯さんの彼女でなければいい……。

「私は婚約者よ」

　もしかしたら私と彼が寝たかもしれないというのに、彼女は顔色ひとつ変えず、むしろ口元に笑みを浮かべている。

　左手の薬指に光る大きなダイヤモンドの指輪を、彼女がそっと撫でた。

「あら？　あなたは既婚者なのね？」

　その言葉は耳に入らなかった。

　佐伯さんの恋人でなければいいと思ったけれど、この人は婚約者……。彼は婚約者がいるのに、私と……。

　でも彼を責められない。私が望んだことなのだから。

「……私のことは、佐伯さんに聞いてください。失礼します」

　私は余計なことを口にせず、彼女の脇をすり抜けてエレベーターへ向かう。

　その背後で、スイートルームのチャイムの音が聞こえた。

　胸にぽっかり穴が開いたようで、エレベーターに乗り込んだあとも茫然としていた。







第二章










混乱させないで




　私の失恋は決定的だ。

　混乱しているうちに、エレベーターは企画課のオフィスがある二階に到着した。

　機械仕掛けの人形のようなぎこちない動きでオフィスに向かい、暗証番号と社員番号でドアを開ける。

　九時始業のオフィスには、まだ誰も来ていなかった。ふらふらと自分のデスクに向かうも、メイクをしていないことに気づく。イスに座り、化粧ポーチを出して、鏡に映る悲しげな顔にメイクを施した。

　違和感なく身に着けていたマリッジリングがふと目に入った途端、手が震える。

　下唇を噛かむと、左手の薬指のマリッジリングを抜き取り、無造作に化粧ポーチの中へしまった。

　壁にかかる時計に視線を移す。八時三十分を回ったところだ。

　マジシャンがラスベガスマッカラン空港に到着するのは十時。まだ早いけど、佐伯さんと婚約者がいるこのホテルにいたくなくて、バッグを持って立ち上がる。

　席を離れたとき、企画課の責任者であるボブ・マッケンナーがオフィスに入ってきた。私は彼を〝ボス〟と呼んでいる。

　彼は四十代後半のやり手の男性で、既婚者。以前、ブロードウェイの劇場などの仕事に携わっていたので、芸能関係に顔が広い。

「グッドモーニング、ボス」

「グッドモーニング、ユア。今日は一段とステキじゃないか。カイルが来るからおしゃれをしたのかい？」

　カイルとは、これから私が迎えに行くマジシャンのこと。

「特にそういうわけではありません」

「もしカイルのためだったら残念だと思ったんだ。カイルは婚約したらしいからね。部屋に花を頼むよ」

　婚約したことは、直接電話でカイルから聞いていた。

　ボスは私がカイルに好意を寄せていると思っているみたいだけど、それはあくまで仕事でのこと。もちろん友人としてもカイルのことは好きだけど。

　四十歳の有名マジシャンは、気ままな独身生活を貫くのかと思っていたものの、結婚を決めたようで、まだ極秘の婚約とのこと。どんな女性が彼のハートを射止めたのか。今回、婚約者も同行しているから、これから会うことになる。

「はい、ボス。では迎えに行ってきます」

　私はバッグからスマホを取りだしながらオフィスを出た。ホテルのフラワーショップに電話をかけて、ボスの名前で花をオーダーする。

　歩きながら注文を終え、裏手の駐車場へ向かう。

　自分の車を見つけると、佐伯さんのことを思い出してしまった。重苦しい気持ちが胸を占め、のろのろとドアを開けて運転席に乗り込んだ。

　エンジンをかけて、前方を見た瞬間、心臓が跳ねた。白昼夢を見ているのではないかと、目を瞬しばたたかせる。

　佐伯さんがこちらに歩いてくるところだった。五メートルほど先におり、グレーのビジネススーツを着ている。スーツ姿の彼も、仕事ができる男風でカッコいい。

　佐伯さんから視線を逸らし、出口に向かって車を動かす。それには彼の横を通らなくてはならない。

「結愛！」

　フロントガラス越しに目と目が合い、彼は止まれとジェスチャーをする。

　婚約者がいる佐伯さんとはもう会わないほうがいいのだ。彼の姿を見ると、私の心臓は張り裂けそうなほど痛んでしまう。

　佐伯さんを無視して、車は彼の横を通り過ぎる。

　バックミラーで彼をつい見てしまうと、はっきりとはわからないけれど、眉根を寄せて怒っているように思える。

　どうしてそんな顔をするの？

　佐伯さんの気持ちがわからず、駐車場内を低速で走らせていると、駐車してある車の間から突然彼が飛びだしてきた。

「きゃっ!!」

　私は驚いて急ブレーキをかけた。

　止まった私の車の前に立つ彼は、ボンネットに手をついている。

　なんて無茶するのっ!?

　怒りに任せて車から降りると、近づく佐伯さんを睨にらむ。怪我をしたように見えない彼に、心の中では安堵していた。

　そして、もしも轢ひいてしまっていたら？と思うと、微かすかに足が震えてくる。

「危ないじゃないですか！」

「こうでもしないと止まってくれないだろう？」

　佐伯さんは、悪いのは私だとばかりにそっけない。

「仕事中なんです。急いでるんで」

　それだけ言って車に乗り込もうとすると、腕が掴まれ、動きを止められる。

「なぜ黙って出ていった？　起こせばいいだろう？」

　起こさなかったことに怒っているの？

「時間がなかったんです。放してください」

　佐伯さんの左の薬指に、マリッジリングはなかった。もちろん私も外したけれど、それを見て悲しくなってしまった。

「夜、会おう。仕事が終わるのは？」

「今日は顧客の接待があるので、時間が取れません」

　また会ってどうするというのだろう。婚約者にまだ会っていないの？

「寝つくまで一緒というわけじゃないだろう？　部屋に来てくれ。待ってる」

　佐伯さんはそれだけ言うと、私の返事を待たずに去っていった。




　ラスベガスマッカラン空港に到着し、カフェテリアに入っても、まだ私の心は戸惑い、揺れていた。

　婚約者がいるのに会いたいって、どういうこと？

　オーダーしたアイスコーヒーと、ブルーベリーとクリームチーズのベーグルサンドが運ばれてきた。けれど、佐伯さんのことを考えている私は手つかずだ。

　佐伯さんの婚約者は令嬢といった雰囲気だった。着ている服も高級で……ふたりが並んだら、絵に描いたようにお似合いのカップル。

　本当はそう思いたくない。けれど、彼への思いを吹っ切るためにそう考えようとしていた。

　深いため息をつき、うなだれる。カイルが乗っている旅客機がもうすぐ到着する時刻になっていた。

　急いで、氷が溶けたコーヒーでベーグルを流し込み、到着ロビーに向かう。

　ロビーに着き、フライトボードを見ると、オンタイムで旅客機が到着したようだ。ファーストクラスだから、すぐに出てくるだろう。

　タブレットで今日の予定を確認していると、大きなガラスの扉からカイルが現れた。隣に小柄な若い女性も。おそらくカイルより年齢がひとまわり以上は若そうな婚約者だ。カイルはブロンドの天然パーマで若々しく、四十歳には見えないけど。

　彼は過去十回以上、ホテルの劇場でマジックショーを開催している。何度も会っている私たちはフランクな関係だ。

　私を見つけたカイルは、両手を広げながら近づいてくる。

「ユア！　元気だったかい？　会いたかった」

　彼が前回ラスベガスへ仕事に来たのは、去年の九月だった。あれから約一年経つ。

　有名マジシャンは私にハグをし、両頬にキスする。

「顔をよく見せてくれ。会わないうちに、さらに美人になったようだ。さては恋人でもできたのかい？」

「カイル、ようこそ。いいえ、恋人はできてません」

　私はカイルから婚約者の女性に視線を移し、笑みを浮かべてから言う。

「君のような女性がフリーとは、もったいない。ああ、私のフィアンセを紹介しよう。アニー・ウィントレットだ」

「ハロー、アニー。ようこそラスベガスへ」

「ユア、会えてうれしいわ。カイルが言っていた通りの美しい人ね」

　アニーが親しみやすい笑顔で手を差しだし、私は握手した。近くで見る彼女はやはり小柄で、百六十センチの私より五センチほど背が低そうだ。腰まであるブロンドの髪は緩やかなウエーブ。

「カイル、ご指示通り、私の車で来ました」

「それはありがたい。リムジンを見るとじんましんが出てくるんだ」

　それはジョークなのだけど、カイルは目立ちたくないのだ。

　スーツケースは小さいものがふたつで、滞在用の私服やショーの衣装、小道具はすでに到着している。

　数日のバカンスをふたりで過ごすため、マネージャーは一週間後にやってくる。

　私は上機嫌なカイルとアニーを、駐車場の車まで案内した。




　ホテルのエントランスに車を停めて、トランクを開けると、ベルボーイがふたりのスーツケースを出す。

　ふたりの滞在する部屋は、佐伯さんの隣のロイヤルスイートルームだった。

　鍵はすでに私が受け取っているので、フロントに寄らずにそのままエレベーターで彼らと共に二十階に上がる。できることなら佐伯さんの滞在中は足を踏み入れたくない階だ。

　カイルにエレベーターの中で手を差しだされ、部屋の鍵を渡す。

　エレベーターが二十階に到着し、何度も来ているカイルは、アニーの腰に手を置きながら自分の家のように廊下を進む。私とスーツケースを運ぶベルボーイは、ふたりのあとからついていく。

　ふと頭に浮かんでしまうのは佐伯さんだった。

　十一時を過ぎているから、佐伯さんは仕事に出かけているはず。ビジネススーツを着ていたし。

　しかしタイミングは残ざん酷こくで、カイルが鍵を開けているとき、佐伯さんが部屋から出てきたのだ。しかも今朝会った婚約者だという女性を連れて。

「ユア、入ってくれ」

　先にアニーを部屋に入れてから、カイルは私にも入るよう促す。

「結愛！」

　佐伯さんの声が廊下に響く。私はその声を無視して、部屋の中へ入った。続いてカイルが入ってきて、不思議そうな顔で私を見る。

「ユア、知り合いだったんじゃないのかい？　ナイスガイが君の名前を呼んでたが？」

「いいんです。カイル、本日のランチはどうしましょう？　ルームサービスにしますか？　それともどこかに予約をしますか？」

　佐伯さんのことは、今は頭から切り離さなければ。

「今日はランチのあと、ミーティングだったね」

「はい。十四時から二時間ほどです」

　リビングのガラステーブルの上に、先ほど手配したボスからの大きな花カゴが置かれている。バラやカサブランカの豪華なものだ。

「それならルームサービスにしよう。自分で頼むから、君はもう戻っていいよ」

　早くふたりっきりになりたいのだろう。カイルは私と話をしている間も、アニーをそばに置いている。

「わかりました。ではのちほどお迎えに参ります」

「ＯＫ。お疲れさま」

　私はソファでくつろぐふたりに頭を下げると、出入口のドアに向かった。

　カイルのスイートルームを出ると、その場に座り込みそうになった。先ほどの佐伯さんと彼女の姿が目に焼きついて離れない。

　やっぱり私は佐伯さんが好きなんだ……。ふたりが一緒にいるところを見て、こんなにショックを受けるとは思ってもみなかった。




　オフィスに戻ると、ボス以外はみんな出はらっていた。

「ただいま戻りました」

「お疲れ、ユア。なにも問題はなかったか？　顔が沈んでいるが」

　もう五年も一緒に仕事をしているボスに様子を悟られてしまい、笑ってごまかす。

「カイルはいい人ですから、もちろんなにも問題はなかったです。ランチはルームサービスで。十四時前に迎えに行く予定です」

「ＯＫ。私はミーティングまで自宅に戻っている」

「はい」

　ボスの自宅は車で十分ほどのところ。ランチを食べにほとんど毎日家に戻る、愛妻家だ。

　オフィスにひとりになった私は、イスにぐったりと座る。

　ランチの時間だけど、カイルに会う前に食べたベーグルがまだたっぷり胃に残っているみたいで、食欲が湧かない。

　なにも食べずにパソコンに向かい、一年後のショーの企画をまとめる仕事に集中する。カイルのショーは二ヵ月間続く。そのあとはブロードウェイで人気のあるミュージカルショー、有名な歌手のショーなどで一年の予定は埋まっている。




　十三時五十分になり、オフィスを出てカイルのスイートルームへ向かった。

　ふたりはすぐに部屋から出てきた。アニーは「ショッピングモールに出かけるの」と楽しそうだ。カイルは彼女をひとりにするのが心配なようで、ロビーで別れるとき、「早く戻っておいで」と熱い抱ほう擁ようを交わした。堂々とこんなことができてうらやましいと思う。

　アニーがホテルを出ていき、私たちは劇場内にあるミーティングルームに向かった。その部屋にはすでにボスがいて、途中のカフェで買ったばかりのアイスコーヒーが人数分、テーブルの上に置かれている。

　ボスとカイルが親しみのある挨あい拶さつを済ませ、ミーティングが始まった。今日はマジックの順序を決めるだけの簡単な内容だ。

　前回にはない新しいマジックの説明にカイルの熱が入る。彼はマジックが天職で、見ていると本物の魔法使いに思えるときがある。私もファンのひとりなのだ。




　簡単なミーティングのはずが、終わったとき、いつの間にか三時間を過ぎていた。

　カイルはサングラスをかけると、ひとりでスイートルームへ戻っていく。私とボスはオフィスへ。

　企画課のオフィスへ足を踏み入れた瞬間、間髪を容れずにいくつものクラッカーが鳴り響き、色とりどりの紙テープが私の頭に降りかかる。もちろんボスの頭にも。

「いったい何事なのっ!?」

「ユア！　結婚おめでとう！」

　にっこり笑いながら、アメリアが花束を私に渡そうとする。

　け……結婚、おめでとう……。

　驚くと共に、話が広がってしまったことで、私の顔が引きつる。

「ほら、ユア？　受け取って？　みんなからよ」

　花束を受け取ろうとしない私を、アメリアは不思議そうに見る。

　オフィスのみんなに結婚したと知られてしまった。どうして口止めしておかなかったんだろう。冷静に考えれば、広まることはわかるのに。

「ユア？」

　アメリアは首を傾げて、グレーの瞳で見つめてくる。

「……ありがとう……び、びっくりしちゃって」

　ミーティングテーブルの上にシャンパンやビール、軽食が用意されている。これでは、嘘だったと今は言えない。正直でありたいけれど、彼らの気持ちを考えると言葉が出てこない。

「こんなに驚いてくれるなんて、サプライズ成功ね！」

　アメリアは振り返り、他のスタッフににっこり笑いかける。それからは企画課のスタッフ九名からの祝福の嵐だった。

　でもさすが女子。シャンパンをグラスに注いでくれる段階になって、アメリアは私の左手にマリッジリングがないことに気づく。

「どうしたの？　リングがないわよ？」

「あ……サイズが少し大きかったから、直しに出したの」

　嘘をつくことがつらい……。祖母と会ったあとに、すぐマリッジリングを外せばよかった。そう考えてももう、あとの祭り。

「ステキなダーリンはどこの人なの？　いつ出会ったの？　全然言ってくれないんだもの。驚いたわ」

　アメリアたちは佐伯さんのことを聞きたがった。また嘘を重ねてしまいそうで、聞かないでほしかった。

　とりあえず、以前からの知り合いで、当面は仕事の関係で遠距離結婚になりそうだとごまかす。

　たくさん用意されたシャンパンとビールが一時間ほどですっかりなくなり、即席パーティーは解散になった。

　アメリアたちはまだ飲み足りないようで、「どこかで飲もう」と私を誘う。そんなの、行けるわけない。

「彼といられる時間が少ないから」と嘘の理由で断り、オフィスを出た。

　シャンパンで火ほ照てった頬に手をやり、腕時計を見ると、十九時近い。従業員出入口に向かいながら、佐伯さんの言葉を思い出す。

『寝つくまで一緒というわけじゃないだろう？　部屋に来てくれ。待ってる』

「待ってるって……」

　佐伯さんには婚約者がいるのだから、昨夜のことは忘れたほうがいいのだ。

　たった一日で人を愛した経験は初めてだから、冷静にならなくてはいけない。私は彼の婚約者に対して、ひどいことをしてしまった。

　関係を持ってしまったけれど、佐伯さんがずるくてひどい男とは不思議と思えない。惹かれ合うふたりが、ただ身体を重ねてしまっただけ。予期せぬ事故のようなものだ。

　ぶらぶらと大通りに出て、タクシーを拾い、自宅へ向かう。

　シャンパンを飲んでしまったから、愛車はまたホテルの駐車場に置いていくしかなかった。




　祖父母と住んでいた自宅は、車で二十分ほどの、ラスベガスのネオンが届かない場所にある。

　６ＬＤＫの一軒家。高級住宅ばかり並ぶ地域だ。

　祖父が生きていたときは、日本からやってくる見習いの板前さんも間借りして賑にぎやかだった。今は広い家に私だけ。

　もっと狭いアパートメントに移ろうか……。

　鍵を開けて中に入り、祖母がいつも座っていたリビングのロッキングチェアを見ると、寂しさが込み上げ、涙が溢れてくる。

　祖母の突然の施設入居や、佐伯さんを好きになってしまったことが心で消化できず、ロッキングチェアの前に座り込み、嗚お咽えつを繰り返す。

　どのくらい経ったのだろうか。涙は止まり、座ったままぼんやりしていた私の耳にスマホの鳴る音が聞こえてきた。

　手元のバッグを開けてスマホの画面を見ると、勤め先のホテルからの電話だった。

「ハロー？」

『ミズ、ユア。出てくれてよかった。コンシェルジュのルイスです』

　彼はホッとしたような声になる。

　コンシェルジュ？　カイルの用？　でも、カイルは私のスマホの番号を知っている。用事があれば直接かけてくれるはず。

「どうかしましたか？」

『昨晩、２００１号室のお客様の部屋へ入りましたか？』

「え、ええ……」

　２００１号室は佐伯さんの部屋。

『ミスター・サエキが、部屋でなくなったものがあると。いえ、あなたが……というわけではないのですが。すぐにいらしてくれますか？』

　部屋でなくなったもの？　身に覚えがない。でも、コンシェルジュを巻き込んでいるのだから行かないわけにはいかない。

「これから行きます。三十分以内に行けると思います」

　なにがなくなったの？　疑われているなら誤解を解かなきゃ。万が一、大事になった場合、仕事まで失ってしまうかもしれない。

　電話を切ってまだ手にしていたスマホでタクシーを呼ぶ。到着するまでの間、涙で濡れた顔を洗い、軽くメイクを施した。瞼まぶたが少し腫れてしまっているけれど、佐伯さんは私の顔を細部まで覚えているわけじゃない。泣いたなんて気づくはずはない。

　十分後、タクシーが来たことがスマホで知らされる。

　スマホをバッグに放り込み、肩に提さげると外に出た。




　ホテルのエントランスにタクシーをつけ、そのままフロント近くにあるコンシェルジュのカウンターへ行くと、ルイスが待っていた。この先はカジノで、人の出入りは多い。

「ご自宅にいらっしゃるところ、申し訳ありません」

　ルイスは私よりひとつ年下で、スパニッシュ系の礼儀正しい青年だ。

　セレブな有名人を相手にしている私がロイヤルスイートルームに行ったのを、彼は不思議に思っていないよう。それが救いだ。

「彼は怒ってる？」

「いえ、怒っているというより、不機嫌そうでした」

　ルイスは肩をすくめるジェスチャーをする。

　一緒に最上階へ向かい、２００１号室のドアチャイムをルイスが押すと、ドアはすぐに開いた。

　ワイシャツの袖をまくり、ネクタイを外した佐伯さんが姿を見せる。

「お待たせしてすみません」

　ふたりだけのときは日本語で話をしていたけれど、今はルイスにもわかるように英語で佐伯さんに話しかける。

「ルイス、ありがとう。彼女と話がしたい。君は戻っていい」

　佐伯さんはルイスに手を差しだし、チップを渡す。渡し方がスマートすぎる。

　それを受け取ったルイスは、手のひらの紙幣が高額だと知り、目を丸くして去っていった。

　佐伯さんは私の腕を軽く引っ張り、部屋の中へ入れた。

「佐伯さん、なにがなくなったんですか？」

　私の腕を掴んだままの彼は、無ぶ愛あい想そうなまま立ち止まり、無言で私を壁に押しつけた。私の顎に手をかけ、唇を乱暴に重ねてくる。

「ん……っ……、や……」

　逃れようと声を出すと、するりと彼の舌が入ってくる。

　口こう腔くう内を蹂じゅう躙りんしていく舌から逃れられなくて、最後には従順なキスに変わる。

　どのくらい経ったのだろうか、突然佐伯さんはキスを終わらせた。

　今のキスで足に力が入らなくなり、なんとか座り込まないよう気持ちを保ちながら、怒った顔で彼を見つめる。

「いきなりキスするなんてひどいです」

「昨日は自分から求めただろう？」

　昨晩のことを持ちだされて、顔がかあっと熱くなる。

「かわいげのある君はどこへ行ったんだ？」

「元々かわいげなんてないんです」

　佐伯さんの整った顔を見ていられず、そっぽを向くと、グイッと腕を掴まれリビングへ進まされる。私の肩がトンと押され、クッションのあるソファへ身体が沈み込む。

「なくなったものはなんですか？」

　身に覚えがないから、なんなのかまったくわからない。探せるものなら一緒に探してもいい。

「言っただろう？　かわいげのある君はどこへ行ったんだと」

　ソファのアームに腰かける佐伯さんを、ポカンと口を開けて見てしまう。

「ものがなくなったなんて、嘘だったんですねっ!?」

　彼の策略だったと知って、ふつふつと怒りが湧き起こる。

「あながち嘘ではないだろう？　かわいげのある君を探していたのだから」

「いいえ！　嘘をついてまで私を呼ぶなんてひどいです！」

　ソファから立ち上がり、佐伯さんを睨みつけた。

「なぜ態度が百八十度変わったのか知りたい」

　真剣なまなざしで見つめられる。

「私はひと晩だけのつもりでした。それに、佐伯さんには婚約者がいるじゃないですか。私と関係を持って悪いと思わないんですか？」

「婚約者？　いったい誰が婚約者なんだ？」

　佐伯さんはわけがわからないという様子で、眉根を深く寄せた。

「今朝、一緒にいた女性です」

　彼は重いため息をついて、首を横に振る。

「彼女は秘書だ」

「秘書で婚約者なんでしょう？　とにかく、私とあなたはもう一切関係ありません」

　バッグから化粧ポーチを出し、マリッジリングを取ると、テーブルの上に置く。

「昨日は本当に助かって……自分を見失っていただけなんです。私も楽しみましたし、佐伯さんもそうでしょう？　一夜限りの関係だったんです」

　言い慣れていないきつい言葉を言うのは、かなりの勇気を振り絞ってのことだった。

　もう彼との関係を絶たなければ……。

　私は自らをあざけるように、冷たい笑みを浮かべる。

　佐伯さんは無表情になって、じっと私の口元を見てから視線を合わせた。

「……それなら、なにも言うことはない。呼びだして悪かったな」

　彼は立ち上がると、出入口に向かう。私はそのあとをついていく。手が震えださないようバッグをぎゅっと掴んで。

　佐伯さんが開けたドアへ向かう。彼の横を通り過ぎるのはつらかった。

「信じてもらえなくて、残念だ」

　私が横を通るとき、彼は呟つぶやいた。

「……さようなら」

　泣かないように堪え、ボソッと喉の奥から絞りだすような声にしかならなかった。










遅い決心




　佐伯さんのスイートルームを出た私は、虚脱状態のままだった。エレベーターに乗り、ホテルを出て大通りで我に返った。

　震える身体を抱きしめるようにしてタクシーに乗り、自宅に戻る。

　家に着くと、またさっきと同じことの繰り返しだ。悲しくて、心に大きな石がのしかかるように苦しくて……私は気が済むまで泣いた。




　涙は数時間ののち、ようやく止まった。

「お風呂に入って洗い流そう」

　さっき佐伯さんに触れられた腕は、まだ彼の指の感覚が残っている感じがする。そして昨晩、愛された記憶も消し去りたい。

　深夜、いつもより熱いバスタブに浸つかると、気分は落ち着いてきた。それと同時に、胃袋も不満を漏らす。

　朝、ベーグルを食べ、夕方に軽くサンドイッチをつまんだだけで、ほとんど食べていなかった。お腹が鳴るのも無理はない。

　お風呂から上がると、部屋着を身に着け、のろのろとキッチンへ行く。

　冷蔵庫を開けると、冷やご飯と卵しかない。祖母が施設に行ってしまってから外食ばかりで、食材の補充もしていなかった。

　フライパンを出すと、ご飯と卵だけのチャーハンを作った。皿に盛りつけ、ダイニングテーブルに運ぶとイスに座る。

「いただきます」

　テーブルの上のランチョンマットには、水の入ったグラスと色のさえないチャーハンの皿だけ。両手を合わせてから、スプーンを持って食べ始める。

　わびしい気持ちで黙々と食べ続け、ものの五分で完食してしまった。

　たいした材料を使っていないから、おいしい出来とは言えないチャーハン。お腹が空きすぎて、ただ口に運んでいただけだった。




　二階の自分の部屋のベッドに横たわり、目を閉じると佐伯さんが現れる。

「もうっ！　いい加減消えてっ」

　寝返りを何度打っても眠りはやってこなくて、瞼を開ける。佐伯さんのことを考えるのをやめるのは無理だとわかり、昨日からの自分を振り返る。

　先ほどの別れ際、残念そうな表情の佐伯さんが頭から離れない。

　どうしてあんな顔をしたの……？

　彼の笑っている顔が見たくなり、枕元に置いていたスマホを掴む。アルバムにあるたくさんの写真のうちのひとつをタップして開くと、佐伯さんが私に微笑んでいた。

　あのときは演技が上手だったから、俳優なのかと思うほどだった。

　彼が既婚者、もしくは婚約者がいると前もって聞いていたとしても、私は惹かれずにはいられなかったはず。この苦しい気持ちは自業自得なのだ。

　祖母が疑問を持たずに喜んでくれた写真の中の私は、本当に幸せそうだった。




　翌日は、劇場の公演オファーのメールをハリウッドの各事務所へメールしたりと忙しかった。今夜は水を使った、世界で有名な新サーカス集団の最終公演がある。

　次回の出演依頼をするかどうかは企画課で検討されることから、私たちは公演中、何度も観劇する。

　数日前にも観たけれど、素晴らしいパフォーマンスで、今夜も覗のぞくつもりだ。

　仕事をしていれば佐伯さんを思い出さなくて済む。そう考えて、ランチを取る暇もなく仕事をしているのだけど、頻繁に手が止まってしまう。

　そういうときは、佐伯さんを思い出しているときだった。斜め前に座るアメリアも私の様子がおかしいことに気づいているようだった。だけど、彼女の性格上、聞いてこない。楽しい話題には乗ってくるけど、悩み事を打ち明けられるのは好きじゃないみたい。

　佐伯さんを忘れなきゃ。そう思っても忘れられない私だった。

　自分を叱しっ咤たする私のデスクの上に置いていたスマホが鳴った。相手はカイルだ。

「ハロー、カイル」

『ユア、今夜の劇場のチケットを二枚取れるかい？』

「もちろん。カイルのためなら取りますから。私も劇場に顔を出します」

『よかった！　終わったあと、私たちとディナーでもどうだい？』

　カイルはチケットが取れるとわかり、声が明るくなる。

「ご一緒してもいいんですか？　おふたりの邪魔になるのでは……？」

『邪魔なら誘わないよ。アニーが君と食事をしたいと言ってる』

「では、チケットはのちほどお届けに伺うかがいます」

　今は十五時過ぎ。公演は十九時からだ。

『いや、これから出かけるから、会えないと申し訳ない。フロントに預けておいてくれないか？』

「わかりました。預けておきますね」

　カイルは私が返事をすると、電話を切った。

「ミスター・カイルとディナーをするの？」

　話を聞いていたアメリアが、興味津々のまなざしで聞いてくる。こういうことは知りたがる彼女だ。

「恋人のアニーも一緒よ」

　アメリアがアバンチュールを期待しているのなら、的外れ。私はにっこり笑って教えた。

「そうなの？　ミスター・カイルはここへ来るたびにユアを担当者に指名するから、好意があるのかとひそかに思ってたんだけど」

　アメリアは残念そうに口を尖らせる。

「あ、ミスター・カイルは、あなたが結婚したことを知ってるの？」

「え？　ううん」

　カイルを迎えに行く前にマリッジリングは外したから、知る由もないだろう。

「知ったら残念がるわね」

「アメリアっ。カイルにはアニーというかわいいフィアンセがいるの。変に勘ぐらないでね」

「ＯＫ、ＯＫ。それより、ディナーのためにユアは着替えないと」

　アメリアに言われて、ハッとして自分の服に視線を向ける。今日はモスグリーンの半袖ブラウスと紺のタイトスカート。色気もなにもない仕事着だ。

「昨日のワンピースなら申し分ないんだけどね」

　佐伯さんが用意させた一流ブランドのものだから、申し分ないのも無理はない。けれど、あれはもう二度と着るつもりはなかった。佐伯さんを思い出すものは捨てようと思ったけれど、それはそれで実行できない。クリーニングに出したあと、クローゼットの奥にしまっておくつもりだ。

「公演は十九時からだから、その前に自宅に戻って着替えてくるわ」

　突発的な仕事が入らない限り、余裕で着替えてこられるだろう。気分が晴れない分、おしゃれをしてテンションを上げたかった。




　無事に仕事上の問題も起こらず、私は十七時になると、駐車場に置きっぱなしだった愛車に乗って自宅へ帰った。

　シャワーを浴びてから髪を緩くアップにして、ストンとした膝丈のネイビーのドレスに決めた。スクエアカットのネックラインにはキラキラ光るビジューが施され、ノースリーブも涼しげで気に入っている。

　ビビッドなイエローのクラッチバッグを手にすると、再び愛車でホテルに戻った。




　ホテルに到着し、劇場に着いたのは開演の十五分前だった。

　劇場は半円形のステージとなっており、私の席は二階の端。その席からカイルとアニーの席を見ると、彼らはすでに座っていた。手を繋ぎながら楽しそうに話をしている。そんな姿がうらやましく思えて仕方ない。ディナーでは終始、彼らにあてられそうだった。




　最終公演は大きな歓声で終わった。

　彼らも今まで数知れず出演しているけれど、ステージでの誇らしげな表情や、公演を観た客たちの幸せそうな顔を見ると、この仕事に満足する。

　ディナーは、カイルが自ら予約してくれたホテル内のイタリアンレストラン。そこで待ち合わせをしている。

　私はカイルたちより先に劇場から退席すると、レストランに向かった。

　ホテルの二階にあるイタリアンレストランは、数日前に佐伯さんと食事したステーキグリルハウスより落ち着いた雰囲気だ。

　あのとき、ここで食事をしていたら、彼と一夜は過ごさなかったかもしれない……。プールが見えるグリルレストランだったから、陽気な気分になって、プールサイドで飲もう……なんてことになったのだ。そしてアメリアたちにプールに落とされてしまったから……。

　先にテーブルに着いた私は、カイルたちを待つ間、当時のことを思い出してしまっていた。

　でも、ここで食事をしたとしても、佐伯さんに惹かれる思いは変わらなかったかもしれない。

「佐伯さんに会いたい……」

　思わずボソッと口にしてしまって、ハッとする。

　私、今、佐伯さんに会いたいって言った？

　今まで自分の深い思いを、気づかないようにごまかしていた。

　そこへウエイターに案内されてカイルとアニーが現れたのを見て、イスから立ち上がる。

　アニーはエメラルドグリーンのドレスで、女優のように艶やかだ。そんな彼女にカイルは愛しげな視線を送っている。

「ユア、待ったかい？」

　アニーの腰に手を置いているカイルは、彼女を先に座らせてから私に笑顔を向けた。

「いいえ。私も今来たばかりです」

　着席すると、あらかじめシャンパンをオーダーしてあったようで、別のウエイターがすぐに持ってきて、カイルに説明をしてからグラスに注ぐ。

「最高の公演だったよ」

「私もそう思いました」

　スタンディングオベーションは毎日のようにあるけれど、最終公演ということもあってキャストたちもいつも以上に熱が入っていたようで、今日は特に感慨深いものがあった。

「ユアはステキなお仕事をしているのね。うらやましいわ」

　アニーはにっこりと私に笑いかける。

「ダーリン、仕事をしようだなんて思ってないだろうね？」

「どうかしら？　ユアのような仕事は楽しそう」

「華やかな仕事に見えるだろうが、私みたいなわがままな顧客がいるだろうから、ユアの仕事は大変だと思う。さあ、乾杯しよう」

　私たちは金色の気泡がたつシャンパングラスを持って、乾杯した。

　カイルのマジック失敗談を聞きながら前菜を食べていると、少し離れた隣の席に男女四人がウエイターに案内されて来た。

　いつもなら気にも留めないけれど、視線を感じて顔を向けた。次の瞬間、私の目が大きく見開く。

　男女四人の中に、佐伯さんがいたのだ。フィアンセだという女性も。そして仕事関係なのか友人なのか、外国人の男女。

　まだイスに腰を下ろしていない佐伯さんと目が合い、ビリビリと身体に電流が走ったような感覚に陥る。視線を逸らせず、動けないでいると、佐伯さんはイスに腰かけ、目の前の男女に親しげに話しかけた。

　佐伯さんが座ったことで、私はようやく彼から目を離すことができた。

「ユア、どうしたんだい？」

「えっ!?　な、なんでもないです」

　心臓が爆発しそうなほどドキドキしながら、カイルの言葉に首を左右に振る。

「スープが冷めてしまうよ」

「あ、はい」

　カイルたちの皿を見ると、飲み終わっている。私は再びカイルの話に耳を傾けながら、スープに集中した。

　続いて、この店の自慢の黒トリュフを使ったパスタが運ばれてくる。

　隣のテーブルで食事をしている佐伯さんが気になって仕方ない。でも、無理やり彼の存在を心から追いだすしかないのだ。

　私はカイルとアニーに意識を向けた。

　ニューヨーク生まれのアニーは、ラスベガスに来るのは初めてでとても気に入ったと話している。明るいアニーのおかげで、佐伯さんが気になりながらも楽しい夕食になった。




　私たちがテーブルを立ったとき、佐伯さんたちはデザートを食べていた。彼を見たい誘惑に負けて顔を向けてしまったのだ。

　すると、佐伯さんの隣に座る婚約者が私のほうに視線を移した。バチッと目が合ってしまい、彼女は勝ち誇った笑顔になる。

　見なければよかった……。

　佐伯さんは目の前の男性と話し中で、こちらには見向きもしなかった。

　カイルはアニーと私をエスコートしながらレストランを出た。そこでアニーはカイルに向かって口を開く。

「カイル、私はユアとまだお話がしたいの。先にお部屋に戻っているか、カジノで遊んでてね。女同士の大事なお話だから」

　アニーのきっぱりした声色に、カイルは不満も言えずに、「わかったよ」と彼女の唇にキスをした。

「ユア、彼女を頼むよ」

　戸惑っているのは私。カイルを帰らせて、アニーが私とまだ話したいって……どうして？

　カイルはカジノのほうへぶらっと去っていく。

「ユア、行きましょう」

「アニー？　大事な女同士の話ってなんですか？」

　歩き始めていたアニーは立ち止まり、後方にいる私に振り返る。

「そんなこと、ここでは話せないわ」

　アニーは目尻を下げ、にっこり笑うと、私を促した。




　私たちは二十四時間営業しているホテルのカフェにやってきた。比較的静かで落ち着いた雰囲気だ。

　ふたりともアイスティーをオーダーした。スカートが短めの制服姿のウエイトレスが去ると、アニーは困惑気味の私を見て、テーブルの上に身を乗りだす。

「そんなに怪訝そうな顔をしないで。今、とてもつらいんじゃないかな？と思ったから誘ったのよ」

「え……？」

「さっきのレストランで隣のテーブルに座ったステキな人と、関係があるわよね？」

　おっとりしているような彼女にズバリと指摘されて、心臓がドクンと音をたてた。

　そんなにわかりやすい態度になっていたの？

「もしよかったら話してみない？　私、意外とおせっかいなの」

　アニーはふふっと笑う。

　私のまわりは、他人にかまいたくない人が多い。同僚のアメリアのような。でも、会ったばかりのアニーは違うらしい。

「彼は隣のスイートに泊まってる人よね？」

　そういえば、アニーたちを部屋に案内するときに、廊下で佐伯さんに会ったのだ。彼女が彼を覚えていたことに驚いてしまう。

「……話してしまえば、楽になるかもしれませんね」

　誰にも話せないことで、自分の中のキャパシティを超えてしまっているのを感じていた。穏やかなアニーに話を聞いてもらえたら、溢れ出てしまっていた思いが止まるのではないか。

　そこへ先ほどのウエイトレスがアイスティーを運んできた。ひと口飲んでから小さく深呼吸すると、私はアニーを見つめた。

「彼はタクマ・サエキといって、二日前に私を助けてくれた人なんです」

「助けてくれたって、なにか困ったことがあったの？」

　心配そうにアニーの眉根が寄せられる。

　私は自分の生い立ちから、大事な祖母がアルツハイマー病になってしまったことまで話した。私の幸せを願う祖母のために、偽装結婚を考えたのだと。

　新郎役の日本人男性にドタキャンされて、困っていたところに佐伯さんが現れた。そこで千ドルでやってもらえるように頼むと引き受けてくれ、祖母のいる施設に行ってくれたところまで話すと、胸がチクチク痛んで言葉が出なくなる。

　そんな私をアニーは辛抱強く待ってくれて、また話せるようになる。

　その一日でだんだんと佐伯さんに惹かれ、一夜を共にしたと打ち明けた。

　アニーは、祖母の病気の件では悲しそうな顔になったり、新郎の代役を佐伯さんが引き受けてくれてよかったと笑顔になったり、表情の豊かな人だった。

「初めてこんなに人を好きになったんです。でも、その日の朝、彼の部屋から出たときに、婚約者だという女性とばったり会って……」

「彼の隣にいた女性ね？」

　私は気づかなかったけれど、アニーは隣のテーブルに座る彼女と佐伯さんを食事中によく見ていたよう。

「はい。彼女にコールガール扱いされて……それは別にいいんです。……だけど彼に婚約者がいるのなら、もう会ってはいけないと」

　たっぷり話し続けて喉が渇き、アイスティーに手を伸ばす。

「婚約者がいるのに、ユアと寝たなんて、よほど惹かれ合ったのね？」

「私も彼の魅力に抗あらがえなかったんです」

「確かに、彼は誰が見ても魅力的だと思うわ。ユア、よく考えてみて？」

　よく考える？

　私はアニーの言わんとすることがわからなくて首を傾げる。

「婚約者なのに部屋が別々って、私たちの常識からしたら、おかしくないかしら？」

　アニーは私が気づかなかったことを指摘した。

「婚約者が入ってくるかもしれないのに、ユアとひと晩一緒だったのよ？　いくらなんでもそれはまずいんじゃない？」

「……もしかしたら別々で来て、彼女は朝に到着したのかもしれません」

　廊下で会ったのは七時半ぐらいだった。そんな早朝に到着する便がある？

「調べてみるといいわね」

「でも、日本では、結婚するまでは一緒に部屋に泊まらないカップルもいるかと」

　十五歳まで日本にいたから、それほど日本の常識とずれているとは思わないけど。

「あなたとすぐに寝たのに？　婚約者が近くにいる、もしくは次の日の早朝に到着するのに、あなたと寝る危険を冒すかしら？　婚約者がいると知ったあと、彼と会ったんでしょう？」

「ええ……婚約者じゃないって言ってましたけど、そのときの私は信じられなくて」

　アニーは大きく頷く。

「そのときと言ったわね？　今のあなたは彼を信じようとしてる。彼を愛してるのなら、もう一度会ったほうがいいわ」

　アニーの言葉は、私に現実を見せてくれた。私の心の迷いはいつの間にか消え、素直に頷き、笑える。

「よかった！　表情が明るくなったわ」

　アニーは華奢な腕時計を見て、目を丸くする。

「もう真夜中ね。ひとりで大丈夫？」

「もちろん。こんな時間に仕事が終わるときもありますし。タクシーで帰りますから」

　ディナーのときにシャンパンやワインを飲んだので、また愛車は駐車場に置いていくしかない。

「気をつけてね」

「アニー、話を聞いてくれてありがとうございました。部屋まで送ります」

　席を立ち、出入口まで行きながらの会話で、カフェを出るとアニーは「ひとりで戻れるからいいの」と断る。

　アニーは手を振るとエレベーターホールへ向かい、私はホテルのロビーへと歩き始めた。




　翌日は仕事が休み。寝不足気味なこともあって、起床はいつもより遅い。

　九時に目を覚ましてシャワーを浴びる。これから佐伯さんに会いに行こうと思っていた。

　アニーの言う通り、私は佐伯さんが好き。ちゃんと話し合おう。どうなってもそれで気が済むはず。




　ジーンズと白のＴシャツといったラフな格好でホテルに向かう。

　時計を見ると十一時近い。佐伯さんはホテルにいるだろうか……いなかったら、仕事で時間を潰して、戻ってきたところを捕まえよう。

　タクシーの中でカイルに電話をして、部屋にいるかを確かめる。昨日、アニーが相談に乗ってくれたお礼に花をプレゼントするつもりで。

　カイルとアニーは外出しておらず、部屋にいた。私はホテルのフラワーショップで黄色系の元気が出そうな花束を買い、二十階へ上がる。まずアニーに花を渡してから、佐伯さんの部屋へ行くことにした。

　アニーと別れた直後からさっきまで、絶対に佐伯さんに会って話をしようと意気込んでいたのに、今は会うのが怖くなっていた。昨晩のお礼もあるけれど、先にアニーに会えば勇気をもらえると思ったのだ。

　２００２号室のチャイムを鳴らすと、アニーが出てきた。今日は大きな花柄のワンピースを着ていて、その色味がちょうど花束と同じだった。

「ハロー、ユア！　入って！」

「いいえ。アニー、昨日のお礼に来たんです」

　花束を差しだすと、アニーは瞳を輝かせる。後ろからカイルも姿を見せた。

「ガーベラとチューリップは大好きなの。それに、見て。私のワンピースと同じ色ね。ユアは超能力者みたい」

「彼女はとてもセンスがいいんだ」

　アニーとカイルに褒められて、私の緊張していた頬が少し緩む。

「中でお茶でも」

「実は隣に……」

　それでアニーは把握したというように大きく頷いた。

「ユア、がんばって！」

「外出しているかもしれないけど……」

　ドアから離れて佐伯さんのスイートのほうへ身体を向けると、彼の部屋から清掃用のカートが出てきた。

　もちろん清掃は毎日入る。今メイドが出てきたということは、中に佐伯さんはいないのだろう。

「今、彼は留守みたいね？」

　私を見送ってくれていたアニーが、私の後ろから声をかける。

「あの、すみません。今、中に人はいますか？」

　佐伯さんが部屋にいることを期待して年配のメイドに聞いてみると、意外な答えが返ってきた。

「ここに滞在していたお客様は、今朝チェックアウトされたんですよ」

　メイドの話に、息が止まるほど驚く。

「チェッ……ク……アウト……？」

　頭の中が真っ白になった。

　彼はもうラスベガスにいない……。

　愕がく然ぜんとなり、身体がふらつく。後方で話を聞いていたアニーが私の身体に腕を回し、支えてくれた。

　いつの間にか涙が溢れ、頬を濡らす。

「ユア、私たちの部屋へ行きましょう」

　アニーはそう言って、私をカイルの部屋へ連れていった。

　なにも事情を知らないカイルは、涙をポロポロ流す私を見て驚き、慰めようと抱きしめ、背中を優しく擦さする。

　まさかいなくなるなんて思ってもみなかった……最初に出会った日に、『五日後に帰る』とは言っていたけれど、それが早まったのか、嘘だったのか……。

　胸が潰れそうに痛い。

　ソファに座ったあともしばらくはなにも話せず、涙が止まらなかった。

「もう……二度と会えない……」

　ようやく話せた言葉に、追い打ちをかけられるように悲しくなる。

「ユア……」

　アニーは隣に座って、ずっと肩を抱き寄せてくれている。

「どこに住んでいるのかも……全然知らないなんて……」

「フロントに聞けばいいんじゃないかい？」

　私が話せない間、アニーがカイルにざっと事情を説明していた。

　カイルがアイデアを出してくれたけど、それは社員規定に反することになる。もしも聞きだせたとしても、彼が喜ぶわけがない。なにも言わずに去ってしまったのだから……。

「かわいそうなユア……元気を出して」

　アニーもこんな結末で戸惑っているようだった。




　ようやく平常心が戻ってきて、私はふたりに挨拶をしてソファから立ち上がる。一緒にランチを、と誘ってくれたのを断り、彼らの部屋を出た。

　のろのろとした重い足取りでエレベーターに乗り込み、一階へ下りる。

　駐車場に置いてある車に乗って帰るつもりで、宿泊客が行き交う廊下を歩いていると名前を呼ばれた。

「ミズ・ユア！」

　泣きはらした顔を知り合いに見せたくなかったけど、無視するわけにはいかない。声のしたほうを向くと、コンシェルジュのルイスだった。

「会えてよかった！　電話をかけようとしていたんです」

「私に……？」

　ルイスに『会えてよかった』と言われる意味がわからない。頭が働かなくて、キョトンとした顔でルイスを見つめる。

「はい。ミスター・サエキから預かり物があります。フロントの金庫に預けてあるので、一緒に来てください」

　佐伯さんから!?

　信じられなくてその場に立ちつくす。

「ミズ・ユア？」

「えっ？　あ、はい。行きます」

　彼はなにを私に……？　連絡先？　それがあればどんなにいいだろう。

　私は希望を胸にルイスについていく。彼はフロントへ行くと、私を待たせて金庫を開けに行った。

　すぐに戻ってきたルイスは、私にホテルのＡ４サイズの封筒を渡す。

「ここにサインをお願いします」

　預かり証にサインをしながらも、この中身はなんなのか早く見たくて、気が急く。封筒を手で触ってみると、四角張ったものが入っているよう。

「ルイス、声をかけてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　封筒を大事に抱え、駐車場へ急ぎ足になる。先ほどの重かった足取りはどこへ行ったのだろう。早くこの中身を見たい。車の中で落ち着いて見よう。

　車のロックを解除して、運転席に乗り込むと、頑丈に封印された封筒を開ける。中には見覚えのある封筒があった。

　これは……。

　私がアルバイト代として佐伯さんに渡した千ドルだった。それと、佐伯さんが買ってくれたマリッジリングの水色の箱が入っていた。震える手で開けると、佐伯さんに返した私のリングだけがそこにあった。そして、小さなメモに【おばあさんに会いに行くとき、身に着けてないと困るだろう？】と。

　私宛のメッセージはそれだけだった。

　たった一行だけの文に悲しくなり、再び涙がじんわり出てきて、マリッジリングの箱を持つ手の甲に落ちる。

　封筒にこのメッセージ以外のものが他にないか、何度確認しても、彼からのものはなかった。

「う……うっ……」

　ステアリングに顔をうずめ、嗚咽する。

　もうこれで本当におしまいなんだ……。

　最初から千ドルをもらうつもりなんてなかった彼は、私に同情して引き受けてくれただけ。そして偽装結婚式を挙げたから、お互い気持ちを勘違いしただけ。

　お互い……？　勘違いしていたのは私だけなのかもしれない……。廊下で会ったあの女性は、やっぱり彼の婚約者だったのかも。

　彼を忘れよう……。

　泣きながら無理に思い込もうとした。そう考えなければ、気持ちのやり場がなくて、これからずっと思い悩みそうだったから。










祖母の急変




「カイル！　もう少しライトを明るくしたほうがいいみたいです」

　私はステージの上でリハーサルをしているカイルに声をかけた。

「そうだな。手元が暗いか」

　カイルはステージから、正面のボックスにいる照明担当者に少し明るくするようにジェスチャーをした。

　佐伯さんがラスベガスを去ってから、二週間が経っていた。まだまだあのときのことを考えると胸が痛くて、泣きたくなる。でも、少しずつ胸の痛みは和らいでいる気がする。

　今の私は仕事に打ち込み、休日には祖母に会いに行き、佐伯さんのことはなるべく考えないようにしていた。

　それでも、祖母に会えば佐伯さんの話が出る。それは当たり前のことで、私は幸せな笑顔を祖母に向けつつ、心では泣いていた。

　祖母の言動は会いに行くたびにおかしくなっていた。頻繁ではないけれど、徘はい徊かいもするようになってしまい、祖父が生きているかのように話をして、やるせなくなる。

　祖母は私と佐伯さんの結婚式の写真を見たがり、数枚をプリントして渡すと喜んでくれた。彼は仕事で日本に滞在しており、今は会いに来られないと説明している。

『拓真さんの仕事を理解しておやり。男が仕事をしなくては、妻子を食べさせていけないからね』

『うん。そうだね……』

『そうだ！　仕事がうまくいかなくなったらおじいさんに弟子入りして、寿司屋を継いでもらいなさい』

　まだ祖父も寿司屋も健在だと思っている祖母は、そう言って写真を大事そうに眺めていた。

　佐伯さんが置いていったマリッジリングは、最初は祖母に会いに行くときだけはめていたけれど、職場のみんなも私が結婚したと思っているのでつけたままにしていた。今の私には、結婚は嘘だったと包み隠さずみんなに説明することができなかった。

　カイルの公演は明日から。この公演が終わったら休暇を取り、祖母と一緒に過ごそうと思っていた。

　プライベートではアニーと出かけることもあり、すべてを知っている彼女と会うのは気が楽で、楽しかった。




　あっという間にカイルの二ヵ月に渡る公演が終わりに近づく頃、突然施設から連絡があり、祖母が肺炎になったと知らされた。

　もう十一月。夜は羽織るものが必要になってきた頃だった。

　数日が経ち、祖母の肺炎は徐々によくなってきていると聞いたので、ホッと安堵した。明日からちょうど休暇で施設に行く予定だ。

　今日はカイルの最終公演で、終了後にパーティーがある。総責任者の私は最後まで気が抜けなかった。




　パーティーはカイルの公演に携わったスタッフや知り合いの著名人など、総勢四十人ほどが参加。日本料理が好きなカイルのリクエストで、ホテルの創作日本料理のレストランを貸し切ってのものだ。

　スタッフに囲まれているカイルと一緒にいたアニーは、少し離れていた私の元へやってきた。

「ユア、私たち、結婚式を来年ロスでやるの。そのときは来てくれる？」

「アニー、もちろんよ。喜んで参加させてもらうわ」

　シルバーのロングドレスを着たアニーは幸せそうに微笑む。今も花嫁みたいだ。

「よかったわ。なにかあったら、いつでも連絡してね。すぐに飛んでくるから」

　カイルの拠点はロサンゼルスとニューヨーク。ヨーロッパでも公演があるから、年間でずっと落ち着ける場所はほぼなさそうだけど、しばらくロサンゼルスに滞在すると言っていた。

「私、明日から少し休暇を取って、おばあちゃんと過ごそうと思ってるの」

「それはいい考えね。ユアは働きすぎだもの。おばあさんも喜ぶわ」

　アニーがいなくなったら、とても寂しい。私とアニーは再会を誓って、その晩は遅くまで過ごした。




　今日から一ヵ月の休暇。施設の祖母の部屋にベッドを入れてもらい、一緒に過ごすつもりだ。

　青空の下、愛車を走らせ、祖母の施設へ向かっている。トランクにはスーツケース。

　しっかり看病して肺炎が治ったら、ドライブに連れていってあげよう。

　ヘンダーソンの街に入り、小さなパティスリーで祖母の大好きなレアチーズケーキを買おうと車を停めてエンジンを切ると、スマホが鳴っていることに気づく。

　電話は施設からだった。今日行くことは伝えてある。

「はい。セトです」

『おばあ様の肺炎がひどくなって、たった今、州立病院へ搬送されました！』

「ええっ!?　すぐに行きます！」

　通話を切ると、心臓がバクバク暴れていた。

　ひどくなったって……？　数日前は、このままいけば治ると言われていたのに。

　震える手でエンジンをかけると、この近くにある州立病院へ車を走らせた。




　それから数日間、慌ただしく時が流れた。

　祖母の病状はひどくなる一方で、急いで病室に向かったときは少し会話ができたけれど、そのあとはずっと昏こん睡すい状態になってしまった。

　私は近くのモーテルに宿を取り、そこから毎日病院へ通った。

　酸素吸入器や、いろいろな管が繋がれている祖母を見ると、不安に襲われる。

　おばあちゃん、がんばって。私をひとりにしないで……。




　一週間後、私の祈りも届かず、祖母は静かに息を引き取った。

　不思議と涙は出ない。私にはやることがたくさんあって、泣いている暇もなかった。

　祖母が入院したことはロサンゼルスに戻ったアニーに話しており、亡くなったことを知るとすぐに飛んできてくれた。

　祖母はこれから、祖父のお墓があるラスベガス郊外の墓地で眠ることになる。

　私の仕事仲間や、祖父の経営する寿司屋で以前働いていた人たちが、最後のお別れに教会へ来てくれた。仕事であとからひとり飛んできたカイルも合流した。

　最近ずっと晴れていた天気は、今日に限って雨模様。しとしと降る雨の中、祖母の葬儀は始まった。

　祖母としめやかなお別れとなった。

　棺ひつぎに土がかけられる間、私はただ茫然とそれを見つめていた。

　これでおばあちゃんとお別れ……。とうとうひとりぼっちになってしまった。心にぽっかりと穴が開いたようだった。

　最後の土がかけられたとき、堰せきを切ったかのように涙が溢れ出てきた。泣き虫の私がずっと泣けなかったのに、今になって涙が視界を遮る。

　両手で顔を覆い、差していた傘が手から離れると、アニーが濡れないよう差しかけてくれる。

「ユア、中へ入ろう？　温かいお茶を飲みましょう」

　参列者が教会の隣の建物に向かい始めている。

「すぐに行くから。先に中へ入ってて……」

「でも――」

「ダーリン、私たちは先に入っていよう。ユア、すぐに来るんだよ」

　私を心配するアニーを、カイルが連れていってくれた。私がまだここに残っていたいのを汲くみ取ってくれたのだ。

　祖父母の墓は並んでいるから、これならおばあちゃんは寂しくないよね？　よかったね、と心の中で話しかける。

　すると、視界の隅に誰かがいるような気配を感じた。

　右の方向を見ると、十メートルぐらい先の木の下に、黒い大きな傘を差した男性が立っている。

　顔は傘に隠れて見えない。黒のスーツを着てこちらを見ているようだったけど、祖母の式の参列者ではないはず。

　お墓参りに来た人なのだと、すぐにその人から視線を外し、抱えていた百ゆ合りの小さな花束をふたつ、それぞれの十字架の下に置いた。

　両手を合わせてお別れを済ませると、ふと、先ほどの男性が気になった。

　あの人、佐伯さんに似ている気が……ううん。佐伯さんがここにいるはずがないのに……。

　似ているといっても、顔はまったく見えなかったのだけど。

　もう一度確認しようと見ると、まるで幻だったかのように、男性の姿がなくなっていた。

「――ユア？」

　アニーが背後で声をかけてきた。私を心配してくれるアニーは、一度建物に入ったものの、迎えに来てくれたよう。

　お墓ではない方角を見ている私を、彼女は不思議そうに眺める。

「どうしたの？」

「今、あの木の下に男性がいて……」

　私は大きな木を指差す。

「……誰もいないわよ？」

　アニーは私が示す方向を見て言う。

「お花を供えてる間に、帰ってしまったみたい」

「その男性がどうして気になるの？」

　いなくなってしまい残念そうな口調の私に、アニーは核心をついてくる。

「……傘で顔は見えなかったんだけど、佐伯さんに見えたの」

「彼が!?　そんなわけないわ。ここにいるはずがないでしょう？」

　まだ佐伯さんのことが忘れられない私の肩を、アニーは優しく撫でる。

「行きましょう。身体が冷えきっているわ」

　私は小さく頷くと、アニーと共に建物に向かった。




　翌日、残っていた休暇を返上して、仕事に復帰した。なにかに打ち込んでいたほうが寂しさが紛れる。

　葬儀のあと、アニーとカイルはロサンゼルスへ戻っていった。一緒に来ないかと誘ってくれたけれど、そんな気にもなれなくてラスベガスに残ることを選んだ。

「ユア、ちょっといいか？　話がある。隣の部屋へ来てくれ」

　ランチも済み、パソコンで企画書を作成しているとボスが私を呼び、隣のミーティングルームへ入っていく。

　普段、話があるときはその場で話すことが多いから、ミーティングルームに呼ばれることに『なにか失敗をしてしまった？』と不安になる。

　特に思い当たることもない。今打っていた企画書を保存してから、デスクを離れる。

　部屋に入ると、ボスは一枚のレターヘッドを私に差しだした。

「出向命令……？」

　タイトルの少し下に私の名前が入っている。

「日本の企業から、ぜひ君が欲しいとヘッドハンティングがあったんだ」

「……私を？　日本の会社が、一社員の私を知っているなんて」

　困惑して眉根がぎゅうっと寄る。

「君の企画運営能力はラスベガスでも高く評価されているよ。それに加えて、人脈もある。そういったノウハウを日本の企業が欲しがっている。規模が大きいアミューズメントパークやホテル関連の企業だ。期間は一年間。住居も車も用意される。とてもいい話ではないかと思う」

「それなら、私じゃなくても……」

　日本に行ってみたい気持ちはあるけれど、そんなに条件がいいと期待に応えられるか不安になる。

「うちの他の社員は日本語ができないからな。俺も日本で働いてみたいが。この話は我がホテルのＣＥＯからのものだ。先日、その日本企業と提携を結んだばかりだから、断って波風を立てるのもどうかと思う。それに、日本へ行けば、結婚したばかりのご主人に会えるだろう？」

『ご主人』と言われて、肩がギクッと跳ねる。

「私なんかが、ひとりでやっていけるでしょうか？」

「もちろん！　君の仕事をずっと見ていた私が太鼓判を押すよ」

　日本へ行けば、両親のお墓参りもできる。住んでいたところや引っ越すまで通っていた中学校も懐かしい。

「……わかりました。一年間、がんばってきます」

　ボスからの励ましも手伝って、私の気持ちは多少軽くなっていた。

　でもこれは遊びに行くわけじゃない。気を引きしめてがんばらないと。

「あとでエアチケットを渡し、詳しいことを知らせる。行っている間、古い友人に会ってくるといい」

　小学校、中学校と、一緒に通学していた近所の友達がいた。懐かしい……。

　こっちへ来てからは連絡が途絶えてしまったけれど、会いたい気持ちが芽生えた。

　十一月の最終週の金曜日、私はロサンゼルス経由で日本へ旅立った。

　ロサンゼルスからは約十二時間のフライト。到着は土曜日の、現地時間で十七時頃。私がこれから一年間働く〝トレジャー・トランス社〟の社員が成なり田た空港まで出迎えてくれることになっている。

　そのあと、私の今後の住まいへ案内してもらい、月曜日から出社の予定。

　持っていく荷物は大きなスーツケースひとつだけ。ラスベガスでは服装が自由だったので、ビジネススーツは二着しか持っていない。日本では絶対に必要だろう。日曜日、必要なものを買いに行かないと。

　ビジネスクラスのゆったりとしたシートに、気前のいい会社に感謝して座っている。しかも、隣の席は幸いにして空席。

　機内食サービスのあと、まだまだ到着するまで八時間もあるのに、私はすでに緊張しているのか眠ることもできず、当座必要なものをスマホにメモしていた。

　食器は……最小限で……あ、炊飯器や電子レンジを買わなきゃね。

　メモしていくと、あまりに必要なものがたくさんあって、日曜日だけの買い物ではすべて買えなさそうだと小さくため息をつく。

　就寝している人が多い機内は暗く、次第に眠気がやってきて、スマホをバッグにしまうと目を閉じた。




「――様、お客様」

　肩を揺すられてハッと眠りから目覚め、私を起こしたキャビンアテンダントを見る。

「大丈夫ですか？　だいぶうなされていましたので。なにか飲み物をお持ちいたしましょう」

「あ……お水をください」

　彼女はにっこり微笑み、水を用意しに去っていく。

　嫌な夢……仕事でミスしてしまい、みんなにあざけ笑われる夢……気を引きしめないと。

　そこでキャビンアテンダントが冷たい水を持ってきてくれた。

「ありがとうございます」

　差しだされたコップを受け取り、今の夢でカラカラに渇いた喉を潤した。







第三章










日本で生活




　定刻通りに成田空港へ旅客機が到着し、入国審査、荷物受け取り、税関審査を何事もなく通過すると、すりガラスの扉を抜けた。

　日本へ来るのは十二年ぶりだ。ラスベガスに行ってから一度も来ることがなかった。なんとなく懐かしい匂いがする気がした。

　スーツケースを右手で引き歩きながら、私を出迎える人を探す。

　特に私の名前をボードに掲げている人は見当たらず、本当に出迎えてくれるのか心配になる。

　不安な気持ちであたりに目を配らせていると、紺色のパンツスーツを着た背の高い女性が私のほうへやってきた。

「瀬戸結愛さんですね」

「はい……そうです」

　なぜ私がわかったの？

「長旅お疲れさまです。トレジャー・トランス社の副社長秘書、二にノの宮みや温あつ子こです」

　わざわざ副社長の秘書が迎えで驚いてしまう。

「どうして私だとわかったんですか？」

　不思議で仕方なく、二ノ宮さんに聞いてみた。

　彼女は私と同年代か少し年上のようで、嫌味のないブラウンの髪を後ろでひとつにバレッタで留めている。細面の輪郭に、きりっとした目の美人だ。

「写真を送っていただきましたから、すぐにわかりました」

「そうでしたか。瀬戸結愛です。よろしくお願いします」

　いつものように手を差しだして挨拶すると、彼女もすんなりと手を握り、微笑した。

「話は車の中でいたします。スーツケースは私が――」

「いいえ、自分で運べますから」

　スーツケースを受け取ろうとした二ノ宮さんに断りながら、首を横に振る。

「わかりました。では行きましょう」

　ショルダーバッグを肩から提げて颯さっ爽そうと歩き始める二ノ宮さんは、キャビンアテンダントに間違われそうなくらい姿勢が綺麗だ。

　到着ターミナルの建物を出ると、黒塗りの高級外車がスーッとやってきて目の前で停まった。すぐに中から運転手の男性が降りてきて、私のスーツケースをトランクにしまう。

　運転手付きの高級外車……いったい私はどんな企業で働くの？

　ボスがくれた企業案内を見たり、ネットで調べたりはしたけれど、ごく普通の大手の会社にしか思えなかった。

　冷たい風が頬に当たり、ぶるっと肩を震わす。

　季節は冬。想像していたより寒い。今着ているベージュのトレンチコートは裏地がないから保温性に乏しい。頭の中で暖かいコートを買い物リストに付け加える。

「どうぞ、乗ってください」

　豪華な待遇に目を丸くしながら、高級外車の後部座席に乗り込む。

「瀬戸さんが所属する第二企画課の直属の上司が、副社長なんです。忙しい方ですが、第二企画課は我が社の中枢部署なので」

　車が静かに走りだすと、二ノ宮さんが話し始める。

「私の上司は？」

　副社長と私の間に、マネージャークラスが数人いるはずだろうと聞いてみる。

「副社長です。瀬戸さんの役職は課長になります」

「えっ!?　マネージャークラスの方がいらっしゃるのではないのですか？」

　課長ってどのくらい重い立場なの？　私の上司が副社長って……。

「第二企画課は新しく建設される劇場のために作られた部署ですから。副社長は一年以上かけて、瀬戸さんのような仕事ができる人を探していました。課を取り仕切るのは瀬戸課長です」

　この会社に私はとても有能だと思われているみたいで不安になり、背筋にゾクッと寒気が走った。

　私はここで期待に応えられるの？

　弱気になり、このまま空港へ引き返してほしくなる。

　窓の外を見ると、自動車道のオレンジ色の灯りが点ついており、すでに空は暗くなっていた。

「劇場は臨海副都心に建設中で、非常に立地条件のいい場所にあります。瀬戸課長の住居も、劇場から車で十分ほどのところです。本社への通勤も電車で三十分もかかりません。車通勤も瀬戸課長は許されていますので、ご自由になさってください。車はマンションに用意しております」

「……運転は、日本の交通ルールを勉強してからにします」

　日本とアメリカではルールが違うし、交通量も違う。慣れるまでは運転は控えようと思った。

「わかりました。のちほど車の鍵をお渡しします。お疲れでしょう？　マンションへ到着するまでお休みになってください」

　二ノ宮さんはそう言うと、ショルダーバッグからタブレットを出して仕事を始める。

　お休みになってくださいと言われても、『はい。寝ます』というわけにはいかない。私は窓の外に顔を向けて、懐かしい景色を眺めていた。

　しばらくすると車が多く見られるようになり、渋滞にはまったようだ。

「平日でも休日でも、この時間帯はいつも混んでいます」

　タブレットから顔を上げた二ノ宮さんが私に説明してくれる。

「あと二十分ほどで着くはずです」

　彼女は華奢な腕に似つかわしくない大きな腕時計を見て、教えてくれた。




　車がこれからの私の住居の前に到着したのは、二ノ宮さんの言った通り、二十分後だった。

　素早く先を見越せる彼女を尊敬してしまう。

「さすがですね。時間がちゃんと読めるなんて。カッコいいです」

　つい言ってしまうと、二ノ宮さんはふふっと笑う。

「カッコいいのは瀬戸課長のほうです。お綺麗な方で驚いています」

　逆に褒められて、私は思わず頬を赤らめた。

　私たちが車から降りて話している間に、運転手がトランクからスーツケースを出しておいてくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を言い、私を待って歩き始めた二ノ宮さんのあとについていく。

　エントランスの御影石を見た瞬間、このマンションは高級そうだと気づく。

　仕切られたガラスのドアの横のパネルに、二ノ宮さんがカードをタッチすると、ドアが静かに開いた。

「ここはセキュリティも万全ですから、ご安心ください」

　エントランスを抜け、十メートルほどの廊下を歩き、エレベーターホールに来る。エレベーターは二基あった。

　一階に下りていたエレベーターに乗り込むと、二ノ宮さんはパネルの一番上、十五階を押した。

「建物に遮られていないので、お部屋からの見晴らしはとてもいいと思います。夏に行われる花火大会もよく見えるようです」

　この会社は、どれだけ私を買い被っているの？

　さらに私の不安を煽あおるような待遇に困惑気味だ。

　十五階に停まり、エレベーターのドアが静かに開く。

　長い廊下を歩き、突き当たりの玄関ドアまで来ると、二ノ宮さんがエントランスを開けたのと同じカードキーでドアを開けた。

　玄関が二畳分ぐらいあってとても広く、家族用の住居に見える。

　白いふかふかのスリッパが二足用意されていた。私たちはスリッパに履き替えると、部屋の中へ足を踏み入れる。

　ドアの枠は白木で、すりガラスがはめ込まれている。ドアの向こうは二十畳ほどのリビングだった。

　入ってみて驚く。ガランとしたなにもない部屋だろうと思っていた。けれど、ブラウンの落ち着いた色合いのレザーソファが窓に向かって座れるよう配置されており、テレビやオーディオセットもモデルハウスさながらに整っていた。

「ここはどなたか住まれていたんですか？」

「いいえ。すべて瀬戸課長のために用意されたものです。キッチンはこちらです」

　リビングで驚くのはまだ早かったようだ。玄関から入ってすぐ右手にあるアイランドキッチンは、冷蔵庫も電子レンジも炊飯器もあり、すぐに料理ができるように完備されている。スタイリッシュな食器棚には、ふたり分ずつ食器が揃えられている。私がスマホにメモした買い物リストのほとんどが用意されていた。

「こちらが寝室です」

　リビングの左のドアを開けて、二ノ宮さんは教えてくれる。

　寝室のドア付近に立って見てみると、クイーンサイズのベッドがあり、ベッドカバーなど寝具一式が白で統一されていた。寝室の広さは大きなベッドとドレッサーが置かれていても余裕がある。

「ベッドまで……」

「すぐに寝られなくては困りますから」

　驚いている私に、二ノ宮さんは楽しそうに笑う。

「これが車のキーです。地下駐車場の一番に停めてあります。月曜日は初日ですので、朝八時に迎えに来ます。それまでに必要なものがありましたらメールをください。副社長から不便のないようにと申しつけられていますから、いつでもどうぞ。マンションを出て道路を渡れば、大きなスーパーマーケットもあります」

　説明をしながら二ノ宮さんは玄関へ向かう。

「ありがとうございました」

　玄関で見送ると、彼女はヒールの音を廊下に響かせて帰っていった。

　リビングに戻り、ソファに腰を下ろすと、部屋をぐるっと見まわす。

「これじゃあ、おいそれとベガスに帰れないな……」

　もちろんそんなことはこれっぽっちも考えていないけれど、よすぎる待遇に心の中は不安でいっぱいだ。

「荷物を整理しようかな……」

　数時間前に食べた機内の軽食のおかげで、まだお腹は空いていない。スーツケースの中身を片づけようとソファから立ち上がった。

　寝室横のドアは洗面所とバスルーム。リビングの右側のドアを開けると、六畳ほどの書斎にデスク、パソコン、プリンターが用意されている。

　パソコンは準備すると言われていたので、必要なデータはＵＳＢで持ってきている。

　ここの部屋は２ＬＤＫ。ひとりで住むにはもったいないほどの広さだ。

　寝室に入り、スーツケースから服を出そうとしたところで固まる。

　クローゼットは……？

　観音開きのドアに近づいてみる。

　ドアを開けて、すぐにバタンと閉める。まるで人のクローゼットを覗き見してしまった気分になった。

「今、たくさんの服が見えたよね？」

　おそるおそるもう一度ドアを開くと、三畳ほどの広さに、隅から隅までゆったりとスーツやワンピース、ブラウス、そしてカシミヤのコートなどがかけられていた。それはまるでセレクトショップの品揃えを見ているようだった。

「なにこれ……？」

　グレーのツイードのスーツを見てみると、Ｍサイズ。私のサイズとぴったり合う。他のワンピースなどを見てもすべて同じサイズだった。ひと目見て高級品だとわかり、ここまでされると、さらに不安が募る。

「どうなってるの？　これほど待遇がいいなんて……期待されすぎて心配になるよ」

　機内で見た悪夢が正夢にならないよね？

　仕事に失敗して、みんなにあざけ笑われる……そんな夢だった。思わず頭を強く左右に振って忘れようとする。

「早く片づけよう」

　とりあえず、持ってきたジーンズや下着などの小物類を引き出しにしまい、スーツケースの中はすぐ空っぽになった。

　リビングに戻ると、ローテーブルの上に置いたスマホを手にして、教えてもらっていた二ノ宮さんの番号へ電話をかける。

『もしもし、二ノ宮です』

　彼女は三コールですぐに出た。

「瀬戸です。先ほどはありがとうございました。今、大丈夫ですか？」

『はい、どうぞ。なにか足りないものがありましたか？』

「足りないどころか、クローゼットにある服は？」

『瀬戸課長のために用意しましたので、明日からお使いください。あ、電波が悪いようなので失礼します』

　まだまだ聞きたいことがあったのに、プチッと通話が切られる。

　なにかがおかしいと思うのは、神経質になっているから？　日本ではこれが常識なの？　大リーグでは住まいからお手伝いさん、通訳まで用意することもあるって聞いているから、この待遇が普通だったりするの……？

　部屋を見渡し悩む私だけど、あくびが出てくる。時差のせいで眠くなってきたのだ。

　バスルームへ行き、シャワーを済ませると、ショートパンツをはいて着古したＴシャツを着る。髪を乾かし、ベッドに身体を滑り込ませると、寝心地のいいベッドのおかげで、すぐに眠りに吸い込まれた。




　翌日、目を覚ますとブラウンのカーテンの隙間から太陽の光が入り込んでいた。ハッとしてサイドテーブルの時計を見ると、十一時を回っている。

「嘘……こんなに眠ったなんて……」

　五時間以上眠ったのは、ここ最近なかった。

　ベッドから足を下ろすと、寝ている間に見た夢をふと思い出す。

　ここで佐伯さんと新婚生活を過ごしている、幸せな夢だった。

「はぁ～……バカみたい……」

　日本に来れば、もしかしたらどこかでばったり佐伯さんに会えるのではないかと、淡い期待があったせいだ。

　彼がどこに住んでいるのかもわからないのに。バカな私……。

　まだ私の左手の薬指には、マリッジリングがはまっていた。

　同僚に説明できずにそのままはめていたけれど、日本でも外すつもりはなかった。このマリッジリングはすっかり薬指になじんでいるし、私のお守りのような存在になっていたから。

　物思いにふけっていると、お腹がぐうっと不服を漏らす。

「冷蔵庫に食料が入ってるって、二ノ宮さんが言ってたっけ」

　寝すぎて気だるい身体をのそっと立ち上がらせ、寝室を出るとリビングへ向かった。

　寝室と同じブラウンのカーテンを引くと、日差しがガラスを通して入り込む。

　海が見え、遠くのほうに橋も見える。二ノ宮さんの言った通り、見晴らしのいい部屋だ。

　両手を上げて伸びをすると、キッチンへ向かう。

　パーコレータにコーヒーをセットし、冷蔵庫から卵、ウインナー、レタス、トマトを出して食事を作り始める。クロワッサンもあり、申し分ないブランチだ。

　用意ができてリビングのローテーブルに皿を置く。ソファから冬晴れの青い空が望めて気持ちがいい。

　室内の温度は二十五度ぐらいに設定されているのか、半袖でもまったく寒くない。

　目に映る景色が、ここはラスベガスじゃない、日本なのだと教えてくれた。




　食事が済んで洗い物を終わらせ、少しのんびりすると、買い物に行くために、ジーンズとブラウス、モスグリーンのセーターに着替える。

　マンションのすぐ近くに大型のスーパーがあるなんて、便利だ。

　用意されていたカシミヤのコートを着るのがためらわれ、昨日来ていたトレンチコートを羽織る。肩甲骨まである髪は梳とかしただけ。メイクするのが面倒で、ノーメイクでいいと思ったけれど考え直し、乾燥を防ぐために唇にグロスを塗る。

　バッグを肩にかけると、部屋を出た。

　マンションを出た途端、あまりの寒さに震える。

　寒い。あと一ヵ月もしないうちにクリスマス、そしてお正月が来る。十二年ぶりに日本のお正月が過ごせると思うと、少し気分が浮き立つ。

　二ノ宮さんの言った通り、道路を隔てた向こう側にスーパーが見えた。

　横断歩道を渡り、スーパーに入ると、まずどこから行こうか迷う。

「コート、売ってるかな？」

　三階の衣料品売り場へ行ってみると、好みが合わなくてすぐに二階へ下りる。

　二階は日用品や文具などがある。ここでも特に用がなくて、結局は一階の食料品売り場へ行き着く。

　目についたのは刺身で、マグロ、エビ、イカの盛り合わせになっているものを選ぶ。惣そう菜ざいコーナーも充実しており、ひじきの煮物が懐かしくてカゴの中へ入れた。

　あとはご飯を炊いて、味み噌そ汁を作ればいい。味噌も冷蔵庫にあったし……。

　他にヨーグルトや、駄菓子コーナーで懐かしい麩ふ菓が子しや大根の酢漬けをカゴの中へ入れて、レジで精算した。

　クレジットカードで買ったけれど、現金の日本円は二万ほどしかない。明日、銀行で両替しなきゃ。予定はまったく知らされていないので、外に出る時間があるかもまだわからないけれど。

　買ったものをレジ袋に入れて、マンションへ戻った。

　まだ十五時半過ぎ。アニーにメールをしよう。バタバタしていて連絡をしておらず、日本に来たことさえ彼女は知らない。

　驚くだろうな……。

　パソコンを起ち上げ、設定してからアニーへメールを送る。【結婚式には必ず出席するからね】と最後に入れて。

　送り終わったとき、デスクの上に置いていたスマホがメールを受信する。

　二ノ宮さんからだった。明日は副社長とのランチミーティングの予定があるという連絡。

　私は【わかりました】と返事をして書斎を離れた。

　キッチンへ行って夕食の準備をする。ラスベガスにいたときはほとんど作らなかったのに、日本ではがんばれそうだと思った。

　お米をといで炊飯器にセットする。この炊飯器は二十分で炊けるよう。いろいろな機能がついていて戸惑ったけれど、なんとかスイッチを押せた。

　ご飯が炊けるまでの間に、子供の頃好きだったなめこと豆腐の味噌汁を作る。

　準備ができた頃、ご飯が炊けた。食欲をそそる炊きたてのご飯の匂いに胃袋が刺激され、かなり早いけれど夕食を食べることにした。

　食べたら明日着ていく服を決めよう。初出社だし、副社長とランチミーティングもある。

　テレビを点けてみると、漫才の番組をやっていた。ラスベガスでも日本のテレビ番組をときどき観ていた。知らない芸能人が多いけれど、少しわかってうれしくなる。お笑いは万国共通。私はひとりテレビを観て笑いながら食事をした。こんなに笑ったのは祖母が亡くなって以来。

　久しぶりの炊きたてご飯と刺身もおいしかった。

　日本に来て、不安もあるけれど、うまくやっていけそうな気がした。




　翌日の月曜日はスッキリした目覚めで、六時に起床。でも緊張感は拭えない。今日が初日なのだから無理もないと、ひとり納得しながら朝食を食べて、昨晩のうちに決めておいた濃いグレーのパンツスーツに着替えた。中のブラウスは襟もパリッとしていて気持ちがいい。

　髪の毛を二ノ宮さんのように後ろでひとつに結んでみたけれど、かっちりしすぎて敬遠されてしまいそうだったので、そのまま垂らしておくことにする。

　使い勝手のよさそうな黒い大きなバッグをクローゼットで見つけ、迷った挙句、使わせてもらうことにした。

　カシミヤのベージュのコートを手に持って、約束の五分前にマンションの下で迎えを待つ。

　すぐに一昨日迎えに来た車がやってきて、二ノ宮さんが降りてきた。

「おはようございます。お乗りください」

「あの、明日から電車通勤するので、道を覚えたいんですが」

「地下鉄の駅はここをまっすぐ行ったところです。車でも通りますので。どうぞ中へ」

　急いでいるのだろうか、一昨日より早口の二ノ宮さんだ。

「わかりました」

　後部座席に乗ると、車はすぐに走りだした。

「あそこが地下鉄乗り場です」

　二ノ宮さんは身体を私のほうへ乗りだして、地下鉄の駅を指差す。

「わかりました」

　マンションから歩いても五分ぐらいだろう。

「スーツ、ぴったりですね」

　彼女は私を見てにっこり笑う。

「はい。お気遣いくださり、ありがとうございます」

「いいえ。不便のないようにとのことなので」

「副社長のお名前を教えてください」

　自分の上司なのに、名前を直前で知るのもおかしいと思い、尋ねる。

「佐さ藤とうです」

「佐藤副社長ですね」

　忘れないよう、もう一度心の中でも復唱する。

　そこで二ノ宮さんのスマホに電話がかかってきた。二ノ宮さんは、私に断り電話に出たので、私は外の景色を眺めることにした。




　二十分後、車は三十階建ての高いビルの車寄せに停まった。地下が駐車場になっているという。私たちをそこで降ろして車は去っていく。

「では行きましょう」

　エントランスは全面ガラス張りで、中がよく見える。受付カウンターは長さがあり、何人の受付嬢がいるのだろうと思ってしまう。

　まだ始業時刻になっていないせいか、受付に人はいないけれど、警備員は五人ほど散らばって立っていた。

「ここは我が社の自社ビルです。ホテル、リゾート、アミューズメントなどの系列企業も入っています」

　二ノ宮さんは受付の横にある、駅の改札のような機械の前まで来ると、バッグから取りだした社員証を私に渡す。首から下げられるタイプのものだ。

「これをここにタッチして出入りしてください。万が一、忘れてしまった場合は警備員に言っていただければ」

「わかりました」

　二ノ宮さんが先に通過し、私も続いた。そこを抜けるとエレベーターホールになっており、六基のエレベーターがある。

「我が社は二十階から三十階までです。社員食堂は四階です」

　次々とビルで働く男女がやってきて、エレベーターを待つ人だかりができる。

　二十階以上に停まる専用エレベーターに乗り込むと、二ノ宮さんは二十七階を押す。二十階から二十九階までほとんどの階のボタンが赤くなる。

　二十七階に到着の音が鳴り、エレベーターが停まる。私と二ノ宮さんの他にひとりが降りた。

「この階には、第一、第二企画課や第一、第二営業課、ミーティングルームなどがあります。第一企画課は主にホテルでのイベントを企画しています」

　二ノ宮さんは第一企画課のドアプレートを示し、先を進む。隣が第二企画課だった。

　ドアを開けて先に彼女が入り、私が続く。二十畳ほどの部屋に男女が六人いた。ざっと見渡すと、みんな年齢は若い気がする。

　私たちが入ると、彼らはすぐにまわりに集まってきた。

「瀬戸結愛課長です」

　二ノ宮さんは私の名前だけを紹介すると、一歩後ろに下がる。

「瀬戸です。ラスベガスのアーツリゾート＆カジノというホテルにある劇場の企画を担当していました。一年間ですが、みなさんよろしくお願いします」

　私の挨拶が済むと、次々に自己紹介をされるけれど、さすがに六人をすぐには覚えられない。ネームプレートを首から下げているから、名前を間違えて失礼するなんてことはなさそうだけど。

　第二企画課は、男女三人ずつのメンバーだった。

　私が眼め鏡がねの男性、後ご藤とうさんと話をしているとき、背後のドアが開き、誰かが入ってきた。

「佐伯さん！」

　二ノ宮さんらしからぬ驚きの声が上がる。

　え……？　佐伯さ……ん？

　後藤さんと話をしているから、振り向けない。話しながら、『佐伯』という名字に心臓がこれ以上ないほど暴れる。

　私の知っている佐伯さんだったら……？　日本に佐伯という名字は多いの？

　頭の中で目まぐるしく考える。

「瀬戸課長」

　二ノ宮さんに呼ばれて振り返り、胸をドキドキさせながら、彼女の隣に立つ男性に視線を向けた。

　……違う。

　私の思っていた佐伯さんではなかった。胸のドキドキは次第に静まる。

「佐伯恭きょう也やです」

　そう名乗った男性は身長が高く、目鼻立ちの整ったイケメンで、爽やかな笑みを向けられる。

「佐伯本部長は、系列会社の〝トレジャー・アミューズメント社〟のプロモーション部にいらっしゃるんですが――」

「ラスベガスから来た才女をひと目見たくて、来たんですよ」

　二ノ宮さんの言葉を遮り、私に顔を近づけた佐伯本部長は、色素の薄い瞳でじっと見つめてくる。生まれつきなのか、ブラウンの髪も色素が薄く、毛先を遊ばせているスタイル。

「佐伯本部長、挨拶が終わったんですから、早く戻ってください」

　二ノ宮さんの声色は冷たく聞こえる。

「もちろん。仕事が山積みだし。また遊びに来るよ。そうだ、瀬戸課長、明日ランチでもいかがですか？」

　佐伯本部長はどういうわけか、会ったばかりなのにランチに誘ってくる。イケメンでも興味はない。

「すみません。まだどんなスケジュールかわかりませんので、落ち着いたら……」

　私はこれみよがしに左手でネームプレートを直すふりをした。私のマリッジリングを見れば、もう二度と誘わないはず。

「わかりました。落ち着いたら電話かメールを」

　佐伯本部長はポケットから黒革の名刺入れを出して、私に名刺を渡すと、軽い足取りでフロアを出ていった。

　二ノ宮さんが小さくため息をついたのがわかった。

　彼女は、佐伯本部長が苦手なの？　イケメンはイケメンでも佐伯さんとは違う軽い感じの人だったな。

　佐伯本部長の名字を聞いたとき、心臓が爆発しそうなくらいだった。ばったり会うなんてあり得ないのに……。

「瀬戸課長の部屋はこちらです」

　入って左側のドアに、二ノ宮さんは近づく。腰の高さからガラスで遮られた個室だ。そこにマホガニーの大きなデスクとパソコン、タブレットなどが置いてある。

「個室じゃなくても……」

　まさか個室を与えられるとは思ってもみなかった。困惑していると、入ってきたドアとは違うドアへ二ノ宮さんが近づく。

「こちらが副社長の部屋です。三十階にも副社長室がありますが、おそらくこちらの部屋に頻繁にいらっしゃるかと」

　ドアを開けると、私の課長室より広めの空間が広がっている。デスクがふたつあるので、ひとつは秘書である二ノ宮さん用なのだろう。

「それでは、各部署への挨拶に行きましょう」

　二ノ宮さんは副社長の部屋のドアを閉める。私はまだ手に持っていたカシミヤのコートをハンガーラックにかけて、バッグをデスクの一番下の引き出しにしまった。




　それからいろいろな部署に挨拶をしたり、四階の食堂やその他の設備などを案内してもらったりしていると、十時を回っていた。

「副社長とのランチミーティングは、十一時に隣のビルの三十五階のレストランを予約しています」

　二ノ宮さんは第二企画課に戻りながら、腕時計を見る。

「私はこれから出かけなくてはなりませんので、おひとりでレストランへお願いします。エントランスを出て左へ向かえば、場所はすぐにわかるはずです。副社長も瀬戸課長の顔はご存じですので、問題ないかと」

「わかりました」

　二ノ宮さんが行かないと知り、心もとないけれど、子供じゃないのだからと頷く。

　自分のオフィスに戻ると、デスクの上に真新しい名刺の束が置かれていた。それを二十枚ほど取ると、ラスベガスから持ってきているターコイズブルーの革の名刺入れに入れる。

　待ち合わせの時間までの三十分間、すぐに副社長と仕事の話ができるように、劇場の青写真や図面、完成図のファイルを読み始めた。

　建築中の劇場は客席数約千個の中型で、その場所で食事や室内アミューズメント、買い物なども楽しめる建物になっていた。近代的な設備で、素晴らしい劇場になるだろうと思われる。

　オープンは五月の初め、ゴールデンウィーク中と計画書に書かれていた。

　ふと時計を見ると、十時四十五分。

　隣のビルだと教えられたから、迷うことなく行けると思うけれど、初対面の副社長と会うのに遅刻だけはしたくない。コートを羽織り、バッグを持つ。

　課長室を出たところで、デスクに座っているショートカットの女性と目が合い、「副社長とランチミーティングに行ってきます」と声をかけて第二企画課を出た。

　エレベーターに乗り、一階で降りると、今朝通ったエントランスホールを抜ける。

「確か……二ノ宮さんは出たら左へって言ってたよね」

　左のほうを仰ぎ見ると、高いビルがあった。おそらくあれだろう。

　私はそちらを目指して歩き始めた。ビルとビルの間は冷たい風が強くて、コートの襟を立てたくなる。そうだ。暖かいマフラーを買おう。

　隣のビルの一階には大型書店やカフェが入り、他にもいろいろな店があるようだ。仕事が終わったら見に来ようと考えながら、エレベーターの横にある案内板を見る。

　二ノ宮さんに教えられたレストランの名前を見つけて、ホッと安堵する。本当にあるかどうか、見るまで不安だった。

　約束の時間まであと五分。やってきたエレベーターに乗り込み、三十五階へ向かう。

　レストランの前に来たときは二分前。出入口に品のいい案内係の男性が立っている。

「いらっしゃいませ」

　声もバリトンで、ステキなおじ様といった感じだ。

「瀬戸と申しますが、予約を――」

「承っております。先にコートをお預かりします」

　コートを脱ぐと男性に渡す。引き換えのチケットをもらい、レストランの中へ進む。

　案内されたのは遠くまで見渡せる窓側の席だった。まだ副社長は来ておらず、イスをスマートに引かれて腰かける。

　副社長と会うのは緊張する。大企業の重役なのだから、年齢は五十代？　もっと上かもしれない。想像するのは、白髪交じりのダンディな男性だ。

　緊張が顔に出ないように、窓の外に視線を向けた。

　冬空は青い。遠くに見えるのは皇居？

　十五歳まで千葉県の内うち房ぼうに住んでいたから、都心は不慣れで地理がいまいちわからなかった。










策士の計画




　窓の外を見ていると、目の前のイスが引かれた。副社長が来たようで、私は即座に立ち上がった。

「えっ!?」

　思わず私の口から驚きの声が出る。信じられなくて目を大きく見開いた。

　どうして……？　どうして……ここ……に？

　唖あ然ぜんとしたまま、席に座る男性を問いかけるように見つめることしかできない。

「久しぶりだな」

　席に座ったのは、私がラスベガスで恋した佐伯さんだった。

　目を疑い、思わずこすりそうになる。彼の姿に心臓が高鳴り始めた。

　アニーのおかげで佐伯さんを信じてみようと思った矢先、彼は千ドルと指輪だけを残して去っていった。私のことなんて好きじゃない。婚約者がいるんだし。その思いもあって、そっけない態度になってしまう。

「ど、どうして……佐伯さんがそこに座るんですか？　副社長が来るんです。どいてください」

　ようやく言葉を発した私は、呆気に取られながら腰を下ろす。

　こんなところに佐藤副社長が現れたら困る。私は佐伯さんに会いたかった気持ちを押し殺し、楽しそうに口元を緩ませている彼に告げる。でも、佐伯さんは立ち上がろうとしない。

「偶然でも、広い東京で会うなんてすごいですね。でも早く行ってください」

　もう会えなくなってしまうかもしれないけれど、今の私は彼に会いに日本へ来たのではない。

「この出会いが偶然なわけないだろう？」

「どういう意味ですか？」

　佐伯さんの言っていることが把握できず、眉根を寄せながら首を傾げる。

「俺がランチミーティングの相手だから」

「あなたが……ランチミーティングの相手？　私は佐藤副社長を待ってるんです」

　信じない私に、彼は呆れた顔でポケットから名刺入れを出して一枚取りだすと、私のほうに滑らせる。

　受け取って見てみると、【トレジャー・トランス社　副社長　佐伯拓真】とあった。

　彼が私の入った会社の……副社長!?

「でも、副社長の名字は佐藤だと聞いて……」

「そうか？　聞き間違いじゃないのか？」

　ひょうひょうとした態度に、わざと知らせなかったのだと悟る。

「それじゃあ、佐伯さんが私に一年間の出向を命じた本人なんですね？」

「そう考えるのが妥当じゃないか？」

「どうして……」

　なぜ私を日本へ呼んだの？

　そう聞きたかったけれど、単に仕事のためだと言われるのがオチだろう。

「ラスベガスに帰ります」

「契約を交わしたんだ。ラスベガスに戻れば、契約不履行で訴える」

　訴えるって……ひどい人っ！

　悔しくて下唇を噛む。

「君が有能だから来てもらっただけだ。まさか待遇に不満でも？　家や車が気に入らない？　変えようか？」

「家や車に不満があるわけじゃないです」

　有能だから来てもらった……その言葉が胸を突く。

　私に特別な感情があるからではない……。そういった考えが脳裏によぎると、ガクッと肩を落としそうになる。

　それでも久しぶりに見る佐伯さんは、記憶通りの洗練されたステキな人で、私の胸を高鳴らせる。

　クローゼットにある服のサイズが私にぴったりなのも納得だ。

　目の前の人に困惑しているところへ、五種類の素材で彩られた前菜が運ばれてきた。

「食べながら話そう」

　佐伯さんはそう言って食べ始めた。

　彼の考えていることがわからなくて、とりあえず白身魚のカルパッチョを口にする。

「俺に会いたかった？」

「そう考えること自体、自うぬ惚ぼれてますね。私が嫌っていると思わなかったんですか？」

　会いたかったと認める言葉は言えない。

　いや、心の中ではどんなに佐伯さんに会いたかったか言いたくて仕方ないのに、彼が私に好意を抱いて日本へ呼んだわけではないせいで、口にできない。

「マリッジリングをまだしてるのに？」

「ごほっ……」

　私は意表を突かれて、小さなミートローフのような料理が喉に詰まり、急いでグラスの水で流し込む。

「これは男性に声をかけられないためです。日本で恋人を作る気はありませんし、既婚者と言っておいたらめんどくさくないので。私、これでもモテるんですよ？」

　モテていたら、彼に新郎役を頼んでいなかっただろう。そう思いながらも、マリッジリングをはめていた理由が必要で、ツンとすまして言った。

　全力でなんでもないように振る舞ったのに、佐伯さんはフッと鼻で笑う。

　はぁ～、完全に人の話を信じていない。

「……とにかく……おばあちゃんに会いに行くときは役立ちました」

　今は亡き祖母が、結婚式の写真を見て喜んでくれたときのことを思い出してしまい、目頭が熱くなる。

「ご冥福を祈るよ」

「おばあちゃんが亡くなったこと、どうして知ってるんですか？」

　驚きを隠せない。

「ホテルの人事部から聞いたんだ。おばあさんが生きてたら、出向命令でも君がここへ来ないのはわかってる」

「そうですね。どんな命令でも断ってました」

　瞳が潤うるんでしまったのを見られたくなくてうつむき、黙々と前菜を口に運ぶ。

　祖母の話題から離れようと言葉を探す。自分の左の薬指にはまっているマリッジリングに目を落として、ある考えがよぎった。

「あ……もしかして、婚約者の方とご結婚なさったのなら、私がこれを身に着けていると奥様に失礼ですよね。新しい指輪を買ってはめますので、ご心配なく。それよりも仕事の話をしましょう」

　そう言いながらも、佐伯さんの左手の薬指に視線を走らせてしまう。

　彼の指にはなにもないのがわかったけれど、結婚していないとも限らない。指輪を買わなきゃ。

「勝手な――」

　ウエイターがやってきて、佐伯さんは言葉を切る。魚のムニエルが目の前に丁寧に置かれた。

「劇場の図面や完成イメージ図を拝見しました。劇場の規模も観に来ていただく方にとってはいいですね。後ろのほうでも見やすいですし」

　仕事のために日本へ来たのだから、ビジネスライクに徹しよう。

「……大劇場は都内にたくさんある。そこと差別化を図ったんだ」

「大きな劇場は、集客数によっては赤字になりますものね。オープン時の出演者はどなたですか？　日本のアーティストですと、わかりかねますが」

　日本人でも世界的に有名なアーティストならわかるけれど、そうじゃないと知らないかもしれない。

「まだ決まっていない」

「えっ!?」

　そんなバカな、と佐伯さんを見つめる。

「正確には、決まっていたが、オファーをした社員のミスでボツになった」

　依頼した外国人のアーティストは、再来年のオファーだと思い込み、来年の予定は無理だとわかったらしい。

「今はもう見つけられたんですよね？」

　それは前置きで、ちゃんと手配済みだろうと思いながら聞いてみる。

「いや。だから君に来てもらったんだ」

「そんな！　いくらなんでも日にちがなさすぎです。有名なアーティストは三年先、いいえ、その先までスケジュールが埋まってるんですよ？」

「君の手腕に期待してる」

　微笑みを浮かべてサラッと言われても、冗談にしか聞こえない。

「……冗談ですよね？」

　まさか……と、小首を傾げて佐伯さんを見つめる。

「こんなこと、冗談で言うはずないだろう？　このミスに気づいたのは二週間前だ。オフィスへ戻ったら早速会議をするんだ。ミスした社員は左遷で不在だが、他の者はみんな一昨年からこの案件に携わってる」

「会議をしろって、佐伯副社長は出席されないんですか？」

　こんな一大事が自分の肩に乗っているとは思ってもみなかった私は、頭の中が真っ白になる。

「これから出かけるんだ」

「……わかりました。十四時から会議をします」

　そう言うと、佐伯さんはスマホを出して操作する。一分も経たずにマナーモードのスマホが振動した。

「第二企画課と同じ階にあるミーティングルームを二十時まで取った」

　二十時まで？　もしかしてそれまで会議をしていろと？

　そんなことは顔に出さずに「わかりました」と告げた。

　この際、第二企画課のみんなに話を聞き、動向を知ったほうがよさそうだ。




　それからの食事の時間は私用の話は一切なく、仕事の話で終わった。それも当然だと割り切ったものの、それはそれで寂しいものだ。そんなことを考えてしまう自分を笑う。

　佐伯さんは、仕事で私を日本に呼んだだけなのに……。

　レストランの出入口で預けたコートを受け取り、袖を通す。

　私たちは、受付の男性があらかじめ呼んでくれていたエレベーターに乗った。私たち以外誰も乗っておらず、気まずい雰囲気が漂う。

　ううん……気まずいと思っているのは私だけかも。

　エレベーターは頻繁に各階に停まり、次第に混み始めた。まだ十二階で、次に停まって人が乗り込んだら定員オーバーになりそうだ。

　私は一番奥の角に立ち、佐伯さんは隣に立っている。そして八階でエレベーターは停まり、人がふたり入ってきた。エレベーター内はぎゅうぎゅうのすし詰め状態になるのかな？と思いきや、ふたり降りたので人数は変わらない。

　でも突然、佐伯さんは私を囲うような立ち位置に変えた。

　その瞬間、心臓がドクンと高鳴る。

　佐伯さんは私の顔の横に伸ばした手を壁につけている。彼の唇が私のこめかみに微かに触れているのは、気のせい？　ラスベガスのホテルでの情事を思い出してしまう。

　私は平常心のふりをして、顔をそっと背けた。

　心臓はドク、ドク、ドクと早鐘を打ち、彼に聞こえてしまわないか心配になる。

　呼吸ができないほどの息苦しさを覚えて、佐伯さんの顔が見られない。

　そこでエレベーターは一階に到着し、肩の力が抜けた。

　乗っていた人がぞろぞろとエレベーターを降りたのに、私を囲うように置く佐伯さんの手は動かない。

「佐伯さん……着いてます……」

「わかってる」

　不機嫌そうな口調で、手が外される。

「ドキドキしたか？」

　鼓動を静めようと、無意識に胸に手を置くと、楽しそうな声が降ってくる。

「するわけないです！」

　エレベーターを降りながらそんなことを聞いてくる佐伯さんは、どういうつもりなのか。私はときめいてしまったことを隠すように、ムッとした声色で言った。

　ビルの出入口まで早歩きで出て、あとから来る佐伯さんの歩幅に合わせることなく隣のビルに向かう。

「どこへ行くんだ？　会社へ戻るんじゃないのか？」

　後ろからのんびりした声が聞こえてきた。

「え……？」

　振り返ると、二メートルほど離れて佐伯さんがニヤニヤ笑っている。

「うちのビルはこっちだ」

　手でジェスチャーをされて、「あっ！」と小さな声が私の口から漏れる。

　恥ずかしい……。

「方向音痴だったんだな」

「ほ、方向音痴じゃありません。ちょっと間違えただけです」

「そういうことにしておこう」

　佐伯さんは私の言い訳を軽く流し、歩き始めた。

　自社ビルの前で、二ノ宮さんが待っていた。佐伯さんを見ると、頭を下げて近づいてくる。

「副社長、お車の用意ができています」

「わかった」

　佐伯さんは私に「じゃあ」と言い、そのまま二ノ宮さんと一緒に去っていった。

　オフィスに戻りながら、佐伯さんの左の薬指にマリッジリングがなかったのはどうしてなんだろう、とまた考えてしまう。もしかしたら結婚したけれど、リングはつけたくないのかもしれない。




　第二企画課に入ると、六人全員がデスクに向かっていた。香か川がわ武たけ志し主任に近づく。主任といっても私と年は変わらなそうな男性だった。

「十四時からミーティングをします。以前オファーしたアーティスト、団体などのリストをすべて用意してください」

「わかりました」

　香川主任はきびきびとした声で言うと、すぐパソコンに向かい、作業を始める。会議まで一時間もないから、隣の席の女性にも頼んでいる。

　私は「お願いします」と一礼してから課長室に入る。

　コートを脱ぎ、すぐにパソコンを起動させると、ＵＳＢから自分が今まで携わったアーティストのリストを開いた。




　ミーティング五分前になり、部屋を出ると第二企画課の六人はすでにいない。私はノートパソコンを持って、隣のミーティングルームへ向かった。

　十二人ほどが座れる仕様のミーティングテーブルのセット。その上に、五百ミリリットルのお茶のペットボトルが七本。三人ずつ分かれて座り、私はいわゆるお誕生日席の位置に座る。

　私の席に頼んだ資料が用意されていた。かなり分厚い書類だ。

「副社長から、手配ミスでアーティストがまだ決まっていないと聞きました。その経緯を教えてくれますか？」

　香川主任が説明を始める。

「資料としてそれも用意してありますが、依頼したアーティストは、アメリカの有名なダンスパフォーマンス集団でした」

　香川主任の話を聞きながら、ニューヨークで活躍しているそのパフォーマンス集団の資料を見る。

　なるほど……このアーティストなら集客は見込めたはず……。

「似たようなパフォーマンス集団を探したいと思いますか？　それとも別の方向性で考えている人がいたら、意見をどうぞ」

　三十団体ほどの資料があった。クラシック楽団もあれば、バレエ、劇、マジックなどの団体もある。

「三み山やま美み鈴すずといいます。私の意見は――」

　先ほどランチミーティングに出かける際、部屋を出るときに目が合ったショートカットの女性が口を開く。

「ありきたりのパフォーマンス集団じゃなくて、もっと観客が楽しめるものがいいと考えます」

「これらの団体では、観客が楽しめないと？」

　確かに言っていることはわかるけれど、ゴールデンウィークまで時間がない。じっくり探す時間は残されていないのだ。

「ここにあるものは、すべて断られているんですよね？」

　資料を軽く叩たたいてもう一度確認する。

「はい」

　香川主任が力なく答えた。




　会議を続けているうちに、パリとロサンゼルス在住のふたつのパフォーマンス団体が私の頭に浮かぶ。両方ともまだ世界的に有名ではないけれど、これから飛躍すると思っている団体だ。

　長い会議で次第にみんなと打ち解けていく気がした。意見が飛び交い、久しぶりに充実感を得られている。

　ふと腕時計を見ると、十七時を回っていた。三時間ぶっ通しで会議をしていた。

「十分間の休憩にしましょう」

　ペットボトルのお茶で喉を潤していると、三山さんに話しかけられる。

「瀬戸課長はご結婚されているんですね。ご主人はアメリカの方ですか？」

「え？　ま、まあ……」

　誤解されてもいいつもりでマリッジリングをつけているから、そういう質問も仕方ないのだろうけれど、詳しいことなんてまったく考えていなかった。

「外国人の旦那様だなんて、ステキですね。一緒に日本へ来られたんですか？」

　結婚話に興味があるのか、三山さんの隣に座っている天あま野の里さと美みさんが身を乗りだして聞いてくる。

「いいえ。彼は……ラスベガスにいます」

　適当な答えに、彼女たちはもっと聞きたそうな顔をしていて、罪悪感を覚える。

「結婚してどのくらいですか？　新婚さんだったら寂しいですよね～。ご主人はどんな方ですか？　写真はありますか？」

　セミロングの、目がきりっとして仕事ができそうな雰囲気をまとっている天野さんは、私を質問攻めにする。

　写真と言われても困る……ボスの顔を借りようか……。

「写真は……あとで携帯、見てみますね。あ、もう時間ですね。それではミーティングを再開しましょう」

　私たちは再び、アーティストやパフォーマンス団体を検討し始める。

「アイドル事務所に頼んでみたらどうでしょう？」

　一番年下の男性、森もり戸と 晃あきらくんが提案する。彼自身がアイドルみたいに整ったかわいい顔をしている。

「アイドルはダメよ。副社長がそういうの嫌いだし、ただのコンサートホールになっちゃうわ」

　三山さんが反対意見を言う。

　そもそもこの劇場のコンセプトは、幅広い観客を湧かせるエンターテインメントを提供することである。

　そこでふいにミーティングルームのドアが開き、みんな顔をそちらに向けると慌てて立ち上がる。入ってきたのは佐伯さんだった。

「ご苦労さま。会議は進んでるか？　君、これをみんなに配って」

　私の目を見ながら話す佐伯さんは、一番端の女性に紙袋を渡す。

「はい。だいぶまとまりました」

　私の返事に、第二企画課のメンバーがギョッと驚いた顔になる。そんな顔になるのも無理はない。先ほどのミーティングでは、報告できるほどの内容はない。

　でも私には今のミーティングを踏まえて、頭の中で少し形になったものがある。

「聞こう」

　佐伯さんが私の対面のイスに座ると、みんなもイスに腰を下ろす。なにを話すのか、全員の目がじっと私を見つめる。

「ミーティングの結果、有名なアーティスト、バレエ団、劇団などは無理ということです」

「そんなことはわかってる」

　佐伯さんは苦虫を噛みつぶしたような顔になる。

「それならば、まだ有名ではないアーティストを探せばいいと思うんです」

「確かに、有名であればいいとは思わないが、それでは集客が見込めないのでは？」

「広告に力を入れれば、それは可能かと思います」

「その言い方だと、アーティストの目星はついてるようだな」

　なぜか佐伯さんには、私の考えは見破られてしまう。私は微笑みを浮かべた。

「はい。以前、あるバレエ団が世界で有名になりました。特に日本で人気が高かったと聞いています」

「あるバレエ団？」

　佐伯さんの眉根が寄せられる。

「男性だけのコメディバレエ団です」

「ああ……日本で毎年公演しているはずだ」

　佐伯さんも知っていたようで、話が早い。

「私がお話ししているのは、彼らではありません。フランスを拠点としている男性だけのバレエ団を知っています。さほど知名度はありませんが、チャンスがあれば人気が出るのは間違いないバレエ団です」

「二番煎じにならないか？」

「そこで……ある程度テレビで認知度のある日本人のニューハーフの方に参加してもらい、彼女の努力をドキュメント化するんです。テレビ局に協力してもらい、オープン前に放送してもらえば、いい宣伝になります。今もニューハーフは人気がありますよね？　幸い、テレビ局がスポンサーですし」

　私の意見を真剣に聞いたのち、香川主任が瞳を輝かせて拍手した。みんなも続いて手を叩く。

「副社長！　素晴らしい案だと思います。さすが副社長が見込んだ瀬戸課長です！」

　香川主任は興奮気味に言って、みんなに頷く。

「あくまでも品を求めるのなら、このバレエ団は適切ではありませんが、観客を楽しませることができますし、劇場の認知度も上がるはずです」

「斬新だな……わかった。瀬戸課長の言うバレエ団に接触してみてくれ」

　ニヤッと口角を上げて笑顔を見せた佐伯さんは、大きく頷いた。

「はい」

　返事をしつつ、頭の中はこれからのことでいっぱいだ。引き受けてくれるか、スケジュールは問題ないか……。

「なんだかワクワクしますね」

　天野さんが三山さんに言っている。

「これでミーティングは終了でいいですね？　副社長？」

　オフィスに行って彼らとコンタクトを取らなければと、気が急く。結果次第ではまたアーティストを探さなければならない。

「ああ。お疲れさま」

　私はノートパソコンと資料を抱えて部屋を出た。

　オフィスに戻り、フランスとの時差を確認すると、八時間。現在十八時を回ったところだから、フランスの現地時間は午前十時過ぎ。

　善は急げで、彼らの代表の電話番号にかける。

　呼びだし音は鳴るけど、出ない。私の口から深いため息が漏れた。

　そこへドアがトントンとノックされ、佐伯さんが入ってくる。彼の姿を見てイスから立ち上がった。

「サンドイッチを忘れていた」

　佐伯さんは私のデスクに、サンドイッチの入った紙袋を置く。

「副社長自ら、ありがとうございます。お腹が空いてたんです」

　すぐに出ていくと思っていた私は、まだ部屋にいる彼に小首を傾げる。

「それと、これを渡しておく」

　差しだされたのは、使い慣れたメーカーのスマホだった。ゴールドでピカピカ。新品のよう。

「仕事で使うときは、これで」

「ありがとうございます」

　これで自宅からも海外に電話することができる。自分のスマホからでは通話料を考えると恐ろしくなる。

「たった今、電話をしたのですが出なくて……家に帰ってから、時間を見てコンタクトします」

　佐伯さんがデスクに置いてくれたスマホを手にすると、バッグの中にしまう。

「わかった。何時でもいい。繋がったら電話をくれ。彼らの返事を聞かせてほしい。どんな内容でもだ」

「わかりました。すぐに連絡します」

　私の返事に満足したらしい佐伯さんは、「お疲れさま」と言って部屋を出ていった。

　ドアが閉まると、身体をイスに沈ませる。

　両手で顔を覆い、深いため息をついた。

　佐伯さんを見るたびに、私の心臓は破裂しそうになる。一年間ももつだろうか……。彼がどんなふうに私を愛したのか思い出してしまう。

　私って、もしかして欲求不満……？

　ラスベガスに帰ったら、恋人を探したほうがいいのかな。パーティーに出たり、地味な生活をやめて社交的な生活を積極的に送ったりしたら、結婚相手が見つかるかもしれない。

　そんなことを考えているとドアがノックされて、顔を上げてから返事をする。

「どうぞ」

　姿を見せたのは天野さんだった。

「お疲れさまです。今日はこのあと、お時間ありますか？　瀬戸課長の歓迎会を開きたいと思いまして」

　歓迎会の誘いだった。せっかく開いてくれようとしているのに、断るのも悪い気がした。

「フランスに電話をしなくてはならないから、一、二時間くらいなら」

「では食事をしながら親睦会ってことで！　もう出られますか？」

　天野さんは屈託のない笑みを浮かべた。




　彼らは佐伯さんとランチミーティングをしたレストランの五階下にあるスペイン料理の店に、私を連れていった。

　全員で七人。先ほどの会議のときと座る並びは変わっていない。

　海鮮のアヒージョやスパニッシュオムレツ、パエリアなどはとてもおいしく、白ワインが進む。でもこれから電話をしなくてはならないから、酔っぱらうわけにはいかない。

「瀬戸課長、副社長ってステキだと思いませんか？」

　そう話す天野さんの目がハート型に見えてくる。

「そうですね……」

　誰が見ても佐伯さんはカッコいいんだと思う。しかも大企業の副社長だし、ハイスペックな人。

「我が社で副社長を狙っている女性は数知れずで、私なんかに望みはないんですけど」

　彼女、白ワインは何杯目なんだろう……？　佐伯さんは既婚者かもしれないのに、堂々とそんなことを言っちゃうなんて、相当酔っぱらってる？

「副社長は結婚してるんじゃ……？」

「瀬戸課長、どこからその情報を仕入れたんですか？」

　三山さんが不思議そうに聞いてくる。

「え……？」

　なにか間違ったことを言っちゃった？

　私のほうが頭の中がハテナマークでいっぱいになる。

「副社長は独身ですよ。独身」

　独身って、どういうこと？

　そんなことは口に出して言えないから、心の中で呟く。

「なんか……聞き間違えちゃったみたい。婚約者はいる？」

「あー、もしかしたら代理秘書だった桜さくら田ださんのことでしょうか？　彼女、副社長に熱を上げてたようです。二ノ宮さんが急遽入院してしまって、ラスベガスに出張のときも同行して。彼女、いろいろとまわりに自慢してたんですよ。副社長と一緒だと」

　香川主任が思い出したように口にした。

「どこかのお嬢様で、副社長とは幼い頃からの知り合いらしく。でも二ノ宮さんが復帰してから、桜田さんも常務の秘書に戻りましたね。確かにふたりが許嫁いいなずけだって噂うわさはあります」

　どこかのお嬢様……ホテルの廊下で会った人のことだよね？　ラスベガスで代理秘書だったと言っているし……彼女が許嫁？　やっぱり、彼女があのとき婚約者だと言ったのは間違っていないのかもしれない。

　でも、佐伯さんが結婚していなかったことにホッとしてもいる。

「瀬戸課長は、副社長とラスベガスで知り合ったんですか？」

　その質問に驚いて、肩を跳ねさせてしまう。

「そ、そうです」

「副社長、見る目ありますね！　瀬戸課長に来てもらってよかったです」

　三山さんと天野さんは顔を見合わせて頷く。

「……よかったかは、結果を出してからでないと。まだうまくいくかわからないし、私も正直不安でいっぱいなんです」

「プレッシャーはありますよね」

　香川主任が同情したような目になる。

「あ、今朝、佐伯本部長って方が来られたけれど、彼は？」

　佐伯というくらいなのだから、兄弟か従兄弟？

「副社長の弟さんですよ。系列のアミューズメント会社の取締役兼プロモーション部の本部長なんです。弟さんもイケメンですよね。雰囲気はちょっと違いますが」

　やっぱり血縁関係だったんだ。でも、どうして別会社なのに私を見に来たの……？　私を知っていたような感じを受けたのは、気のせい？

　第二企画課のみんなは仲がよさそうで、いろいろ話をしているのを主に聞いていた私は、スーツのジャケットの袖をそっとめくる。

「ごめんなさい。私はこれで失礼します」

　バッグから財布を取りだしたところで、思い出して手が止まる。ドルを両替していなかったことに気づいたのだ。

「あ！　瀬戸課長はいいんです！　歓迎会なので！」

「ありがとうございます。今度は私がごちそうしますから」

　第二企画課のみんなに約束して店を出た私は、ビルを出て、地下鉄乗り場を探す。

　確か……ここをまっすぐ行って、最初の角を右に……。

　冬の寒さが身に染みる中、コートの襟を立てて駅を探す。オフィス街を歩いているサラリーマンが数人いて、ついていけば地下鉄の駅に行けるかもと考える。

　佐伯さんの言う通り、私は方向音痴なのかもしれない。ラスベガスではそんなことなかったのに、どこを見ても同じようなビルで方向がわからなくなっている。

　タクシーで帰ろうか……でも、タクシーも全然見かけない。

「あれ？　瀬戸結愛さん？」

　こんなところで名前を呼ばれ、驚いて振り返った。私に声をかけたのは佐伯さんの弟、恭也さんだった。

「こんなところで会うなんて、奇遇ですね？」

「すみません。地下鉄乗り場に行きたいんですが、わからなくて」

　正直に聞いて、場所を教えてもらい、早く自宅に戻りたかった。

　彼は一瞬驚いた顔になったけれど、「ああ」とひとり納得したようだった。

「僕も地下鉄なので、一緒に行きましょう」

「ありがとうございます」

　彼が歩き始める。私がほんの少しあとから歩くと、恭也さんはゆっくりした足取りになった。

「僕のことは恭也と呼んでください。兄貴と紛らわしいでしょう？　日本はどうですか？」

　歩きながらなにか話をしなくては……と考えていると、彼が話題を振ってくれた。

「日本は十二年ぶりなんです。しかも千葉の田舎いなかにいたので、都心はまったくわからなくて。声をかけてくださって助かりました」

「会えてよかったです」

　恭也さんは優しい笑みを浮かべる。やはり兄弟だから、笑顔が佐伯さんと似ている。

「あ、ここです。この階段を下りれば地下鉄ですよ」

「ありがとうございます」

　私たちは階段を下りて、乗り場に着くと自宅の最も寄より駅を確かめる。二ノ宮さんに教えられた駅があった。

　彼は反対の乗り場だという。佐伯さんと同じ家に住んでいるのだろうか。ふとそんなことが頭をよぎった。

「駅に着いてからマンションまでの道、わかりますか？」

「大丈夫です。駅からすぐのところでしたから」

　自信を持ってそう答えた私は、お礼をもう一度言い、やってきた電車に乗り込んだ。

　恭也さんに会えたのはよかった。そうでなければまだまだ地下鉄乗り場を探していたかもしれない。




　目的の駅で下車して、改札へ向かう。抜けると、出口が数ヵ所あり、案内板の前でたたずんでしまう。

　こんなに出口があるなんて知らなかった……とりあえず外に出てみる？　大きなスーパーがあるから、そこが目印になるし……。

　階段を上がって出てみようと思ったとき、突然私の右腕がガシッと掴まれ、驚いて振りはらおうと手を動かす。祖父が合気道の段を持っていたこともあり、護身術を教え込まれていたのだ。

「ちょっと待て！」

　聞き覚えのある声に、動きが止まる。若干身を低くした私が仰ぎ見ると、どうしてここにいるのか、佐伯さんだった。弟じゃなく、兄のほう。

「副社長っ!?　どうしてここに？　突然腕を掴むなんて、危ないじゃないですかっ！」

「危ない？　ひどいの間違いじゃないのか？」

　佐伯さんは切れ長の目でムッとしたように見つめる。

「いいえ。もう少しで副社長を投げ飛ばしそうだったんですよ？」

「俺が投げ飛ばされる？」

　まさかできるわけないとばかりに、鼻で笑う。

「合気道をたしなんでいるんです。なんなら、今ここで投げましょうか？」

「合気道か……。いや、こんなところで投げ飛ばされたくない。行くぞ」

「行くぞ、って？」

　佐伯さんは私の手を握ると、歩き始める。

「君の自宅に決まってるだろう？」

「なぜこんなところにいるんですか？　仕事帰り……じゃないですね？」

　彼はジーンズにダークグリーンのニット、その上にブラウンのチェスターコートを着ている。

「恭也から電話があったんだ。君が丸まるの内うちでウロウロしてたと。もしかしたら、マンションへもたどり着けないかもしれないと思われてたぞ？」

「恭也さんと別れたのは十分前ぐらいなのに、どうしてここに来られたんですか？」

　不思議で仕方なくて、階段を上がりながら聞く私に、佐伯さんは重いため息を官能的な唇から漏らす。

　なんでため息をつかれるのか、わからないんですけど……？

　彼は階段の途中で足を止めて、私の顔を見つめる。

「なんで恭也の名前を呼ぶんだ？」

「え？　名前……ですか？」

　そのとき後ろから人が上がってきて、端にいた佐伯さんは、私の腰に腕を回し引き寄せる。

「さ、佐伯さんっ！」

　狭い階段で、彼の腕に閉じ込められるようにして立つしかない私は、通行人が過ぎると離れようとした。

　心臓が爆発しそうで、呼吸が苦しい。

「動くな。俺を〝佐伯さん〟と呼ぶのに、どうして弟は〝恭也さん〟なんだ？　ちゃんと説明しろ」

　命令口調の佐伯さんは、なんだか不機嫌そうで……。

「動くな、って……離してください。もう通り過ぎましたから。それに、説明しろと言われても、佐伯さんがおふたりなのでわかりやすいように。恭也さんにも名前で呼んでと言われましたし」

　階段の途中で抱き合っているような格好だから、横を通る人がいたら驚いてしまうだろう。

　きっぱり告げると、尊大にため息をついた佐伯さんの腕が腰から離れ、彼は階段を上がり始める。

　地上に出て、歩道から車が行き交う道路の向こうを見ると、昨日行ったスーパーが目に入った。

「俺のことを拓真と呼べばいい。恭也のことは佐伯さんと呼べよ」

　マンションに向かいながら彼は言う。

　もしかして、嫉妬してくれているとか？　でもそんなことあるわけない。

「副社長を名前で呼ぶことなんてできません」

　マンションのエントランスが見えてきた。

「そうだ、どうして副社長は駅に……？」

　迷子にならずに助かったけれど、疑問が残る。

「言っただろう？　恭也から電話が来たんだ」

「私が聞きたいのは、どうしてそんな短時間で迎えに来られたのかということです」

　佐伯さんはマンションの中へ入り、ポケットからカードを取りだしてガラスのドアを開ける。

「ほら、入れよ」

「もしかして……!?」

「俺の住まいも、このマンションだ」

　私は呆気に取られる。きっとマヌケな顔になっているに違いない。

　御影石の艶やかなホールを抜けて、エレベーターに戸惑いながら乗り込むと、十五階を押す。他の階のボタンは押されない。

　エレベーターはノンストップで十五階に到着した。

「……佐伯さんも十五階なんですね？」

「ああ。隣人だ」

　彼はひとつ手前のドアで立ち止まる。

「俺も引っ越してきたばかりなんだ。そうだ、一緒に引っ越しそばでも食べるか？」

「ふざけないでくださいっ。いったいどういうつもりなんですか？」

　これは偶然？　ううん、こんなこと偶然であるはずがない。

「俺もそろそろひとり暮らしをしようと思ってたところへ、君がベガスから来ることになり、マンションを探すと、このマンションの最上階がふた部屋空いてた。それだけだ」

「……わかりました。いい物件がふた部屋あったということなんですね？」

「その通り」

　私は内心ガッカリしていた。私に好意があって、この状況になったのかと思ってしまったけれど、どうやら違うよう。

　でも、誰かと同どう棲せいしているわけじゃないのだと思うと、ホッとしている自分がいる。

「ではおやすみなさい。あ、のちほど結果がどうなったか、報告のメールを入れます」

「メールじゃなくて電話にしてくれ。なんならインターホンを押してくれてもいいが？」

　私の反応を楽しんでからかっているんだ。

「電話にします！　では！」

　私は彼の横を通り、ドアを開けて入ると、玄関を背にしてずるずると座り込んでしまった。

　佐伯さんに触れられたところすべてが、疼いている……。

　連絡先も教えてくれないで帰国し、勝手に日本に呼び寄せて、いったい私の気持ちはどうすればいいの？

　佐伯さんのことを考えちゃダメ。今は仕事をしなくては。

　のろのろと立ち上がるとリビングへ入り、ソファの上にバッグを置く。

「疲れた……」

　今日一日、いろいろなことがありすぎて消化できていない。

　壁の時計に視線を向けると、二十二時十五分。お風呂に入ってからフランスに電話しよう。

　寒いから、シャワーよりバスタブに入りたい。

　バスルームに行くと、パネルにある湯張りのスイッチを押した。










彼の考えていること




　バスタブで温まる私が考えるのは、佐伯さんのこと。彼を心の中から締めだそうとしても、それは無理だった。

　ラスベガスで会ったあの女性は、本当に佐伯さんの婚約者だった？　それとも私のことで破談になった？

　円滑に仕事をこなすためにも、彼に聞いたほうがいいのかな？

　でも私は仕事をするために呼ばれたのであって、恋愛のためじゃない。

「今はパリのメリルバレエ団と契約を取らなきゃ」

　彼に対する気持ちを押し込め、仕事をしなくては。




　Ｔシャツとショーツのまま髪を乾かし、リビングへ行き、ソファに座る。空調システムが管理されている部屋は暖かくて快適だ。

　バッグから自分のスマホと、支給されたスマホを出す。

　自分のスマホからメリルバレエ団の番号を探し、会社のスマホに入れると、通話の表示をタップした。

　現地時間では十四時を過ぎている。けれど呼びだし音を十回ほど鳴らしても出ない。

　見知らぬ番号に警戒をしているのだろうか……。

　そこへ――。

『ウイ？』

　気だるそうな男性の、のんびりした声が聞こえてきた。

「ボンジュール、こちらはユア・セトと申します。今年の六月にラスベガスで挨拶をしたことが――」

　フランス語は挨拶程度しかできないけれど、ラスベガスで会ったときは英語で会話をしたから、切り替えて話し始める。

『……ああ！　あの綺麗な日本人の女性かしら？』

　気だるそうだった声は、今度は眠気が覚めたようにはっきり聞こえる。電話の相手は男性だけど、どこか女っぽい。

「覚えてくださっていたんですか？」

　すぐにわかってもらえて、ホッと安堵する。

『もちろんよー、ラスベガスのホテルの』

「ええ。今は日本の企業へ出向中で、ラスベガスにはいないのですが、実は――」

　私はミーティングで話したことを、代表のメリルさんに話す。彼は真剣に聞いてくれている。

　我が社のホームページに劇場完成図が載っており、ＵＲＬを送るので見てほしいと付け加えた。

『――わかりました。劇団員は他の仕事を持っているので、スケジュール調整がつくかは、四日以内に連絡させてもらいます』

「よろしくお願いします」

　電話を切り、ソファの背もたれに頭をつける。

　前向きに検討してもらえるようで、肩の荷が少しだけ下りた気がする。やはりすぐに返事というのは無理があるだろう。

　私はホームページのＵＲＬをメールに貼りつけ、メリルさんに送った。

　それから会社のスマホで佐伯さんへ電話をかけると、彼はすぐに出た。

「瀬戸です」

　佐伯さんに電話をかけるのは胸がドキドキして、声が震えてしまわないか心配だ。とりあえず、普通の声を出せたよね？

『どうだった？』

「四日以内に返事をくれるそうです」

『で、どうなんだ？』

　手応えが知りたいのだろう。乗り気な雰囲気はあったけれど、ぬか喜びにならないようにしたい。

「どうでしょうか……まだわかりません……」

『……わからない……そうか……別のところも当たったほうがいいのかもしれないな』

　わからないと聞いて、佐伯さんの口調は静かだ。

「他も当たりますが、声をかけるのは、返事を聞いてからにしたいです」

『わかった。お疲れ』

　仕事をしていたのか、さっきの軽口を叩いていた佐伯さんとは別人のようで、それだけ言うと電話が切られた。そっけない感じで、スマホの画面を見ながら大きく息をついた。

　なにを期待してるんだろう、私……。




　翌日、八時半の始業時間に間に合うよう、余裕を持って七時四十五分に家を出る。

　ベージュのツイードスーツに合わせて黒いパンプスを履いていると、インターホンが鳴った。

　ドアの覗き穴から見ると、佐伯さんだった。直接玄関のインターホンが鳴っているから、彼以外いないのだろうけど。

　ドアを開けると、一分の隙もないスーツに、濃いグレーのショートトレンチコートを身に着けた、洗練された姿の佐伯さんに、「おはようございます」と挨拶をする。

「車で行こう」

「せっかくですが、私は電車で行きます。明るいうちに会社の場所を確認したいので」

　朝から一緒に行くなんて心臓に悪い。今日一日、佐伯さんが頭から離れなくなるかもしれない。

「わかった。無理にとは言わない。じゃ」

　呆気なく彼は引き下がり、去っていく。

　なんなのっ!?　もうっ。断ったけれど……さっぱりしすぎなんじゃありませんか？

　そんなことを考えてしまう私は、やっぱり佐伯さんにかまわれたいのだと自覚した。




　会社のある駅に着いて案内板を確認すると、我が社のビル名を見つけ、出口がすぐにわかった。

　地上に出る出口さえわかれば簡単ね。

　第二企画課のフロアに入る頃には、方向音痴じゃなかったと自信がついていた。

「おはようございます」

　給湯室からコーヒーを持ってちょうど出てきた香川主任が、爽やかに挨拶をした。

「おはようございます。あ、香川主任、有名すぎないニューハーフタレントのリストを出してもらえますか？　条件は、女性的で綺麗なニューハーフじゃない。それだけです」

　まだ確定ではないけれど、準備は必要だ。

「出演ＯＫが出たんですか!?」

　香川主任の顔が期待に高揚しているのを見て、私は軽く首を横に振る。

「四日以内に連絡が来ます。決まってからでは遅いので、先に動きます」

「わかりました！」

　課長室に入るとき、隣の佐伯さんの部屋を見る。ブラインドから明かりは漏れておらず、そこにはいないことがわかった。

　カシミヤのコートを脱ぎながらパソコンの電源を入れ、バッグからふたつのスマホを出してデスクの上に置く。

　もしメリルバレエ団が了承してくれたとして、公演は一ヵ月から二ヵ月。次の公演のためのパフォーマンス団体も探さなければならない。悩みどころだ。

　昨日もらった資料を、もう一度読み始めた。

　しばらくするとデスクの上の電話が鳴った。どうやら内線のようだ。

「はい。瀬戸です」

「二ノ宮です。一時間後に副社長が劇場を視察に行かれます。ご一緒にと」

「わかりました」

　一時間後というと、十時だ。

「では、エントランスに車を回しますので」

　二ノ宮さんの電話が切れる。

　劇場へはあとで行ってみようと思っていたところだったので、ちょうどよかった。




　一時間後、エントランスで待っていると、運転手付きの黒塗りの車が目の前で停まった。二ノ宮さんが助手席から出てきて、後部座席のドアを開けてくれる。

「ありがとうございます」

　乗り込むと、佐伯さんが座っており、タブレット片手に仕事をしている。

「よろしくお願いします」

　私に視線を向けた彼に挨拶をして、バッグを膝の上に置く。

　二ノ宮さんが助手席に座ると、車は静かに動きだした。

　仕事をしている佐伯さんにならって、私もバッグからタブレットを出して電源を入れようとすると――。

「移動中ぐらい休んでいればいい」

　佐伯さんは自分の持っているタブレットから私へと視線を移していた。

「副社長も、それは同じではないでしょうか？」

「それもそうだな」

　彼は電源を切り、ビジネスバッグにタブレットをしまう。

「お仕事はいいのですか？」

「ああ。あと少しで到着するしな」

　佐伯さんが仕事をやめたのに、私がするわけにはいかない。私もバッグにタブレットをしまったのだった。




　劇場の入る商業施設は五階建てで、横に広い建物だ。五階に劇場が入り、それ以外は飲食店、雑貨やアパレル関係のショップ、アミューズメント施設が展開される。

　外装は一部を残してほぼ完成し、現在は内装工事の真っただ中。

　エレベーターで五階まで上がり、降りたところに劇場への入口がある。外から劇場のロビーが見えるように、ガラスで仕切られている。絨じゅう毯たんはロイヤルブルーで上品だ。

　総客席数は約千席。サイドバルコニーは三階まで設置され、コンパクトでどの席からも舞台が観やすくなっている。客席のシートはブラウンとクリーム色で統一され、デザインの美しさも窺うかがえる。

　劇場での客の休憩室であるホワイエは、クリーム色を基調としたインテリアで、そこでお酒やソフトドリンクなどの飲み物が飲めるようになっていると佐伯さんが説明していく。

　全体的に落ち着いて鑑賞できるのではないかと思われ、素晴らしいのひとことに尽きる。

「どうだ？」

　ひとまわり、ぐるっと歩き、そのたびに佐伯さんは解説をしてくれていた。

「素晴らしい劇場だと思います。ここの施設をすべて楽しんだとしても、とても一日では回りきれなさそうです」

　自信を持ってアーティストに公演依頼を出せる場所だ。

　劇場からレストラン、テナントまですべて見終わると、十三時近くになっていた。

　私たちを待っていた車の前まで来ると、佐伯さんが腕時計を見る。

「食事をして戻ろう」

「副社長、私はこれから書類を届けに行かなくてはなりませんので、お先に失礼させていただきます」

　そう言ったのは二ノ宮さんだ。

「わかった」

　佐伯さんは彼女に頷く。

　ここから駅まで歩いて十分もかからないらしい。二ノ宮さんはヒールの音を響かせて去っていった。

「副社長、私のことはお気遣い無用です。どこかで適当に食べてから戻ります」

　常に一緒にいたら、思いが募るばかりになってしまう。

「俺ひとりで寂しく食事しろと言うのか？」

「そういうわけでは……わかりました。ご一緒します」

　佐伯さんは後部座席のドアを開けて、先に入るよう私に促し、続いて乗り込んだ。

「寿司は？　聞くのも愚問だったな。おじいさんが寿司職人だったなら、食べられないってことはないだろう？」

「はい。大好きです」

「築つき地じへ行ってくれ」

　佐伯さんは運転手に行き先を告げた。どうやら寿司を食べに行くよう。




　築地へもそれほど時間がかからずに到着する。車から先に降りた佐伯さんは、私を待ってからスタスタ歩き始める。

　五分ほど歩くと、小さな寿司屋の木枠のドアを開けて、私を先に入らせた。

　カウンターしかない狭い店内。奥のふた席が空いている。

　店主は佐伯さんと知り合いのようで、皺のある顔を緩ませながら「奥にどうぞ！」と元気のいい声を発した。

　七十代の髪の薄い男性で、なんだか祖父を見ているようだった。

　一昨日、刺身を食べたけれど、やはり寿司とは違う。久しぶりの寿司に、食べる手が止まらない。佐伯さんもお腹を空かせていたようで、よく食べている。

　佐伯さんはこのあと、重役会議があり、落ち着いて食べる時間がないようだ。会話もそこそこに、お腹が満たされると寿司屋をあとにした。

　わざわざ築地の寿司屋まで連れてこなくてもよかったのに……と思ったけれど、彼の気遣いだったのかもしれない。

　外は寒いけれど、心はほっこりして会社へ戻った。




　オフィスで香川主任が出してくれたニューハーフのリストを確認していると、会社のスマホが鳴った。見覚えのない番号だ。

「もしもし？」

『瀬戸結愛さんね？』

　少し高音の、どこかで聞いたような女性の声だった。

「はい。そうですが？」

『桜田真ま希きといいます。ラスベガスで会った』

　電話の主は、私をコールガール扱いした女性だった。困惑していると、彼女は話を続ける。

『お話があります。隣の丸まる橋はしビルの一階にあるカフェに来てもらえます？』

　話……？

「すみません。今は――」

『あなたと副社長に関わることでも？』

　挑戦的な言い方から察するに、避けたい話であることは間違いない。けれど、私だけでなく副社長に関わることと言われては行かざるを得ない。

「わかりました」

　パソコンに表示されている時刻が十五時。今から十分後に行くと伝えると、彼女は電話を一方的に切った。

　コートとバッグを持って部屋を出て、ドア近くのコピー機の前にいた香川主任に、「三十分ほどで戻ります」と告げて第二企画課を出た。




　よくこのビルに来るものだと思いながら、大きな書店の対面にあるカフェに入る。

　それほど広いカフェではなく、出入口で店内を見渡せるぐらいの規模。席はビジネスマンなどでほどよく埋まっている。

　私は桜田さんを探した。視線を泳がせていると、こちら側を向いていた女性と目が合った。あれから三ヵ月ほど経っているけれど、顎のラインで揃えられていたボブヘアの長さは記憶にある通りで、まったく変わっていないよう。

　あの長さが好きなのね、と心の中で思う。

　彼女の座っている四人がけの席に近づくと、なにも言わずに前の席に腰を下ろした。

「仕事を理由にこんなところまで拓真さんを追いかけてきたことに、びっくりしたわ」

　彼女の開口一番のセリフがきつい言葉で、対応に苦慮してしまう。

「黙ってるところを見ると、図星なのね？　あなたにあのプロジェクトを任せるなんて、拓真さん、どうかしてるわ」

　桜田さんはツンとした鼻で笑う。

「佐伯副社長を追いかけてきたわけじゃありません」

　私は硬い表情のまま言った。

「あなたは彼が困ってることを知って、自分が日本へ行けるようにうまく言いくるめたんじゃないの？　あ、私はホットコーヒーね」

　ウエイトレスがやってきて、桜田さんはぞんざいにオーダーする。私もホットコーヒーを頼んだ。

「ねえ？　どうなの？　あなたは既婚者なのに、拓真さんを追いかけてきたんでしょう？　身のほど知らずね」

　ウエイトレスが去っていくと、桜田さんは腕を組みながら返事を急かす。

「副社長が私を呼んだんです。呼んだ理由は、仕事以外の何物でもありませんから。このマリッジリングは……私、本当は結婚してません。既婚者としておくほうがいろいろ面倒でないと思ったからです」

「あのときも、あなたはそのマリッジリングをしていたわ。あなたはバツイチなの？　だから彼の元へ来たの？　同じマンションに住むなんて、愛人と同じよね？」

　そこまで調べている彼女に、驚きを隠せない。それとも佐伯さんから聞いたのだろうか？

　ふと彼女の左手の薬指を見ると、ラスベガスで見たダイヤモンドの指輪はなかった。

「拓真さんが好きなんでしょう？　もちろん、彼の魅力は女性を惹きつけるものね。それとも彼の財力に惹かれたのかしら？」

　私は佐伯さんが好きだけど、今は仕事をしなければと思っている。出向してきたからには、プロジェクトを成功させなければならない。でも、毎日彼が気になっているのは確かだ。

「あなたは……佐伯さんの婚約者ではないのですか？」

　私のせいで破談になったのなら、申し訳ないことをしたと心から思う。それでも彼女の態度に嫌悪感を覚えてしまい、冷たい声に聞こえるかもしれない。

「私は彼の婚約者よ。ラスベガスへ行っていたときは婚約者じゃなかったけれど、今となっては関係ないわよね？　あのときのあなたの顔ったら、なかったわ」

　当時は違うとすんなり認めた彼女は、おかしそうに笑う。

「私をここへ呼んだ理由はなんでしょうか？」

　そこへコーヒーが運ばれてくる。

　桜田さんは私の質問に答えず、ミルクと砂糖を入れてスプーンでかき混ぜた。

「そうね。時間もないし、本題へ入るわ」

　彼女が上品な所作でカップを口元へ持っていくのを、じっと見つめてしまう。

「ラスベガスへ帰ってちょうだい」

「えっ!?　今、なんて……？」

「ラスベガスに帰りなさいと言ってるのよ」

　どうしてこの人はここまで強気で命令するのだろう……？　私には大事な仕事があるのに。

「まさか、妊娠したりしてないわよね？」

「し、してません！」

　妊娠を指摘されて、頬が熱くなる。

「それならいいわ。私と拓真さんの親はとても親しい付き合いで、彼のご両親は私をぜひお嫁さんにと言ってるの。結婚式場だってグループのホテルを予約してるのよ」

　佐伯さんのご両親が、彼女をお嫁さんにしたがっていると聞いて、気持ちが落ち込むのは否めない。

「……それは桜田さんと佐伯さんの問題で、私には関係ありません。ですから、私を気になさらずに、結婚話を進めればいいと思います」

　成功させなくてはならない仕事があるのだから、ラスベガスへは帰れないし。今の私にはこれしか言えない。

「わかったわ。ラスベガスに帰らないのなら、私にも考えがあるから」

　桜田さんはブランドバッグから財布を出して、千円札を取りだすと、伝票の上に置く。そしてツンとすましてカフェを出ていった。

　彼女が去って両手を口元に置くと、深いため息が漏れる。

『私にも考えがあるから』って、なにがあるというの……？

　桜田さんは佐伯さんの婚約者……。

　まったく手をつけていなかった、少しぬるくなったコーヒーをひと口飲むと、私は立ち上がった。




　会計でテイクアウトもできると知り、第二企画課のみんなの分のコーヒーを買って、オフィスへ戻った。

　第二企画課のドアを開けると、コーヒーが並んだ箱を空いているデスクの上に置く。そこからコーヒーをひとつ取って、残りを配ってもらうよう天野さんに言い、課長室へ入ろうとすると、副社長の部屋のドアが開いて佐伯さんが姿を見せた。

「お疲れさまです」

　挨拶をして、自分の分にと思っていたコーヒーを彼に渡す。

「これは君の分だろう？」

　佐伯さんは、天野さんがみんなに配っているコーヒーを見て言った。

「私は飲んできたのでいいんです。どうぞ」

「ありがとう。で、君ひとりで飲んできたわけじゃないよな？　もしかして恭也と？」

　佐伯さんは、なにを考えているのかわからない瞳を私に向ける。

「どうして相手が恭也さんになるんですか。ちょっとアイデアに詰まったので、ひとりで息抜きしてきただけです」

　他の社員に聞こえるところで、そんな話をされるとは、驚いてしまう。ふとみんなに顔を向けると、ササッとパソコンに視線を戻している。

「では失礼します」

「ああ。ごちそうさま」

　私は頭を軽く下げて、課長室へ入る。佐伯さんも第二企画課を出ていったようだ。

　佐伯さんには婚約者がいる。心の中の悲しみを押し殺して、彼の婚約者、桜田さんから電話をもらう前まで読んでいたニューハーフのリストを検討し始めた。




　三日後の金曜日、十七時半過ぎにメールが入った。メリルバレエ団からだった。

　四日以内の返事と言われていたけど、少し早いメールに不安を覚える。

　お願いします。引き受ける内容でありますように……。

　嫌な考えを払拭するように、深呼吸してからメールを開く。

　悪い予感は的中で、今回はメンバーたちの都合がつかず、出演はできないとのことだった。

　ガクッと肩を落としてしまうと、デスクの上に突っ伏したくなる。

　ダメ！　これでめげてはいけない。次に進まないと。

　もうひとつ念頭にあったコメディバレエ団の拠点は、ロサンゼルス。ロサンゼルスとの時差は約十七時間で、今は真夜中の十二時半だ。マンションへ戻ってから電話をかけよう。二十六時にかければ向こうは朝の九時。

　佐伯さんに報告するために、二ノ宮さんに電話をすると、三十階の副社長室へ来てほしいと言われる。

　うれしい報告ができないのが残念で、副社長室へ向かう足取りは重い。

　エレベーターで三階上の三十階で降りると、重役たちがいるその階は、ホワイトとブラックを基調とした落ち着いた雰囲気だった。

　歩きながら、メリルバレエ団からのメールをプリントアウトしたものに、もう一度視線を落とす。

　めげてしまっては先へ進まない。そう考えてもふがいなく思い、気持ちが落ち込んでいる。

　そのとき、なにかに肩がぶつかり、その衝撃で手に持っていたタブレットと書類が磨かれた床に落ちる。

「どこを見て歩いてるんだ！」

　次の瞬間、太い声に叱責された。

「申し訳ありません！　お怪我はなかったでしょうか？」

　このフロアにいるということは、重役か取引先の人物なのかもしれない。すぐさま深く頭を下げてから、激怒している主を見る。

　白髪交じりの五十代後半の男性だった。その隣に、おかしそうな笑みを口元に浮かべた桜田さんが立っていた。

「まったく！　よそ見をしながら歩くとは！　このフロアになんの用なんだ！」

　まだ怒りの治まらないらしい男性はさらに強く言う。

「常務、彼女は副社長がラスベガスから直々に呼んだ女性です」

　桜田さんはなんとなく含みのある言い方で常務に知らせた。

「君が？　こんな小娘に大事なプロジェクトを任せるとは、副社長らしくないな。失敗したら大変なことになるのはわかりきってるだろうに」

「綺麗な顔で副社長に取り入ったのでしょう。仕方ありませんわ」

　桜田さんは悲しそうな顔を常務に向ける。

「うむ……君は理解のある、たいした女性だ。副社長は君のような婚約者がいて幸せだな」

　常務はまるで汚いものを見る目つきで私に目をやる。

　不注意でぶつかってしまったのはこちらの非だけど、ここまで言われるとは。

「悲しいですが、私は見守ることしかできません」

　桜田さんはしおらしく言い、潤んだ目に指先を当てる。

　そこへ誰かが近づくハイヒールの音が聞こえてきた。

「常務、瀬戸課長とご一緒だったのですね」

　二ノ宮さんだった。

「瀬戸課長、遅いのでお迎えに参りました」

「あ……す、すみません」

　二ノ宮さんを待たせてしまい、私は頭を下げる。佐伯さんも報告を待っているはず。

　彼女は壁際に落ちているタブレットと書類を、美しい所作でしゃがんで拾う。

「常務、本日は安あん藤どう建設の社長とお会いになるのでは？」

　二ノ宮さんは常務に凛りんとした表情を向けた。

「ん？　ああ、そうだった。桜田くん、行こう」

　ふたりはエレベーターホールに向かっていった。

「大丈夫ですか？　タブレットにひびが――」

　拾ったタブレットを見てから二ノ宮さんは私に尋ねた。

「二ノ宮さん、ありがとうございました。常務とぶつかってしまって……」

　先ほどの常務の言葉が耳に残っている。

『君が？　こんな小娘に大事なプロジェクトを任せるとは、副社長らしくないな。失敗したら大変なことになるのはわかりきってるだろうに』

　うまくいかなかったら……。そう思った途端、背筋がゾクッとして、両腕で身体を抱いた。

「どこか痛いところが？　顔色が悪いです」

　私の様子に二ノ宮さんは顔を覗き込む。

「い、いいえ……タブレットが……すみません。弁償します。副社長室へ早く行かないと」

「瀬戸課長、弁償はなさらなくても大丈夫です。あとで同じものをお持ちします」

　歩き始めた私の横に二ノ宮さんは並ぶ。

「私の不注意ですから」

　頭の中に不安が渦巻き、この話を早く終わらせたかった。

　突き当たりの重厚な木材のドアプレートに書かれてある、【副社長室】の文字の前で立ち止まる。

　二ノ宮さんはドアを開けると身体をずらし、私を中へ進ませる。私が部屋へ入るのを見届けると、左手のドアをノックした。

「どうぞ」

　佐伯さんの声に、ドアを開けて中へ入った。副社長室は広く、私の課長室の三倍以上ありそうだ。中央に大きなクリーム色のソファセットがあった。

　佐伯さんは大きなデスクの端に腰かけ、窓を背にしてこちらを向いていた。手に書類を持っている。

「遅かったな。具合が悪いのか？　顔色がよくない」

「体調は問題ないです。遅くなって申し訳ありません」

　佐伯さんの前まで行って頭を下げる。

「……ご報告があります」

「メリルバレエ団から連絡が？」

「はい。都合がつかず、出演できないとのことでした」

　気落ちしているせいか、声が小さくなってしまう。佐伯さんにメールをプリントアウトした用紙を手渡した。

「……そうか……仕方ない。次の候補は？」

「ロサンゼルスのスティーブンソンバレエ団にコンタクトします。時差がありますので、自宅からかけてみます」

「わかった。また直接知らせてくれ。遅い時間でもいいから」

　佐伯さんは立ち上がると、手にしていた書類をデスクに置いて私をドアまで送る。

「わかりました。失礼します」

　ドアを開けようとすると、彼に呼び止められる。

「本当に大丈夫か？　最初からうまくいくとは思ってないから、安心しろよ」

　振り向きざまに髪を撫でられた。その瞬間から、心臓が暴れ始める。

「も、もちろんです。ありがとうございます。では」

　ぎこちない返事になってしまった私は、そっけない態度で佐伯さんの手から離れ、ドアを開けた。

　彼から半径一メートル以上離れておかなければ。そうしないとすぐに胸が高鳴ってしまい、苦しくなる。




　定時になり、今日は早めに帰宅して自宅で仕事をしようとフロアを出た。

　上から来たエレベーターに乗り込むと、中にふたりの女性がいる。ひとりは桜田さんだった。

　今日はよく会う……。

　軽く頭を下げて背を向けると、ドアが閉まる。

　後ろに立つ彼女たちは、こそこそ話を始める。私に関係のない話をしているのかもしれないけれど、エレベーターが一階に到着するまで、針のむしろに座らされているような気分だった。

　二階を通り過ぎ、もうすぐ一階……というところで桜田さんが私の隣に来て、はっきりと聞こえるように言った。

「私、気が短いのよ。待たせないでね」

　そこで一階にエレベーターが到着した。桜田さんと一緒にいた女性が先に降り、彼女もそのあとに続く。桜田さんは降りようとしたとき、突然よろけて私にぶつかった。ふいのことで踏ん張れず、私もよろけてエレベーターの壁に右肩を強くぶつける。

「うっ……」

　鈍い痛みで思わず声が出た。

「あら、ごめんなさいね」

　体勢をすぐに立て直し、にっこり笑う姿は少しも申し訳ないと思っていない感じだ。その笑みを見て、わざとだったのだと悟る。

「気をつけてください」

　痛む右肩を擦り、エレベーターを降りたときには、桜田さんはエントランスに向かっていた。

　絶対に友達になれないタイプだと、重いため息が私の口から出る。

　左肩に提げているバッグを直すと、ローズピンク色の口紅がコートにべったりついているのが目に入った。

　こんなことまでやるとは……なんて幼稚な人なの。

『私、気が短いのよ。待たせないでね』

　彼女の言葉が頭の中で繰り返される。

　気が短いからって、なんだというの……？　これくらいたいしたことないわ。私は仕事で来ているんだから、放っておいてほしい。

　そう思っても彼女の言葉が気になってしまう。

　最寄り駅に着いてマンションの近くのスーパーで買い物をして、自宅に戻ったときも、彼女と佐伯さんのことを考えてしまっていた。










誤解が解けるとき




　お風呂から上がり、スーパーで買ってきた半額の唐揚げ弁当を食べながら、ノートパソコンで仕事を始める。

　場所はくつろげるリビングのローテーブルの上。仕事をしていると、食べるのがおろそかになる。

　気づけば唐揚げ弁当は、全体的に冷めてしまっていた。

　炊飯器を使ったのはここに来た当日だけで、あとはお弁当のお世話になっている生活。初日は自炊が楽しかったのに、忙しくなると結局、適当になってしまう。

　ここでもラスベガスでもなにも変わらないなと、冷めたお弁当を見て苦笑いを浮かべる。まずは食べてしまおう。

　急いで食事を終えると、すぐにノートパソコンに意識が集中する。

　スティーブンソンバレエ団がダメだった場合の候補を探すうちに、いつの間にか二十六時近くになっていた。もうそろそろ電話をしても失礼に当たらないだろう。

　パソコンの横に置いていたスマホを取り上げた。スティーブンソンバレエ団の代表に電話をかける。それほど待たずに繋がった。

「ハロー、私はユア・セトと申します。以前、ロサンゼルスでお会いした者です」

『ハロー、ミズ・ユア。突然のお電話はなにかしら？』

　メリルバレエ団の代表と同じ、女っぽいイントネーションだ。

「実は――」

　メリルバレエ団と同じことを、スティーブンソンバレエ団の代表に説明する。

『わかりましたわ。数日、時間をください』

「よろしくお願いします。詳細はメールを送ります」

　八分ほどの会話が終わり、私は静かに通話を切った。

　感触はどうかな……私のこともちゃんと覚えていてくれて、悪い感じはしなかったけど……。

　でも、メリルバレエ団のときもそう思ったのだ。期待しすぎると精神的によくない。

「そうだ、佐伯さんに連絡しないと」

　まだ手に持っていたスマホで佐伯さんを呼びだす。なかなか出なくて、さすがに寝ているんだろうと思ったとき、慌てたように『もしもし？』と彼の声がした。

　それから続いて『ああっ！』と佐伯さんらしからぬ声が聞こえたかと思ったら、通話が切れてしまった。

　えっ……どうしたの……!?

　もう一度かけても繋がらず、心配になる。

　部屋着として使っている水色のジャージ姿を見下ろし、ふうっと息をついて、ソファの背に置きっぱなしにしていたコートを羽織ろうとしたけど手が止まる。

　口紅がついちゃっているから別のを着なきゃ。

　寝室に入り、ラスベガスから着てきたコートをクローゼットから出して羽織り、玄関に向かった。

　佐伯さんの部屋のインターホンを鳴らすと、彼はすぐに出てきた。

「どうしたんですか？　大丈夫ですか？」

　特に変わりはないようで安心する。

「ああ。悪い。とりあえず入って」

　部屋に引き込まれ、中へ進ませられる。

　そうなると佐伯さんを意識せずにはいられなくなり、視線を部屋の中へ向けた。リビングには落ち着いた黒革のソファセットがあり、私の部屋とずいぶん雰囲気が違う。

　そこで食欲をそそるいい匂いが鼻をつく。

　佐伯さんは帰ってきたばかりなのか、深夜なのにスーツのジャケットを脱いだだけの姿で、ワイシャツの袖を肘のあたりまでまくっていた。

「こんな時間に料理をされていたんですか？」

　佐伯さんのような男性が料理をするとは思わなくて、驚きを隠せず聞いていた。しかも真夜中だ。

「ああ。ときどき無性にちゃんこ鍋が食べたくなるんだ。スープも市販のものだし、具材も適当だがな。で、作りながら君の電話に出たら、床に落としてしまった」

　アイランドキッチンのカウンターの上に、ひびの入ったスマホが置いてある。

「すみません。変なときに電話をしてしまって」

「謝るなよ。俺がうっかりしただけだ。濡れた手で出たせいだから。座って」

　彼は自分が座る対面のソファを示す。私はコートを着たまま腰を下ろした。

「スティーブンソンバレエ団ですが、数日時間をくださいとのことでした」

　たったこれだけだから、メールでもいいと思うけれど……。

　仕事の話をしに来たのに、佐伯さんを意識してしまい、なんだか目のやり場に困る。

「……彼らがダメだった場合……頭が痛いな」

　そう言われて、うつむいていた私が顔を上げると、佐伯さんに渋い表情で見つめられていた。

「そうですね……」と視線を逸らそうとすると、まくられたワイシャツの袖から出ている筋肉質の腕に目がいってしまいそうになる。

「……ですが、なんとか見つけます」

　私はそのために呼ばれたのだから、結果を出さなければならない。見つからなかったら、私をラスベガスから呼んだ副社長も責任を問われてしまう。

「よろしく頼むよ」

「はい。では失礼します」

　私はすっくと立ち上がって、頭を下げた。

「夕食は食べたのか？　とっくに夜食の時間だよな。ちゃんこがたっぷりあるんだ。食べないか？」

「一応、夕食は食べましたが……」

　佐伯さんが手作りしていたのに、私がお弁当で済ませたなんて恥ずかしい。

　唐揚げ弁当を食べてから、かれこれ六時間は経っている。そそられるいい香りに、胃の中に余裕ができた気がする。

「夜中だが、食べていけよ」

　佐伯さんはローテーブルにカセットコンロを置いて、キッチンへ入っていく。

「手伝います」

「悪いな。じゃあ、これ持っていって」

　小どんぶりや箸がカウンターに出されて、それをローテーブルへ並べる。すぐに佐伯さんがグツグツ煮えた土鍋をカセットコンロの上に置いた。

　花柄のミトンをつけている彼が微笑ましくて、私の顔がほころぶ。

　そのかわいらしいミトンで土鍋のふたが開けられると、さらにおいしそうな香りがした。

「なにかおかしいか？」

　佐伯さんはキョトンとした顔になる。

「そのミトンがかわいいなと思って」

「小物は二ノ宮くんに任せたから、彼女の好みだろう」

　二ノ宮さんがかわいらしいものが好みだと聞いて、意外だった。テキパキしている彼女は、もう少しシンプルなものを好みそうだったから。

　それから缶ビールをふたつ持って戻ってきた彼は、直にラグの上に座り、カセットコンロの火を点ける。直後、温まっていた土鍋がグツグツしだす。

「食べよう」

「いただきます」

　両手を合わせてから箸を持ち、おいしそうな具を土鍋から取って食べ始める。

「おいしいです」

　鳥のつみれ団子は味が染み込んでいて、生しょう姜がの風味が口の中へ広がった。

「たくさん作っておいてよかった」

　佐伯さんもお腹が空いているようで、食べる勢いは止まらない。

　温かいものを食べているせいで、汗がじっとり出てきた。手の甲で軽く拭っていると、彼が笑う。

「暑いんだろう？　コートを脱げばいいんじゃないか？」

「でもこの下はジャージで……」

「それくらい普通だろ？」

　変に恥ずかしがれば、彼を意識していると思われてしまう。私はコートを脱いだ。




　締めのうどんまで完食し、土鍋の中がほとんどなくなると、佐伯さんはふと立ち上がりキッチンへ入っていく。

　戻ってきた彼の手に、小さな瓶の日本酒と、青い色をしたガラスのおちょこがふたつある。

「日本酒は飲める？　飲みたくなったんだ」

　祖父の寿司屋でも日本酒は置いてあり、飲める年齢になると、ときどき一緒に飲むのが好きだった。

「はい」

　気泡が入った小さなおちょこに、冷酒が注がれる。

「いただきます」

　ひと口飲むと、かあーっと辛口のお酒が喉を通っていく。ちょっと私にはきつい日本酒だ。でも、後味が爽やかで、またひと口飲みたくなる。

　佐伯さんは手酌で早くも二杯目。こうしていると、ラスベガスで食事をしたときのことが鮮明に思い出される。

　佐伯さんはどうなんだろう？　あのときのことを思い出してくれたりした？

　ふいに、彼が突然ラスベガスを去っていった日のことが頭をよぎり、つらくなる。

　一年後、出向が終われば佐伯さんの元から去るのだ。それに彼には婚約者がいる。その間に、佐伯さんは彼女と結婚してしまうかもしれない……。

　私にできることは、早く彼への思いを断ち切ることだけ。

「どうした？　ぼんやりしているが、もう酔いが回った？」

「え？　いいえ。まだまだいけますよ」

　おちょこに半分ほど残っていた冷酒を、グッと喉に通す。空になったおちょこに再び冷酒が注がれた。

　壁にかかっている時計を見ると、もう三時を過ぎている。

　今日は土曜日で休みだから、まだここにいてもいいよね。もう少し佐伯さんと一緒にいたい。

　佐伯さんは私に「飲んでろよ」と言って、ローテーブルの上の土鍋をキッチンに片づけ始める。

　上司が動いているのにそうはいかない。急いで立ち上がり、小どんぶりや箸をキッチンへ運ぶ。

「悪い。じゃあ、これでテーブルを拭いてくれるか？」

　絞ったままのふきんを渡されたとき、彼の手が触れて、パッと放してしまった。

「す、すみません」

　すぐにしゃがんでふきんを拾うと、彼の手が私の腕を掴み、立ち上がらされる。

「話をしないか？」

「……話……ですか？」

　話と言われ、戸惑う私の瞳が揺れる。

「ああ。俺たちのことを」

　いつになく真面目な表情の佐伯さんは、私を掴んでいた手をそのままに、ソファに連れていく。

　なにを話すのだろう……俺たちは一夜だけの間柄なのだから、意識しないでほしいとか……？

　私が佐伯さんを意識しているのは、すでにわかっているはずだから……。

　ソファに座らされた私の頭がめまぐるしく回転する。

　私の隣に彼も腰を下ろす。

　なぜ隣に？　考えてもわからない。

「……千ドル……すみませんでした」

　それはずっと言いたかったことだ。

「マリッジリングも助かりました」

「ああ。あの日の誤解を解きたいんだ。君は怒って、俺の言葉に耳を貸さなかったが」

　佐伯さんは少し考えてから、口を開いた。

「君がホテルで会った女性は、婚約者じゃない。あのときは体調を崩した二ノ宮くんの代理で同行していた、ただの秘書だ」

「桜田さんがただの秘書……でも、今は？」

　ただの秘書……彼女の言っていることは嘘だったの……？

「今も常務の秘書でしかない。常務に嫌味を言われたらしいな」

　佐伯さんはきっぱり私の目を見て言う。

　二ノ宮さんは常務との会話をどこから聞いていたの？

「嫌味と言いますか……当然のことを。常務はこの案件を心配されていましたから」

「すまない。もう常務にはなにも言わせない」

「メリルバレエ団に断られた直後だったので、本当に私で大丈夫なのか悩んでしまいました。常務の心配も、とてもよくわかります」

「いや、俺は君ならできると確信してる」

　私自身、今は自信がなくなっているのに、佐伯さんはまったく揺らいでいない。信頼してもらえているのだ。私はこの人に応えなければ。

「仕事の話は終わりにしよう。結愛、俺はすぐに女と寝るようなことはしないが、あのときは信じられないほど君に惹かれたんだ。そして今も惹かれてる」

「佐伯さん……」

　あきらめなくてはいけないと思っていた気持ち。

　今起こっていることが信じられず、佐伯さんの黒い瞳を見つめる。

「仕事ですぐに帰国しなくてはならなくなり、後ろ髪を引かれる思いだった。帰国後、早く君に会いに行こうとも思っていたが、なかなか時間が取れずもどかしかったよ」

「私……帰国の日に会いに行ったんです。でもチェックアウト後で……」

　素直に思いが口から出てくる。

「あの日、来てくれたのか……まだ滞在してたら、俺たちの関係はすぐに変わってたかもしれないな。帰国後、君に会いたくて仕方なかった。そんなとき、おばあさんの逝去を知らされたんだ」

「えっ？」

　誰から知らされたのだろうと、首を傾げて彼を見る。

「施設に連絡し、病状を報告してほしいと伝えてたんだ。あのとき、俺は君の旦那だと思われたから簡単だった」

「でも、施設は、私にはなにも……」

「仕事の都合で日本にいる俺に、妻は心配をかけまいとしてなにも言わないはずだから、知らせてほしいと頼んだ。報告を受けていることは妻には知らせないでほしいと、ひとこと付け加えてね」

　私の脳裏に、墓地で見かけた傘を差した男性の姿が思い浮かんだ。

「もしかして……葬儀のとき」

「ああ。君が顔を向けたとき、ドキッとしたが、幸い傘が隠してくれた。すぐにとんぼ帰りしなくてはならず、その足で君が勤めるホテルのＣＥＯへ出向の話を持っていったんだ」

　あのときの人が佐伯さんだと知り、私の目から涙が溢れ出てくる。

　たった一度しか会っていない祖母に、さよならを言いに来てくれたのだ。

「私……佐伯さんに見守られてたんですね……」

　祖母が亡くなったとき、とうとうひとりぼっちになってしまったと、心細かった。

　でも今は佐伯さんの気持ちがうれしいし、幸せな気分が芽生える。

「あとから考えると、ウエディングドレス姿の君がチャペルの前でたたずむ姿を見たときから、俺は君に惚れていたようだ。そうでなければ引き返すことなんてしない」

　涙ぐむ私の顎を軽く持ち上げ、目が合うと佐伯さんはふんわり笑う。彼の顔が下りてきて、唇が重なった。

　上唇と下唇を啄むキスを落とされる。私が待ち焦がれていたキスだった。

「どんなに君にキスしたかったか」

「佐伯さん……私も……です」

　今度は私から彼にキスをする。日本酒を飲んだせいなのか、ふわふわと足が地に着いていないような気分だ。

　佐伯さんは私をお姫様抱っこして、寝室に連れていく。

　彼のベッドシーツは深い海のような色。

　私をベッドの上に下ろした佐伯さんは、水色のジャージのファスナーをゆっくり下げて、Ｔシャツ一枚にさせた。ジャージのズボンも脱がされる。

　慈しむようなキスは次第に大胆になっていき、舌が絡み合う。佐伯さんの舌は私の口の中を甘く蹂躙している。

「ん……」

　身体の芯が熱くなり、彼の下で身をくねらせる。

　彼は私のＴシャツを脱がせると、ブラジャーに隠された胸を大きな手で包み込んだ。

　ブラジャーのホックが外され、胸の膨らみが露あらわになった。柔らかく揉もまれる胸の頂が尖りを見せる。指の腹で捏こねられると、私の口から甘い吐息が漏れた。

　もっと触れてほしいと思ったとき、鎖骨のあたりに舌を這はわせていた彼の口が、胸の頂を食はむように触れてきた。

「っ……あ……」

　舌で頂が舐ねぶられ、身体がビクンと揺れる。両方の胸の頂をまるでじらすように舌と指で弄もてあそばれ、身体が疼いている。触れられているのは胸だけど、下腹部が熱い。

　私は佐伯さんが着ているワイシャツのボタンを、手探りで外す。

「そんなことをするとは、まだ余裕があるんだな？」

　佐伯さんは軽く笑って、私の両手を頭の上に持ち上げて、片手で押さえた。

「も、……い……や……」

　バンザイをした格好が恥ずかしくて、異議を唱えた。彼に愛撫され、赤く尖った頂が見えてしまっている。

　佐伯さんはそれがわかったのか、羞しゅう恥ち心を煽るように、赤い頂を舌でゆっくり転がすところを見せる。

「恥ずかしい？」

　コクッと頷くと、彼は笑って自分のワイシャツとスラックスを脱ぐ。記憶通り、ほどよく筋肉がついた身体に、うっとりしてしまいそうだ。

　佐伯さんは私の腿ももを撫でると、舌を太腿の内側に這わせた。彼はまるで吸いつくように肌にキスする。どんどん上へと唇が上がり、脚の付け根までたどり着く。

　ショーツはいつの間にか脱がされ、佐伯さんの舌が敏感な蕾を撫でた。その瞬間、全身に電流が走ったようになって、私の身体がビクッと反る。

「もう充分濡れてるけど、もっと君を翻ほん弄ろうさせたい」

「佐伯さん……んあっ……」

　蕾を吸われて、さらに身体が熱くなり、自分ではどうしたらいいのかわからない。

　彼は指と舌で私を何度も絶頂にいざなう。

「もう……ダメ……お願い……愛して……」

　早く佐伯さんが欲しい。

「愛してる……」

　佐伯さんの屹立したモノがゆっくりと中へ入ってくる。そして軽く律動しただけで、彼の愛撫で敏感になった身体はすぐにイってしまう。

　何度も何度も絶頂を迎えた私は、眠りへと誘われた。




　ふと目が覚めて、隣に眠る佐伯さんが目に入り、安心感を覚える。

　夢じゃなかった……。

　幸せすぎて、夢だったのかも、と眠りから浮上する前に思ってしまったのだ。

　ふと、カーテンが引かれていない窓に視線が移る。どんよりと雲がかかって薄暗い。明るい日差しはなく、このまま眠っていられそうな朝だった。

　ぬくもりを求めて彼に寄り添うと、腕が素肌のウエストに回り、もっと引き寄せられる。

「起きてたんですか？」

　ウエストからヒップのあたりまで、ゆっくり手のひらで撫でられている。

「ああ。君の寝顔をじっくり眺めてた」

　佐伯さんは私の左手を、自分の目の前に持ってくる。

「この指輪が、ここにはめられているのを見たとき、どんなにうれしかったか君にはわからないだろうな」

　薬指にキスが落とされる。

「佐伯さん……」

「怒って、捨てられたかもしれないと思ったよ。でもうれしいことに、君は日本へ来るときもしてくれていた。そのとき、もしかしたら俺を愛してくれているのではないかと思った」

「私は日本へ来て、佐伯さんと会って……でも、佐伯さんの考えてることがわからなくて、戸惑ってばかりいました」

　佐伯さんは微笑んで、私の唇の端にキスをする。

「俺は君と距離を詰めることばかり考えてた。ああ……いい気分だ……結愛、今日はなにをしたい？」

　彼は気持ちよさそうに伸びをすると聞く。

　土曜日の休日、ごく自然に一緒にいようと言われ、私は笑みを浮かべた。

「運転に付き合ってもらえますか？　劇場と会社に行けるように。交通量と左側通行が心配なんです」

「なるほど。すぐに慣れると思うが。わかった。君の運転でドライブしよう。その前に、まだ時間はたっぷりあるな」

　佐伯さんは不敵な笑みを浮かべ、私を抱きしめた。




　甘い時間を過ごした私たちは、佐伯さんが作ってくれた目玉焼きを乗せたトーストとコーヒーで朝食をとった。それから一時間後に約束をして、一旦自分の部屋に戻る。

　急いでシャワーを浴びて、髪を乾かし、クローゼットを開けて着る服を探す。

　中はスーツばかりで、なにを着ようと考えたけれど、ラスベガスから持ってきた服を着ることにした。

　ジーンズと、淡いピンクのざっくりしたセーターに着替える。サッとメイクをしてリビングに戻ると、ソファに置いたグレーのショートコートに腕を通す。靴は動きやすいスニーカー。髪は結ばずにそのまま垂らしていた。

　小さめのバッグの中に、財布と口紅、ハンカチ、ティッシュを入れると、もう約束の一時間後だった。

「あ、車のキー」

　シューズボックスの上に置いてある鍵を手にして玄関を出ると、ちょうど佐伯さんも出てきたところだった。

　彼はブラックのチェスターコートに、グレーのニット、ブラックジーンズ姿。こういった姿だと、初めてチャペルの前で出会ったときの、俳優かモデルのようだと思ってしまった佐伯さんになる。

　自然と手が繋がれる。私たちはエレベーターに乗り込むと、地下一階に下りた。

　そこで私は停められたたくさんの車を見て、はたと足を止める。

「どうした？」

「二ノ宮さんから伝えられた駐車番号を忘れてしまって……」

「こっちだ」

　佐伯さんは私の手を引いて、右の方向へ歩く。三台目の艶やかな濃紺の外車の前まで来ると、立ち止まった。

「この色……」

　私がラスベガスで乗っている車の色と同じだった。

「覚えやすいだろう？」

　ということは、佐伯さんが選んだ車なんだと悟る。車はさっきまで磨かれていたようにピカピカだ。

「これ、新車ですよね？　新車じゃなくても」

「とにかく乗って」

　彼は私を運転席に向かわせ、ロックが解除されるのを待っている。新車に戸惑いながらもリモコンキーを押して、ロックを解除した。

　私たちは車に乗り込んだ。やはりシートの真新しい革の匂いがする。借りている車が新車だと緊張する。

「ほら、シートベルトをしろよ。違反切符を切られるぞ」

「あ、はい……」

　シートベルトを装着すると、カーナビに行き先をセットしている助手席の佐伯さんを見る。

「なんだか緊張します……」

「問題なく走れるから心配するなよ。カーナビに従えばいいから」

「はい」

　佐伯さんに励まされ、エンジンをかけると駐車場から地上へ出た。ごく普通に慣れた運転で道路に出て、車が来ないのを見てから合流する。

「どこのレーンを走れとか、すごいですね。日本のカーナビ」

　ラスベガスの私の車にはカーナビはついていない。ラスベガス近辺は道が単純だから、つけなくても問題なかった。

「運転も大丈夫だろう？」

「そうみたいです」

　ほどなくして、数日前に連れてきてもらった劇場のある商業施設へ到着した。

「ＯＫ。それじゃあ会社へ行こう。カーナビの操作を教えるよ」

　佐伯さんはカーナビの画面をタッチしながら説明していく。

「登録済みだから、次回はこの画面を出してタッチするだけでナビが始まる」

「わかりました。ありがとうございます」

　劇場まで難なく運転できた私は気持ちが楽になって、会社に向けてアクセルを踏んだ。都心の一般道は土曜日ということもあり、交通量が少ない気がする。

　すぐに会社へ着いたあと、どこへ行きたいか佐伯さんに聞かれる。

「佐伯さんがよければ……私が住んでた家を見たいです。まだ残ってるかわからないけれど。千葉県の――」

　私は、住んでいた千葉県の内房にある最寄り駅の名前を口にした。

「そこならそれほど遠くない。行ってみよう」

「いいんですか？　家の住所はうろ覚えなんですけど」

　昔に住んでいたところへ行くなんて、退屈ではないだろうか。

「もちろん。途中、どこかで食事をしてのんびり行けばいい。疲れてるようなら俺が運転を代わるが？」

「いいえ。私が運転します。佐伯さんは寝ててもいいですよ」

　余裕が出てきて、にっこり彼に微笑む。

「そういえば、おばあさんの施設に向かうときも、君の運転で眠ったな。初めて乗る車で、しかも女性の運転で寝たのは初めてだった」

「信用してくれたんですね？」

「あのとき、かなり疲れてたんだ。会議が明け方まであって、睡眠時間は三時間程度でね。気分転換にドライブをしてるときに、君に出会った」

　佐伯さんの話は、あのとき知らなかったことで、そうだったんだと運転しながら頷く私だった。

「ひどいおんぼろ車でしたね」

　今思い出すと、よくあの車に佐伯さんのような人が乗ったなと感心してしまう。

「カッコいいオープンカーや新車は嫌だとリクエストしたら、あの通りさ」

　彼も当時のことを思い出したようで、笑った。

「あの車だったから……私はあのお願いができたんです。もしすごい高級車に乗ってたら、お願いしてませんでした」

「そうか？　君はあのとき必死だったから、頼んでたと思う。そして俺は頼まれれば、なんでもやってあげたかったに違いない」

「佐伯さん……」

　私は彼の優しさに、心がほっこりして柔らかく微笑んでいた。




　途中、ラーメンが食べたいという私のリクエストで、幹線道路沿いで見つけたラーメン店に入り、チャーシュー麺を食べた。

　そして、住んでいた場所へ再び車を走らせる。

「久しぶりにおいしいラーメンを食べました」

　前を走る車を見ながら、お腹がいっぱいだと笑う。

「もう一杯食べそうな勢いだったが？」

　佐伯さんは思い出したように私をからかう。

「そ、そんな大食いじゃないです。佐伯さんこそ、ライスも一緒に食べてましたね。いつも意外と食べるから驚きます」

「呆れた？」

「いいえ。たくさん食べる人が好きなんです」

　にっこり笑って言うと、佐伯さんが私の頭を撫でた。




　三十分後、私が昔住んでいた家の最寄り駅に到着した。記憶が定かではないけれど、歩いてみれば行けると思い、車を駅近くのコインパーキングへ停める。

「ここの駅だったら、東京まで電車で一時間ぐらいだな。そんなに遠くない」

「そうだったんですね。まだ中学生だったので、東京に遊びに行くことなんてなかったから、わからなかったです」

　手を繋ぎながら記憶をたどる。

　十二年経てば駅前もガラリと変わるし、あの頃はあまりなかった住宅も、今ではびっしり建っている。

　住んでいた家に行けるのか不安になる。そもそもまだ家があるのかどうかも。

「家から駅まで、八分ぐらいだったんです」

　そのとき、記憶の片隅にあった小さな電気屋を見つけた。

「……あの電気屋さん、まだあったんだ」

　電球が切れると、よく買いに行かされていたのを思い出す。電気屋が見つかれば、あとはもうすぐ。

「思い出しました！　こっちです」

　私は意気揚々と佐伯さんより半歩先に歩き、目的地に向かう。

「角を曲がれば……あった……佐伯さんっ！　ありました！」

　小さな二階建ての一軒家は、まわりの家に比べるとかなり年季が入った建物になっていた。今も誰かが住んでいるようで、小さな門扉の両脇には葉ボタンとビオラが植えられたプランターが置かれていた。

　大事に住んでくれているようでうれしい。

「懐かしい……私の部屋は、あの二階の窓のところだったんです」

　うれしそうな私に、佐伯さんは優しく微笑んでくれる。

「ご両親のお墓は？　この近く？」

「あ……そうです」

　家と中学校の間にある寺に、お墓がある。

「行こう」

「でも……別の日に行きますから」

　お墓参りまで付き合ってもらったら悪いと、首を左右に振る。

「俺が行きたいんだ」

「佐伯さん……ありがとうございます」

　彼は私の手を握ると歩き始めた。




　私たちは来る途中にあった花屋まで戻り、一対の仏花を買うと、まわりの景色を懐かしみながら歩いて寺に向かった。

　寺の管理はいき届いていて、両親のお墓には雑草もなく綺麗だった。

　墓石を掃除し、お花を供えて、線香をたく。

　両手を合わせて、『十二年間来られなくてごめんなさい』と謝り、一昨年亡くなった祖父と、およそ二週間前に亡くなった祖母の報告をした。

　話し終え、立ち上がった私の瞳は潤んでしまっていた。それを見た佐伯さんは、ふんわりと胸に抱き寄せてくれた。







第四章










期待に応えるために




　日曜日の二十四時過ぎ、ひとりベッドの中でこの二日間を振り返っていた。

　土曜日、千葉から戻ってきた私たちは、映画を観に行った。何作も続いている最新作のアクション物。公開されたものはお互いすべて観ていたことがわかり、それを選んだのだ。

　今日はぶらぶらと下町デートをした。佐伯さんと一緒ならどこでも楽しかった。

　夕食は佐伯さんの部屋のキッチンで、私がトマトクリームパスタとサラダを作った。料理は得意とは言えないけれど、彼に作って食べてもらいたかった。

　案の定、私の料理の腕前はまだまだ。なにかが少し足りない味。それでも佐伯さんはおいしいと言って食べてくれた。

　そして、幸せな気分のまま、先ほど自分の部屋に戻ってきた。

　佐伯さんはこの週末、私をリラックスさせたかったのか、仕事の話は一切しなかった。でも明日からはそうはいかない。

　私が日本へ来たのは、プロジェクトを成功させるためなのだから。彼の期待に応えなくては。




　翌日の朝、私たちは別々に出勤した。公私混同はしてはいけない。

　課長室に入り、パソコンを起ち上げたところでメールを受信した。

　差出人は、スティーブンソンバレエ団の代表のスティーブ・ワイアット。

　メールを開くのが怖い……こんな気持ちは、今までなかったことだ。若干震える手でマウスを操作し、メールを開いた。




　最後までメールを読んで、ホッとしていいのか悪いのか、複雑な気持ちになった。

　結果、喜んで引き受けたいと快諾してくれたのだけど、劇場オープン当日の五月三日はスケジュールの都合がつかず、急いでも彼らの日本到着は五月三日の夜になってしまうのだ。

　ということは、大事なオープン初日の公演は無理。

　私はガクッとデスクに頭を伏せた。

　どうしよう……。

　スティーブンソンバレエ団に返事をする前に、佐伯さんに話をしないと。

　メールを印刷すると、二ノ宮さんに連絡を入れた。たった今、副社長は三十階の副社長室を出てこちらに向かっていると告げられる。

　電話を切ってすぐに、隣の部屋のドアが閉められた音が聞こえてきた。

　印刷したものを持って隣のドアをノックし、「どうぞ」の声で室内へ足を踏み入れると、佐伯さんはまだ立ったままだった。

　彼は私の姿を見ると、表情を和らげた。

「おはよう」

「おはようございます」

「表情が硬いな。悪い知らせかい？」

　私の緊張を見て取り、佐伯さんは首を傾げる。

「副社長、スティーブンソンバレエ団から返事が来ました」

　用紙を渡すと、佐伯さんは涼やかなまなざしで書面を読み始める。

　読み終わると、口元を一文字に結び、肩をすくめた。

「なるほど……サンフランシスコで前日まで公演があるのか。どんなに急いでもオープン当日は難しいな……」

「一日だけ……困りました……」

　スティーブンソンバレエ団に決まらなければ、他のアーティストを探さなければならない。もちろんそれは仕事だから、見つかるまで探す心積もりではいる。でもいい企画案だと思ったのに、実行できなくなるのがもったいない。

「……それでかまわない。彼らと契約しよう」

「えっ!?」

　即決されるとは思わなかった私は、驚いて佐伯さんを見つめる。

「劇場オープンの日は、俺がなんとか変更する」

「わかりました。すぐに契約書を法務部に作成依頼し、先方がロスに戻り次第、契約してきます」

　佐伯さんの言葉に、私は頭の中で段取りを考える。スティーブンソンバレエ団は、これから一週間カナダ公演があるのだ。

「俺が法務部に直接依頼しよう。エアチケットの件は二ノ宮くんと打ち合わせするように。彼女も同行予定だ」

　佐伯さんは肩の荷が下りたように、デスクチェアに背を預けた。

「君はバレエ団と一緒に出演できるニューハーフを探してくれ。あ、テレビ局の知り合いのプロデューサーには話はつけてある。企画書を大至急作成するように」

「承知しました」

　すでにテレビ局のプロデューサーに話をしてあるとは、驚きだった。

「じゃあ、みんなに話をしてくれ」

　話し終えた佐伯さんがデスクの受話器を取り上げたので、私は部屋を出た。

　第二企画課のみんなに、スティーブンソンバレエ団の出演が決まったと告げる。みんなは心から安堵したような顔になる。

「香川主任、副社長がテレビ局のプロデューサーに話をしてくださっているので、細かい日程を入れた企画書をお願いします」

「わかりました」

「あと、タレント事務所に企画書とニューハーフ出演のオファーを手分けしてお願いします。今、リストを渡しますね」

　一度課長室に戻って、以前チェックしたニューハーフのリストを三山さんに渡す。

「準備期間もあるし、長くなるので、なかなか出てくれる出演者がいないかもしれませんが、根気強くがんばりましょう」

　みんなは意気揚々と自分の席に戻っていく。

　課長室のイスに座り、ホッと息をつく。安堵したせいか、身体の力が抜けるような感覚に襲われたのだ。目の前がチカチカして、ぎゅっと目を閉じる。数秒後、目を開けたときは普通に戻っていた。

　緊張が緩んだみたい……。

　まだまだ契約をするまで安心できないけれど、第一段階はクリアした。

「……ロスに行く前に、ニューハーフを見つけたいな」

　ひとりごちて、手元の書類を読み始めた。




　その夜、二十時過ぎに内線が鳴った。

「はい。瀬戸です」

『俺だ。もう退社できるか？　ニューハーフに心当たりがあるんだ。店をやっていてね。これから行ってみないか？』

　電話をかけてきたのは、佐伯さんだった。

「ニューハーフのお知り合いがいらっしゃるんですかっ!?」

　思わず食いつき気味に聞いてしまう。

『いや、知り合いなのは恭也だ。恭也に教えてもらったんだ』

「ぜひ行きましょう。連れていってください！」

　恭也さん、顔が広い。

　デスクの上のものを片づけて、まだ残っていた香川主任に「佐伯本部長の知り合いのニューハーフのお店に行ってきます」と告げて、第二企画課を出た。




　エレベーターに乗って待ち合わせの地下駐車場に下りると、佐伯さんと二ノ宮さんがすぐに現れた。

「早かったな」

　私の姿に佐伯さんは驚いている。

「気が急いてしまって」

　苦笑いを浮かべる私に笑う佐伯さんは、後部座席のドアを開けた。

　運転手付きの社用車の後部座席に私と佐伯さんが座り、二ノ宮さんは助手席へ。




　到着したのは新しん宿じゅくの繁華街。今の時間の丸の内とはまったく異なり、大勢の人が飲食店へ入ったり、ショップの前で立ち止まったりしている。まだまだ夜はこれからといった感じだった。

　店のネオンも眩しく、私は物珍しくてキョロキョロと視線を走らせる。

「すごいですね。新宿。目が回りそうです」

　隣を歩く佐伯さんに言っているそばから、向こうから歩いてきたカップルにぶつかりそうになったところを、腰を引かれて当たらずに済んだ。

「ありがとうございます」

「気をつけて」

　腰に置かれた佐伯さんの手が離れる。

「副社長、あそこです」

　二ノ宮さんが店を見つけた。彼女の指差すほうを見ると、キラキラ輝くピンク色の看板に【美び人じん堂どう】とある。

「〝美人堂〟ですか。美人がたくさんいそうですね」

　美人のニューハーフより、もっと男っぽいニューハーフがコンセプトだ。お眼鏡にかなう人がいればいいのだけれど……。

「恭也が言うには、以前はすごい美人がいたらしいが、今はどうだろうな」

　私たちはふたり並んで歩けないくらいの狭い階段を上がった。ドアが閉まっているのに、なんだか賑やかな笑い声が聞こえてくる。

「疲れそうだな」

　佐伯さんがボソッと呟く。彼はこういった店が苦手のよう。

「私、ニューハーフのお店は初めてなんです」

　怖いもの見たさもあり、楽しみでもあるけれど、心臓がドキドキしている。

「私もです」

　私の言葉に二ノ宮さんも頷いた。

「とにかく入ろう――」

　佐伯さんがドアを開けようとすると、まるで自動ドアのように中から開き、派手なメイクをしたニューハーフが顔を覗かせた。

「あら、いい男。佐伯さんでしょう～、うふふ。どうぞぉ～入って、入ってぇ」

　癖のあるおネエ言葉で佐伯さんの腕を引っ張って、店の中に招き入れる。佐伯さんが来店することを恭也さんが知らせていたようだ。

「ほらっ、あんたたち、なにしてるの？　早く入りなさいよ」

　男の佐伯さんにはにこやかに、女の私たちには少し冷たい口調だ。アメリカでこういう人たちと話をしたことがあるけれど、似たり寄ったりだと思い、苦笑を浮かべる。

　店の中はそれほど広くない。白いソファに座ると、佐伯さんにべったりのニューハーフは彼の隣に座り、私と二ノ宮さんは向かいに並んで座った。

「とりあえずぅ～飲み物はなにがいいかしらぁ～？　あ！　あたしは明あき菜なっていいますぅ」

「水割りでいい」

　佐伯さんはそっけなくオーダーした。

　内心、明菜さんのテンションに辟へき易えきしているのではないかと思う。けれど、私は佐伯さんと明菜さんのやり取りを見ているだけで楽しい。

「明菜さん、美み里さとママをお願いします」

　二ノ宮さんが佐伯さんの心中を察したようで、ごく真面目な顔で明菜さんにお願いする。

「は～い。仕方ないわねぇ。今呼んできま～す」

　明菜さんは佐伯さんの隣を離れ、バックヤードと思われる場所に消えた。

　すると本当の女の子のような小柄なニューハーフが、水割りのセットとおつまみを持ってやってきた。やはり佐伯さんの隣に座る。

「お兄様、すご～くイケメンですねぇ～、恭さんに似てますぅ。私を恋人にしてくださいっ」

　声も女の子みたいにかわいらしい。『恋人にしてください』の言葉で私はギョッとしてしまうけど、二ノ宮さんは冷静に傍観中で、顔は無表情だ。

　そこへ――。

「お待たせしましたぁ～。この店の店主、美里ママですぅ。あらやだ、キララちゃんったら、早くお飲み物、お作りしてぇ」

　大柄なニューハーフが登場。美里ママと名乗ったそのニューハーフは、小さめの丸いイスに座った。

　私のイメージにものすごくぴったりなニューハーフの登場で、食い入るように見てしまう。

「あら？　私の顔になにかついてるかしら？」

　美里ママはヘーゼル色のカラーコンタクトを入れた瞳で、ジロリと私を見る。

「あ、いえ。はじめまして。私はトレジャー・トランス社の瀬戸と申します」

　名刺を差しだすと、彼女は長いつけまつ毛をバサバサさせて、早速名刺を見る。

「恭ちゃんから聞いてるわ～。でも、私になんの用かしらぁ？　聞いても言ってくれなかったのよ～」

　美里ママは私から佐伯さんへと視線を移動させて、にっこりする。そこで佐伯さんも自分の名刺を取りだし、美里ママに渡した。

「拓真さんっていうのね。恭ちゃんもステキだけど、私は拓ちゃんのほうが好み～」

　美里ママは、ピンク色のルージュを塗った大きな口で笑う。今にも佐伯さんは美里ママに食べられそうだ。

　拓ちゃんと呼ばれ、なんとも言えない表情の彼を見て笑ってしまう。

　なんか佐伯さん、かわいい。美里ママに調子を崩されているみたい。

　そうだ、早く説明しなきゃ。

「実は――」

　私は美里ママに今回の企画を話し始める。私の説明に、佐伯さんもところどころ口を挟んで助けてくれる。

「ふぅ～、私がバレエだなんて無理よ。身体がガチガチに硬いもの」

　金髪のショートヘアウイッグをつけた美里ママは、首を横に振る。

「そこをなんとかお願いします。美里ママはイメージにぴったりなんです」

　私は渋い顔を見せる美里ママに、しつこくお願いする。

「でも～、踊りなんてできないわ」

　右手をブンブン振る美里ママ。

「そこはちゃんとバレエ団のほうでフォローしますから」

「以前テレビに出たとき、自分のひどい顔に幻滅しちゃってね。それ以来テレビ出演も断ってるの」

「そんなひどい顔じゃないです。魅力的だと思います」

　真剣な顔で言うと、美里ママがクスッと笑う。

「あらあら、ありがとう～」

「企画書を置いていきますので、ぜひご検討ください」

　私は頭を下げて美里ママに企画書を手渡した。

「じゃあ、仕事の話は置いといて、飲んでちょうだいな。今日は私のおごりよ～」

　サービス精神が旺おう盛せいな美里ママは、佐伯さんにおかわりを作る。

「本当、いい男ねぇ。まるで俳優みたい。こんないい男が世に出ないほうがもったいないわ」

　そう言って、佐伯さんをうっとり見つめる。彼は困り果てた顔をした。

　それでも佐伯さんはおネエ様方の話に合わせて会話をする。私もおネエ様方との会話を楽しんだ。




　それから一時間ほどして、私たちは美人堂をあとにした。

　帰してしまった社用車の代わりにタクシー乗り場でタクシーを待っていると、二ノ宮さんが口を開く。

「佐伯本部長は、よく行かれているみたいですね」

「恭ちゃんと呼ばれてたしな」

　佐伯さんはなにかを思い出したのか、口元を緩ませる。

　そこへタクシーが一台やってきて、佐伯さんは二ノ宮さんを先に乗せて帰す。恐縮する彼女を乗せたタクシーが走り去っていくのを見ていると、佐伯さんが口を開く。

「大丈夫か？　結構飲まされてたな」

「はい……」

　水割りも五杯飲んじゃったし……身体が少しだるい。めちゃくちゃ濃いのに、美里ママが飲ませ上手で……引き受けてほしいから無下に断れなくて……。

「気持ち悪い？」

「だ……いじょうぶ……です」

　そこへ私たちの目の前にタクシーが滑るように停まった。

　乗り込んで佐伯さんが運転手に行き先を告げると、静かに走りだす。

「着くまで寝てればいい」

「でも……」

　座ってシートに落ち着いた途端、目の前がぐるぐる回り始めている。

「いいから。寝てろ」

　佐伯さんに左手を握られて、幸せな気分になってくる。これだけで安堵感のある幸せな気分になるなんて……。

　お酒が入ったこともあって、寝ないつもりでも逆らえず、私はいつの間にか目を閉じていた。




　――ピピピピピ……。

「ん……」

　少し遠くに聞こえる機械音。私は寝返りを打ち、丸めていた身体を伸ばす。

　ピピピ――カチッ。

　機械音が止まり、隣で衣きぬ擦ずれの音がしてハッと目を開ける。

　明らかに自分の寝室と違う風景に慌てて振り返ると、枕に肘をついて頭を起こしている佐伯さんと目が合った。

「私、どうしてっ!?」

　タクシーに乗ったところから記憶がない。

「おはよう。もしかして覚えてない？」

　驚いている私に、佐伯さんは笑いながら聞いた。

「情熱的な一夜を過ごしたのに？　結愛は酒を飲むと、積極的になるんだな」

「ええっ!?」

　情熱的な一夜？

　素肌に当たるシーツは、自分が裸だと教えてくれる。

「なにも覚えてないなんて……」

　ううん。断片的に覚えている。タクシーがマンション前に到着して、完全に酔いが回った私は上機嫌に……。

「あ！　今、何時ですかっ？」

「六時だから心配いらない。なんならもう一度愛し合うこともできるな。今度は忘れられないくらい――」

「もうっ！　なにを言ってるんですかっ！」

　私は佐伯さんの口を手で塞ぐ。その手を彼はいとも簡単に外し、私を素早く組み敷いた。

「佐伯さんっ、ダメです。放してください」

　彼の体温を肌に感じ、身体が疼き始める。

「結愛からキスしてくれたら放そうか？」

「なんで疑問形なんですか？　早くどいて――んっ……」

　佐伯さんの顔が楽しそうに近づき、唇が重ねられた。すぐに舌が歯列を割って口腔内に入り、絡みつく。

　情熱的なキスに身体が疼くどころか、全身が敏感になって、下腹部が潤い始めるのがわかった。

「佐伯……さん……」

「いい加減、拓真って呼べよ」

　佐伯さんの唇が私の喉元を滑り、胸の頂をペロリと舐める。

「っあん……そこは、ダメで……」

　抵抗はたやすく崩され、佐伯さんは私を思いのままに翻弄し始めた。




　まだベッドにいる佐伯さんは枕に片肘をつきながら、急いで服を着る私を見ている。

　時刻は七時を回っており、これから自宅に戻ってシャワーを急いで浴びないと、と焦っている私とは対照的に余裕だ。

「一緒に電車で出勤する？」

　コートに袖を通している私の動きが止まる。

「いいえ。別々に行きましょう。あ、今日は車じゃないんですか？」

　先ほどの甘い時間とは丸っきり違う。というのも、時間に余裕がないのが嫌いな私なのだ。

「つれないな。そんなに焦らなくても大丈夫だろう？　今日は取引先と夜に食事会があるんだ」

　時間がないのは自分のせいでもあるけど、佐伯さんのせいのほうがはるかに大きい。

「それなら、そんな悠長なこと言ってないで早く起きてください。行きますからね？」

「ああ。じゃあ会社で」

　寝室のドアの取っ手に手をかけてから、また佐伯さんの元へ引き返す。今度は私から、彼の唇にキスをした。

　二秒ほどのキスをして離れると、佐伯さんは言葉を失ったような反応だ。してやったりと、私はにっこり笑って寝室を出た。

　それからが戦争だ。自分の部屋に戻ると、着ていた服を急いで脱いでシャワーを浴びる。髪を洗い、乾かし、グレーのパンツスーツに着替える。

　メイクも軽く施し、家を出たのは八時。佐伯さんが今どうしているのか気になるけれど、一緒に出社はしないほうがいいと言い聞かせ、エレベーターに乗り込んだ。




　あっという間にお昼だった。

　昨日のウイスキーの水割りのせいで、頭が痛い。時間がなくて朝食を抜いたのに、ランチをがっつり食べる気分じゃない。

　ドアがノックされ、三山さんが顔を覗かせる。

「瀬戸課長、ランチ行きませんか？」

「あ……ごめんなさい。ちょっと胃もたれしてて……」

　心苦しく断ると、「帰りにおにぎりでも買ってきましょうか」と世話を焼いてくれる。

「じゃあ、お願いします」

　笑顔の三山さんは「承知しました！」と言ってドアを閉めた。

　佐伯さんは今日は多忙なのか、第二企画課に顔を見せない。

　彼の仕事はこっちだけじゃない。副社長としての大事な仕事もある。私にはどんな仕事なのか見当もつかないけれど……。




　一時間後、三山さんがランチから戻ってきて、梅干しと鮭しゃけのおにぎりを二個買ってきてくれた。

「あと、手紙が届いてます。結婚式の招待状みたいに綺麗な封筒ですね」

　三山さんは私に桜色の封筒を手渡す。

「本当、綺麗ですね。ありがとうございます」

　私宛の封筒を受け取ると、三山さんは出ていった。封筒をひっくり返して差出人を見てみるけれど書かれていない。

　着任して期間が経っていないこともあり、まだ手紙は一通も受け取ったことがない。

　誰からだろう……。

　不思議に思いながら、レターオープナーで桜色の封筒を開ける。

　中の上質な厚みのあるふたつ折りの用紙を引きだして開き、文字に目を滑らせた次の瞬間、心臓がドクッと痛んで、手に持っていたものがデスクに落ちた。

　これは……？

　開いたまま落ちた招待状をもう一度見る。名前の見間違いではなかった。

　そこに書かれていたのは、佐伯拓真と桜田真希の婚約披露パーティーの詳細だった。

　婚約……披露……って……。

　婚約披露パーティーは一ヵ月後の土曜日。場所はトレジャー・リゾートホテル。

　話はここまで進んでいたのかと、愕然となる。桜田さんとはなんでもないと、佐伯さんは言っていたのに……。

　桜田さんは信用できないけど、嘘をつくのにここまで用意するもの？　これは佐伯さんの意志はかまわない家同士の政略結婚なの？

　ついさっきまで幸せだった気分が一変して、悲しみが心から全身へ広がっていく。手が震えて、封筒に招待状がなかなか入っていかない。何度か震える手で直していると、ポトッと涙が封筒に落ちて濃い桜色になった。




　その日、終業時間が過ぎても佐伯さんに会えなかった。

　多忙な彼に真相を聞くに聞けず、桜田さんの嫌がらせであってほしいと考えていた。




　翌日の午後、テレビ局のプロデューサー宛の書類を香川主任から受け取り、確認していると、再び封書が届けられた。今度は普通の事務封筒だ。差出人は書かれておらず、嫌な予感がする。

　おそるおそる開けてみると、中から数枚の写真が出てきた。その写真は昨日の日付で、桜田さんと佐伯さんが食事をしているものが二枚。その帰りだろうか、道を歩いているふたりの後ろ姿のものもあった。

　昨日の朝、佐伯さんは夜に取引先との食事の予定があると言っていたのを思い出す。

「取引先じゃなくて……桜田さんと……食事……」

　胸が痛くて張り裂けそうだった。第三者がふたりを撮っているのはわかるけど、だとしてもふたりで会っていたのは確かなこと。

　もう佐伯さんに聞く勇気がなくなってしまった。聞くのが怖いのだ。桜田さんとはなんでもないと言った彼の言葉を信じたいけど……。

　そこへ課長室のドアがノックされた。ハッとして伏せた顔を上げたところで、香川主任が姿を見せる。

「課長、五番に美人堂の美里ママから電話です」

「は、はい」

　私に伝え終えるとドアを閉め、香川主任が自分のデスクに戻っていくのが窓越しに見える。

　美里ママから電話……。引き受けてくれるのか、それとも断りの電話？

　深く深呼吸して受話器を取り上げると、口を開いた。

「お待たせしました。瀬戸です」

『美里です～ぅ。携帯に出ないからぁ～、こちらにかけちゃったわ』

「それは申し訳ありませんでした。お電話ありがとうございます」

『それがねぇ、感謝される電話じゃないのが心苦しくて。でも早く言わなきゃ、次を当たれないじゃない？』

　やはり断りの電話だったのだと、がっくり肩が落ちる。

「ぜひ、美里ママにやっていただきたいんです。企画のイメージにぴったりなんです」

　もう少し考えてほしいと、熱く言葉にする。

『ごめんなさいね～力になれなくて』

「美里ママ、もう少しだけ考えていただけませんか？」

　私の切羽詰まった声色に、電話の向こうの美里ママからため息が聞こえてくる。

『じゃあ、拓ちゃんとデートさせてくれる？　それも一回じゃなくてね。そうしたら考えてもいいわ』

　突拍子もない提案に唖然としてしまい、すぐに言葉が出てこない。

　佐伯さんとデート？　……そんなこと、佐伯さんにお願いできない……。

『やっぱり無理よね～。いいのよ、いいの。じゃあね』

　私が言葉に困っていると、電話が突然切られた。

「あ！　美里ママっ！」

　そう叫んでもあとの祭りで、力なく受話器を戻すと、両手を額に置いて考えをまとめようとした。

　わざと無理難題を押しつけて、あきらめさせようとしているみたいだった……。

　どのくらい経ったのだろうか、突然肩に手が置かれた。

「きゃっ！」

　驚いて身体が跳ね、手の主を見上げると、佐伯さんの心配そうな瞳と目が合った。

「す、すみません！」

　慌てて立ち上がろうとすると、制される。

「座ってていい。ノックをしたが気づかなかったな。どうした？　疲れてる？　美里ママから電話があったらしいが」

「……はい。やはり、できないと……」

　どうしても声が沈んでしまい、これじゃダメだと心の中で自分を叱る。

「他の候補者を当たります！」

「俺が美里ママにもう一度当たって――」

「いいえ！　別の人でいきましょう」

　佐伯さんの言葉を遮り、ニューハーフの資料が入ったデスク横のファイルを開く。

　彼が美里ママと接触したら、さっきの条件を……。

「なんか様子がおかしいな？　どうしたんだ？」

　私が開いたファイルを彼はパタンと閉じて、鋭さを含んだ瞳で見つめてくる。その瞳から逃げられない。これでは本当のことを言わざるを得ない。

「……美里ママは、佐伯さんと数回デートしたいとおっしゃったんです」

　佐伯さんの切れ長の目が大きく見開いたあと、「ふっ」と自嘲めいた笑いをする。

「なるほど。ますます挑戦しがいのある案件だな」

「そんな悠長なことを」

「とにかく、この件は俺に任せてくれ」

　それだけ言うと彼は課長室を出ていった。

　いつもと変わらない佐伯さん……桜田さんのことで偽りがあるようにも見えない。

　でも、写真は本物……。




　その週の佐伯さんは重役会議に追われ、週末は大阪に出張だった。戻りは月曜日の予定。帰社時間は知らされていなかった。

　不在で佐伯さんと話せず、モヤモヤした気持ちを胸の奥に抱え、週末を過ごした。

　でも話す時間があったとしても、桜田さんのことを聞くのは怖くてやはり胸の内にしまっていたと思う。




　月曜日の朝、ベッドから出るときに立ちくらみがして、少しの間動けなかった。二日前から始まった月のもののせいだ。

　動けるようになると、出勤の準備を始める。しばらく動けなかったこともあり、遅刻ギリギリだった。

　出社後、テレビ局のプロデューサーと約束があり、香川主任と一緒に向かった。




　今回の企画の説明を終えて、テレビ局をあとにすると十三時を過ぎていた。近くのそば屋で昼食を食べて地下鉄に乗る。

「瀬戸課長、食欲がないんですか？　顔色もよくない気が」

　ちょうど空いたひと席に私を座らせた香川主任が、気遣わしげな表情になる。

「……少し疲れてるみたいです。でもテレビ局のタイアップも万全になってホッとしたので、疲れも吹っ飛びます」

「プロデューサー、副社長の大学の先輩だったんですね。さすが顔が広い」

　かなり力のあるプロデューサーのようで、先々まで決まっている放送枠に我が社の企画をねじ込ませることを約束してくれた。




　オフィスに戻り、十七時過ぎに内線が鳴った。

「はい。瀬戸です」

『二ノ宮です。スティーブンソンバレエ団との契約書は明日にでき上がります。水曜日にロサンゼルスへ飛んでくださいとの副社長からの伝言で、私も同行させていただきます。フライト時間やホテルの詳細は、のちほどメールします』

「わかりました。ありがとうございます」

　電話を切り、イスの背に身体を預ける。

　着々とプロジェクトが回り始め、肩の荷がほんの少し軽くなった。

　二ノ宮さんがいるということは、佐伯さんも出張から戻ってきている？

　声が聞きたい……。

　でも仕事中だからと、その気持ちを抑える。




　ようやく副社長室へ内線をしようと受話器を上げたのは、二十時を過ぎていた。

『はい。副社長室です』

　二ノ宮さんのはっきりした声が聞こえてきた。

「瀬戸です。あの、副社長をお願いします」

『副社長はご家族との会食で退社されました。携帯ならお出になるかと』

「い、いいえ。いいんです」

　家族と会食……その中に桜田さんはいる？

『瀬戸課長、もしお時間があるなら、これから食事に行きませんか？』

「あ、はい。ぜひ！」

　二ノ宮さんにはたくさんお世話になっている。食事をごちそうしたいとずっと思っていたから、機会が作れてよかった。




　十分後、待ち合わせのエントランスに向かうエレベーターに乗ると、浮遊感のせいか血の気がさーっと足に流れる感覚に身体がふらつき、壁に手をついてもたれる。

「大丈夫ですか？」

　エレベーターに乗っていた若い男性が声をかけてくれた。

「……大丈夫です。ありがとうございます」

　毎月のことだけど、今回は貧血がひどい。仕事と私生活で精神的にまいっていて、それが一番弱いところに出ているのかもしれない。

　眩暈を堪え、一階に到着したエレベーターを降りてエントランスに向かう足取りは鉛なまりがついたように重く、まるで自分がカタツムリになったみたいだった。

「瀬戸課長」

　エントランスのガラスの扉を抜けると、二ノ宮さんがタクシーの横で待っていた。

「二ノ宮さん……」

　体調が悪いから食事はまた今度にしてほしい、と言おうと口を開いたとき、再び眩暈に襲われ、うつむいて右手を額に持っていく。

「瀬戸課長！」

　私の様子に二ノ宮さんが駆け寄ってくる。

「貧血ですか!?　タクシーに乗ってください。ご自宅まで送っていきます」

　意識を手放しそうで、二ノ宮さんがそばにいてくれるのは心強かった。

　彼女に支えられてタクシーの後部座席に乗り込むと、車はゆっくり動いた。

「ごめんなさい……食事が……」

　まだ目を開けられなくて、閉じたまま謝る。

「いつでもいいんです。お勧めのレストランがお台だい場ばなので、タクシーを呼んでおいてよかったです。でもひどい貧血ですね」

「毎月のことなんです……今回は特に……ひどくて……」

「明日はご自宅でゆっくりなさってください。副社長に連絡しておきます」

「治ります。明日は大丈夫ですから……副社長には……」




　二ノ宮さんと会話を続けているうちに眠ってしまったようで、気づくと見知らぬ無機質な天井が見える部屋だった。

「あ、ドクター、目を覚ましました」

　頭を動かすと、心配そうな表情の二ノ宮さんが立っていた。

「二ノ宮さん、ここは……病院？」

「はい。貧血を軽く見てはいけないので」

　二ノ宮さんの横に、黒縁の眼鏡をかけた白衣の年輩の男性が立った。

「貧血の目安となるヘモグロビン濃度の値は、血液１デシリットル中に男性で14グラム以下、女性で12グラム以下なんですが、検査の結果８グラムしかありませんでした」

　男性医師はファイルに入った用紙をパラパラめくりながら口を開いた。

「生理中だということで、おそらくそれが原因かと。薬を飲んで様子を見ましょう。他の病気も考えられますので、また後日検査しに来てください」

「……わかりました。ありがとうございます」

　起き上がろうとする私を、二ノ宮さんは手伝ってくれた。




　夜間救急の出入口から外に出て、呼んでいたタクシーに乗り込むと、二ノ宮さんが口を開く。

「副社長となにかあったのですか？」

「え……」

　突然のことに言葉が詰まり、二ノ宮さんのほうを見る。薄明かりの中、彼女は気遣わしげな表情で私を見ていた。

「副社長に連絡しないでほしいと」

「……わ、私、そんなことを言っていましたかっ!?」

　朦もう朧ろうとして、他になにか余計なことを言っていなければいいけど。

　ふいに佐伯さんの話題が出てきて慌ててしまった私に、二ノ宮さんは大きく首を横に振る。

「忙しくても、恋人の体調を心配するくらいのことはできますよ」

　彼女はふふっと笑う。

「こ、恋人って……」

「実は私、副社長と従兄妹なんです。ラスベガスから瀬戸課長を呼び寄せるときに、おふたりの関係はすべて聞いております。そうでなければ協力できませんから」

　まさか、すべてと言っても……一夜を共にしたなんて話したりは。

　心の中で考えてしまうと、二ノ宮さんはにっこり笑った。

「すべてです。桜田さんのせいで誤解をされたことも」

『すべて』と聞いて、血の気がなかった顔に熱が戻ってくる思いだ。恥ずかしい……。

「……そうだったんですね……佐伯さんと従兄妹だったなんて驚きました」

　佐伯さんが二ノ宮さんに寄せる信頼は相当のものだ。

「……貧血はたいしたことがないので、言わないでくださいね」

「わかりました。たいしたことがないと言っても、明後日の出張は大丈夫でしょうか？」

　美しい顔をしかめて、しぶしぶ二ノ宮さんは了承するけど、心配そうだ。

「休めば大丈夫です。食事をするはずだったのに、今日はすみませんでした」

「いいえ。食事はまたの機会に。それではゆっくりお休みください」

　そう言ったとき、タクシーがマンションの前に到着した。




　病院からもらった薬を飲み、早く就寝したおかげで、翌朝身体を起こしたときは、眩暈に襲われず安堵した。ここ最近からしてみれば身体も軽く、体調が快復してきたみたいだ。

　出勤の支度をして、土日で新品のように綺麗になったカシミヤのコートを羽織る。マンションにランドリーサービスがあり、口紅がついたコートがすっかり元通りになっていた。

　佐伯さんと桜田さんのことは気になって仕方がないけれど、今日は気分よく部屋を出た。

　視線は隣の部屋のドアへ向けてしまう。

　佐伯さんはもう出た？　何日間、会っていないだろう……。今日はお茶ぐらいできるといいな。

　夜は接待だと二ノ宮さんから昨夜の別れ際に聞いていた。彼女に桜田さんのことを聞けばよかったかな。

　桜田さんのことが本当だとしても、今は佐伯さんとの時間を大事にしたい。




　ロサンゼルスに飛ぶのは明日で、午前中は契約書の見直しに費やし、午後はスティーブンソンバレエ団のあとのアーティストを決める会議で一日があっという間に過ぎていく。

　佐伯さんのことは考えている暇がなくて、それはそれで桜田さんのことを忘れられてよかった。




　その夜、第二企画課のみんなは二十時過ぎに退社し、それから一時間後、私もそろそろ帰宅しようとデスクの上を片づけていた。

　そこへノックがあり、洗練されたスーツ姿の佐伯さんが入ってくる。

「副社長……」

「なんだ？　俺が来たのが意外そうな顔だな。仕事は終わった？」

　佐伯さんはスーツの上に、上質なグレーのショートトレンチコートを着ている。まだボタンは留められておらず、彼の大人の色気が、二メートルほど離れている私のところまで漂ってくる。

「今日は接待が入っているんじゃ？」

「先方が風か邪ぜをひいて、キャンセルになったんだ。帰ろう。このフロアに残ってるのは結愛だけだ」

　週の前半から遅くまで残業したくないのだろう。今日はみんな早めに帰っていったけれど、他の課もそうだったんだと心の中で思う。

　私はにっこり微笑んでデスクチェアから立ち上がり、後ろのコートかけからカシミヤのコートを手にすると、ドアのところで待っている佐伯さんに近づいた。

　第二企画課を出て、並んでエレベーターに向かうとき、どこかでドアが開閉する音が聞こえた。

「佐伯さん、このフロアに誰もいないって言ってましたよね？」

　なぜか背中に視線を感じた気がして振り返るも、人影はない。

「ここへ来る前に、他の課の者は帰っていった。警備員じゃないのか？」

「そうですよね」

　なんとなく腑ふに落ちないものの、ちょうどエレベーターが到着して、私たちは一階フロアまで下りた。

　佐伯さんは接待の予定だったので、今日は車で出社しておらず、そのままふたりで地下鉄乗り場に向かう。

「前を歩いてるのは恭也だな」

　オフィスビルを出ると、五メートルほど先を歩く恭也さんを、佐伯さんが見つけた。恭也さんはクリーム色のコートを着た女の子と一緒に歩いていた。

「仕事仲間みたいですね。もしかしたら恋人でしょうか」

　見ていると、恭也さんは彼女の手を自分のポケットに入れた。お互いが顔を見合わせ、笑う。微笑ましい光景で、うらやましいとも思ってしまう。誰が見ているともわからない会社の近くで手を繋ぐなんて、とんでもない話だから。

「恭也、彼女がいたのか」

　佐伯さんは若干驚いているものの、安堵した様子も見せる。

「ニューハーフが好きなのかと、本気で心配してたんだ」

「よかったですね。あれだけのルックスの持ち主なんですから、彼女がいないわけないですよ。お似合いのカップルですね」

　恭也さんたちは地下鉄乗り場を通り過ぎ、有ゆう楽らく町ちょうのほうへ去っていった。

　私たちは駅の階段を下り、改札へ向かう。

　なんとなく恭也さんの話から家族の話題になり、マンションのある最寄り駅に着くまで、佐伯さんは家族のことを話してくれた。佐伯さんの父親は、ホテル運営やリゾート開発など、多岐に渡るグループ企業の統括を行う〝佐伯ホールディングス〟の会長で、母親はその傘下である〝トレジャー・リゾートホテル〟の社長だと。

　弟の恭也さんは、佐伯さんの二歳下の二十七歳で、私と同い年だった。彼はグループのアミューズメント会社の本部長。叔父が三人いるけど、それぞれ佐伯ホールディングスが束ねる会社の社長であることもわかった。

　つまり、彼は華麗なる一族の一員だったのだ。生活の違いに恐れをなすという表現が、今の私の気持ちにぴったりかもしれない。私には親戚どころか、家族がいない。佐伯さんはやはり、桜田さんのように家柄がいい家庭の令嬢と結婚するべきなのだ。

　電車を降りて改札に向かう私の様子に気づいたのか、佐伯さんが私の手を握って、「どうした？」と視線を向ける。

「いいえ……」

　気持ちがシュンと落ち込みそうになるけれど、口元を緩ませ、首を横に振った。

「そういえば食事は？」

「あ、まだです」

　佐伯さんはコートの袖を少しめくり、腕時計を見る。

「もう遅い時間だしな。弁当を買って食べる？」

「そうですね。あそこのスーパー、唐揚げのお弁当がおいしいです。今の時間はあるかどうかわからないですけど、半額になってますよ」

　言ってしまってから、ハッと我に返る。

　お弁当生活だってバレることを言うなんてっ。

「はぁ……」と嘆く私に、佐伯さんは笑う。

「なにを百面相してるんだ？　スーパーへ行こう」

　私がお弁当生活ばかりだと、彼は気がつかなかったみたいでホッとする。しかし半額に喜ぶ私って……。




　レジ袋を持つ佐伯さんと、マンションへ戻ってきた。

　彼は鍵を開けると、私に入るように促す。

「今日は……やめておきます。明日の準備がありますし」

　私はやんわりと告げ、首を左右に振った。

「ああ……そうだったな。わかった。疲れさせて、明日からの出張で体調が悪くなっても困るしな。仕方ない。君を解放しよう」

　そう言ったのに、佐伯さんは私を抱きしめた。

「佐伯……さんっ!?」

「昨日のことは二ノ宮くんから聞いた。身体が大事だ。無理しないでほしい」

　二ノ宮さん……口止めをしたのに……。

「と言っても、俺が君を酷使してるんだよな。すまない」

　私をふんわり抱きしめる腕に力が入る。

「佐伯さんのせいじゃないです。この仕事、大変ですけど私は楽しんでますから」

「落ち着いたら温泉旅館に君を招待して、女王様のように扱うと約束しよう」

「その約束、忘れないでくださいね」

「もちろん。忘れない」

　佐伯さんは切ない瞳を向けて、私と唇を重ねる。

　何度も角度を変えて甘いキスを落とす彼に、胸が苦しくなった。

　自制心をかき集めて、私は佐伯さんの腕から抜けだす。

「もうっ、私を誘惑する気ですか？　ダメですよ」

　にっこり笑いながら、私を抱きしめたときに落ちてしまったお弁当の入った袋を持ち上げて、ひとつ取りだす。

「ごちそうさまです」

　明るく言って、残りのひとつが入ったレジ袋ごと佐伯さんに渡した。

「こんなことなら、マンションをひと部屋だけにすればよかった」

「なにを言ってるんですかっ」

　同棲すればよかったと言われて、うれしくなるのは否めない。

「じゃあ……おやすみなさい」

「おやすみ。出張中、夢に会いに来てほしい」

　もう一度、唇にキスが落とされる。

「はい。佐伯さんも……」

　私は彼に背を向けると、自分の部屋のドアを開けて中へ入った。

　ソファの上にコートを無造作に置き、お弁当を持ってキッチンへ入る。電子レンジで温めている間に洗面所で手を洗う。

　鏡に映る自分の顔は、さっきのキスで瞳が潤んでいた。

　婚約披露パーティーのこと、聞きそびれちゃった……。ううん。聞きそびれたのではなくて、聞くのが怖いから口に出せない。

　佐伯さんと一緒にいたい気持ちは、きっと彼よりある。だけど……私は佐伯さんにふさわしくない。

　彼にふさわしい女性は、家柄がよくて、ぜひお嫁に来てほしいと言われるような人。

　深くため息をついてから頭を左右に振ると、洗面所を出た。




　翌日の朝、出社しようと玄関でパンプスを履いていると、インターホンが鳴った。ドアを開けると佐伯さんが立っていた。

「スーツケースがあるだろう？　今日は甘えてくれないか？」

「ありがとうございます。助かります」

「助かるだけか？　俺は朝から会えてうれしいのに」

　朝から甘い笑みを向けられて、困惑してしまう。

「わ、私もうれしいです。でも……」

　一緒に出社するところを社員に見られたりでもしたらと思うと、安易に喜べない。

「スーツケースは空港の送迎車に入れておくから、心配ない」

　私の考えていることとは別に、佐伯さんは違う心配を言って、スーツケースを引き歩き始めた。




　出発は十七時過ぎで成田空港から。十二時に会社を出る、と二ノ宮さんから連絡をもらっている。

　それまでに私は不在中の指示書などを作成して……。

　パソコンに向かっていると、香川主任が次のアーティストの企画書を持ってやってくる。

「ありがとうございます。これは飛行機の中で確認させてもらいますね」

「はい。気をつけて行ってきてください」

　香川主任が課長室を出ていった。

　私の頭を悩ませているのは、ニューハーフの件。美里ママが一番いいのだけど……。佐伯さんは『任せてくれ』と言った。そのあと、どうなっているんだろう。

　この企画は、バレエにチャレンジするニューハーフがいなくてはおもしろさが半減してしまう。

　手に持っていたペンで無意識にデスクをコンコンと叩いていた。




　気づけば出発の時刻が迫っていた。香川主任を呼び、留守中の指示をしているとドアがノックされ、佐伯さんが入ってきた。

「お疲れさまです」

　佐伯さんと入れ替わりに、香川主任が出ていく。

　ドアがぴったり閉まると、佐伯さんは口を開いた。

「気をつけて行ってこいよ。それから……よろしく頼む」

「はい！　しっかり契約してきますから」

　出発前に会えないと思っていた私は、こうして話すことができてうれしいけれど、半分空いているブラインドの向こうに、デスクにいる社員たちが見えて、ぎこちない笑みを浮かべてしまう。

　本当は抱きしめて、キスしてほしい。

　私ったらなにを考えているのっ。仕事、仕事！

　昼間から不ふ埒らちなことを考えている自分を心の中で叱る。

「あ、もう時間です」

　イスから立ち上がり、カシミヤのコートを羽織る。佐伯さんと共にドアに向かったそのとき、ふいに抱きしめられ、唇が塞がれた。ちょうど死角になって社員たちから見えない場所で。

　キスは私の身体を疼かせて、終わった。

「じゃあ」

「……はい」

　何事もなかったような表情を装い、先に課長室を出た佐伯さんのあとに続く。

　みんなに見送られ、第二企画課を出た。彼は隣の自分の部屋へ入ってしまった。

　エレベーターに乗り、地下駐車場へ行くと、二ノ宮さんが車の横で待っていた。彼女はそつがなく、秘書の見本のような人だな、と会うたび思う。

「お疲れさまです。どうぞ」

　柔らかい笑みを浮かべた二ノ宮さんは、社用車の後部座席のドアを開けた。乗るように促され、席に着く。




　空港に着き、チェックインを済ませると、二ノ宮さんもまだ昼食を食べていなかったことがわかり、航空会社のラウンジへ向かう。

　サンドイッチなどの軽食を皿に乗せて、離着陸している旅客機が見える窓辺のテーブルに着き、食べ始める。

「お加減はいかがですか？」

　食事をしながら、二ノ宮さんは私の体調を気遣ってくれる。

「もう大丈夫です。ありがとうございました」

「よかったです。お薬はちゃんと飲んでくださいね」

　二ノ宮さんはホッとしたような表情を浮かべてから、コーヒーを口にした。

　お腹が満たされ食事が済むと、そろそろ出国手続きに向かう時間だった。










社内メール




　女性の出国管理官の前に立って手続きを行っていると、肩から提げているバッグが振動していることに気づく。

　出国手続きを終えて、スマホを取りだして見ると、メールが一通。

　見知らぬアドレスに首を傾げながら開く。隣を歩いている二ノ宮さんも自分のスマホを見ている。

　搭乗口に向かいながら、それを読んでいた私の足が止まる。

　どうしてっ!?　どうして……こんなことを……!?

　メールの内容に愕然として、心臓が不規則に暴れ始める。

「瀬戸課長……」

　茫然となっている私の耳に、二ノ宮さんの困惑したような声が聞こえてきた。その声にハッとして彼女を見る。

「二ノ宮さん、どうかし――」

　働かない頭でなんとか口を開くと、彼女は私にスマホの画面を見せた。

　私に来たメールの内容とまったく同じものだった。

　内容は、私が副社長の愛人であること。しかも私にはアメリカに夫がいることになっていて、完全に不倫扱いの文章だった。

　結婚しているようにマリッジリングをはめているのは、私の意思だけど……。

　ラスベガスのホテルで、佐伯さんと私は一夜を明かしたとまである。

　これを知っているのは桜田さんしかいない。私の脳裏に、彼女の別れ際の言葉がよみがえる。

『わかったわ。ラスベガスに帰らないのなら、私にも考えがあるから』

　考えって、このことだったんだ……。

「このメールは重役を除く社員へ一斉送信のようですね。こんな卑ひ劣れつな真ま似ねをするなんて」

　二ノ宮さんは戸惑う私とは反対に、憤ふん慨がいしている。

「とりあえず座りましょう」

　彼女は冷静さを取り戻し、スマホを持つ手が震えている私を、搭乗口近くのイスに座らせた。

「メールは……重役以外の社員全員に知られてしまったんですね？」

　まだ手にスマホをぎゅっと握っていることに気づき、力を緩める。

「そのようですが、副社長の耳には入っていないようですね」

「えっ？」

「入っていれば心配で、すぐに電話がかかってくるはずです」

　そっと二ノ宮さんは微笑む。

　私の頭は完全に混乱していた。荷物も機内に運ばれているだろうし、出国審査も終わっている。そんな簡単にここから出られるわけがないのに、なんとかして会社に戻らなくてはと、おもむろにイスから立ち上がる。

「私、会社へ戻ります。二ノ宮さん、あとはお願いします」

「瀬戸課長！　それはいけません！　先方は瀬戸課長の信用で引き受けてくださるんですよ？　このことは副社長に任せておけばいいんです。ちゃんと解決してくださいますから」

「でもっ……」

　動揺で揺れる瞳で二ノ宮さんを見つめてから、もう一度イスに座る。

　……二ノ宮さんの言う通りだ。取り乱しちゃダメ。今は仕事を優先しなければならないのに……。

「メールの送信者は桜田さんですね。ラスベガスでのことが書かれていますから」

　二ノ宮さんは断定気味に話す。

「私、彼女と……数日前、カフェで会ったんです。彼女は自分が佐伯さんの婚約者だから、私に早くラスベガスへ帰ってと言いました。戻らなかったら考えがあると、席を立つ間際に言って……その内容が、これだったんですね」

　私の口から深いため息が漏れる。

「桜田さんに会ったんですか!?　彼女、執しつ拗ように副社長を追っているんです。ストーカーに近い状態でした」

　二ノ宮さんは彼女を相当嫌っているのか、顔がこわばっている。

「ストーカーに近い状態？　私宛に婚約披露パーティーの招待状が来たんですが……。それに、ふたりの写真も……」

「桜田さんと婚約？　あり得ませんわ。そんな小細工までして瀬戸課長を陥れようとしていただなんて……。私に聞いてくださればよかったのに。ひとりで思い悩まれていたんですね」

　大きく首を左右に振る二ノ宮さん。

「とにかく、副社長を信用してください。心配なさらず副社長に任せて、ロサンゼルスへ行きましょう」

　そこへ、ビジネスクラスの搭乗案内のアナウンスが始まった。




　約十時間のフライトののち、ロサンゼルスへ到着した。飛行機の中ではメールのことが気になって、ほとんど気が休まらなかった。

　ロサンゼルス国際空港へ飛行機が羽を下ろしたのは、現地時間で十一時過ぎ。メールの件がどうなったか心配で仕方ないけれど、佐伯さんに電話する勇気がない。しかも日本は真夜中。

「瀬戸課長？　行きましょう」

　タクシーのトランクにスーツケースが収められ、それを見守っていた二ノ宮さんが私の横へ戻ってくる。私は頷くとタクシーに乗り込んだ。

　休暇でときどき過ごしたロサンゼルスの見慣れた景色。なんだか急にラスベガスの家に帰りたくなってきた。

「スティーブンソンバレエ団との約束は十六時ですから、ランチを食べたら少し休んでくださいね」

「えっ？」

　休むつもりはなく、時間まで部屋で仕事をしようと思っていた。

「顔色が悪いです。機内でもほとんど寝ていなかったんじゃないですか？」

「佐伯さんからメール、入ってましたか？」

　私にはなにもなくて、二ノ宮さんに聞いてみる。

　佐伯さんはまだ桜田さんのメールを知らないのだろうか。ううん。そんなことはない。誰かから耳にしているはず……。

「いいえ。入っていません。気にしすぎると疲れてしまいますから、寝てください」

　二ノ宮さんは私の身体を思って、そう言ってくれる。でも気にせずにはいられない。

　契約を終えた私は、会社へ戻る勇気があるだろうか……。出発前は取り乱して、会社に戻らなければならないと思っていたけれど、冷静になってみれば、メールを見てしまった第二企画課のみんなと顔を合わせることなんてできない。

　でも、とにかく契約だけは済ませなければ。




　ハリウッドに近い高級ホテルに到着し、チェックインを済ませると、そのまま部屋へ向かう。私と二ノ宮さんの部屋は同じ階だけど、少し離れている。

「ルームサービスを私がオーダーしておきます。なにがいいでしょうか？」

「トーストのセットでお願いします。飲み物は部屋のコーヒーで大丈夫です」

　部屋の前まで来ると二ノ宮さんに聞かれ、簡単な食事を頼んだ。

「わかりました。食事が終わったら休んでくださいね。十四時になったら起こしますので」

「ありがとうございます。二ノ宮さんもゆっくりしてくださいね」

　二ノ宮さんは気遣う微笑みを浮かべて、私が部屋に入るまでその場にいた。

　室内に入ると、肩から提げていたバッグを細長いデスクの上に置き、セミダブルのベッドに腰かける。

　頭がぼーっとしてしまう。十六時までにはっきりさせておかなければならないのに。

　ため息が漏れるのを抑えられず、ひとりになった途端、頻繁に口から出てしまう。

「あとで佐伯さんに電話を……」

　ジャケットのポケットからスマホを取りだし、枕元へ置く。

「矢面に立って、大変な目に遭っているかもしれない。私とのことはなんでもないと言ってもらおう」

　ベッドに身体を横たえて目を閉じる。佐伯さんの顔が浮かんできて目頭が熱くなり、目尻を濡らしていく。

　――トゥルルルル……。

　枕元のスマホが鳴った。

　佐伯さんっ!?

　左手で涙を拭きながら、右手でスマホを掴んでみると、着信はアニーからだった。

　ひと呼吸してから通話の表示をタップすると、アニーの陽気な声が聞こえてきた。

『ハロー、ユア。もしかして、もうお仕事中だった？』

　ほんの少しの時間でも会えればと、今日ロサンゼルスに到着することをアニーにメールしておいたのだ。

「アニー……」

『ごめんなさい。今はダメだったみたいね』

　私の声の調子からか、アニーの申し訳なさそうな声がして、慌てて「大丈夫よ」と言う。

「たった今、部屋に入ったばかりだったから」

『それにしても、元気がないみたいに聞こえるわ。平気なの？　私、今ビバリーヒルズのカイルの家にいるの。こっちにいる間、会う時間ある？』

　もちろんアニーとは祖母のお葬式以来で、会いたい。だからロサンゼルスに来ることを知らせたのだ。

「明日の夜なら大丈夫。昼間はエージェント巡りをする予定なの」

『ＯＫ。迎えに行くわ』

　アニーにホテルの名前を告げると、電話を切った。

　少しして、二ノ宮さんが頼んでくれたトーストのセットが運ばれてきて食べ始める。やはり喉を通っていかず、オニオンスープで流し込むと、それ以上食べるのをやめた。

「二ノ宮さんの言う通り、疲れてるみたい。少し休もう」

　シャワーを浴びると、十三時半に目覚まし時計をセットし、ベッドに横になった。




『結愛、起きろよ』

　私を起こす佐伯さんの声……。

「佐伯……さん……」

　彼の名前を呟いて、ハッと目を開ける。

　部屋を見まわしても佐伯さんの姿はなかった。

　いるはずがない……。彼は遠い日本にいるのだから。

「会いたいから、佐伯さんの声が聞こえちゃったんだ……」

　時計に視線を向けると、アラームをかけた五分前だった。倦けん怠たい感が残ったまま、のろのろと立ち上がると、顔を洗いメイクを始めた。

　持ってきた服はそれほど多くない。クリーム色のパンツスーツと、ネイビーのワンピースにお揃いのジャケット。部屋着にジーンズ、Ｔシャツ、ブラウスぐらいだ。

　パンツスーツに決めて着替えると、部屋の電話が鳴った。

「ハロー？」

『二ノ宮です。起きていたんですね。休めましたか？』

「はい。少し寝たので頭がスッキリしました。あの……副社長と話はしましたか？」

　副社長秘書の二ノ宮さんなら話せたのではないかと聞いてみる。

『いいえ……副社長に任せておけばいいんです。では三十分後にホテルを出ましょう』

「わかりました」

　受話器を静かに置く。

　二ノ宮さんも佐伯さんと話せていないなんて……どんな騒ぎになっているのだろう。

　心配で仕方ない私の口から、また大きなため息が漏れた。




　私たちは手配していたレンタカーに乗って、ホテルからサンタモニカへ向かう。アメリカの道路に慣れている私が運転手役を買って出た。

　西に車を走らせ、サンタモニカ市内に入ると海が見えてきた。

　スティーブンソンバレエ団のオフィス兼レッスン場は、西海岸から道路を二本ほど入ったところにあり、海が見えない。まだ時間もあることだしと、海岸沿いまで車を走らせたのだ。

　助手席に座る二ノ宮さんは、口元にうっすら笑みを浮かべて、サーファーたちがいる海を見ている。

「ステキな景色ですね。ここに住みたくなります」

「ええ。私が好きな景色です。ラスベガスの近くに湖はありますが、海はなかったので、ロスへ来ると必ずここに来ていました」

　時間があればどこかに車を停めてお茶をしたいところだけど、約束までそれほど時間がない。

「じゃあ、バレエ団のオフィスに向かいますね」

「はい。よろしくお願いします」

　私は今来た道を戻り、スティーブンソンバレエ団のオフィスを目指した。




「ハロー！　ユア！　よく来てくれました」

　オフィスの前に車を停めて、大きな白亜の建物のドアチャイムを押すと、小柄で細身の男性が現れ、私と二ノ宮さんを交互にハグする。

「私がスティーブ・ワイアットです」

　改めて手を差しだされて握手する。

「こんな美人のふたりが日本からやってくるなんて、団員が妬やいちゃうわ～。どうぞこちらへいらして。あ！　まずはレッスンを見たいかしら？　一応お見せしようと思って、衣装に着替えてるの」

　スティーブは早口で話しながら、私たちの返事を聞かずに奥へ案内する。

「どうぞ～」

　スティーブが立つドアの向こうから、音楽が聞こえてくる。

　ドアを開けると、十人ほどのバレエの衣装に着替えた男性がそれぞれ身体を慣らしていた。

「はーい。みんなぁ～、日本からいらしてくれたわよ～」

　スティーブが手をパンパンと叩くと、音楽が鳴りやんで団員たちの動きが止まり、一斉に私たちのほうに視線を向けられる。

　衣装と濃いめのメイクで本番さながらの団員たちに注目されて、仕事を忘れて吹きだしそうになる。

「ハロー。私はトレジャー・トランス社企画課の課長、ユア・セトです。彼女は我が社の副社長秘書のアツコ・ニノミヤです。よろしくお願いします」

　笑いを堪えて挨拶を済ませると、スティーブはレッスン場の端に用意したイスに私たちを座らせた。

「それでは一場面だけ、お見せしますね」

　音響機材の前にいる男性にスティーブが頷くと、音楽が静かに鳴り始める。曲は〝白鳥の湖〟だ。

　大柄で筋肉隆々の男性がひとり、白鳥の衣装を着て、踊りながら登場する。

　後ろに色とりどりの鳥に扮ふんした男性たち。おふざけが入って、原作とは異なるストーリー。けれどバレエの技術は確かで、私たちはしばし彼らに魅了された。




「どうでしたか？　私たちと契約してもいいと思われましたか？」

　彼らの踊りを見てから、少し経って私と二ノ宮さんは二階のオフィスのソファに移動していた。

「もちろんです。あなた方のようなステキなバレエ団に、我が劇場で公演していただければ光栄です」

　私の口調は熱の入ったものになる。

　二ノ宮さんは先日、劇場の隅々まで撮影した映像をタブレットに映し、スティーブに見せる。

「素晴らしい劇場だわ。私たちもここで公演できることを誇りに思います。日本人のニューハーフを入れる企画もステキ。なんとか踊れるように、精いっぱいのことをさせてもらいます」

　映像をバレエ団のメンバーにも見せてから、スティーブは高揚した顔でそう言ってくれた。

「ありがとうございます」

　私は心からの安堵の笑みを浮かべる。

「お礼を言うのはこちらのほうです。都合で日程を変えてまで私たちにオファーしてくださり、ありがとうございます。ぜひ、成功させましょう」

　手元のフレッシュオレンジジュースで乾杯して、契約書にサインをし、無事に契約を終えた。

　帰る前に団員たちと食事をすることになり、ここから歩いて海岸沿いのレストランへ。化粧を落とした団員たちは男性そのものだけど、やっぱり言葉遣いや仕草が女性っぽい。




　楽しいディナータイムを過ごしていると、時間はあっという間で、二十一時を回っていた。

　団員たちに見送られて車に乗り込み、バレエ団を去る。

　バックミラーから彼らが見えなくなると、やり終えた充実感が心の中を占めており、二ノ宮さんににっこり笑顔を向ける。

「二ノ宮さん、お疲れさまでした」

「お疲れさまです。美人堂のみなさんもすごいパワーだと思いましたが、今日のみなさんも強烈でしたね。きっと観に来てくださるお客様みんなが楽しめる素晴らしい公演になると思います」

　二ノ宮さんも大役を終えて、満足げだ。

「はい。あとは美里ママにやっていただければ、最高なんですけど……」

　前を走る無数のテールランプに視線を向ける。この時間の道路は混んでいた。

「二ノ宮さん……」

「はい？」

　改まった私に、二ノ宮さんが不思議そうな声になる。

「……金曜日に帰国の予定ですが、私は一日ずらしてもいいでしょうか？」

　ここへ来るまではそんなことをまったく考えていなかったけれど、事情が変わり、ずっと考えていたことだった。

「帰国を延ばしたいのですか？」

　二ノ宮さんは静かに聞いてくる。

「はい……祖父母のお墓参りに行きたいと思って。日本にいると、なかなか行けないので」

　お墓参りに行きたいとは思っているけれど、それは本当の理由じゃない。ひとりになっていろいろと今後のことを考えたい。

「……わかりました……瀬戸課長、日本へ戻ってこられますよね？」

　彼女の心配する声。

「もちろんです……逃げだすわけにはいきませんから」

　そう答えるものの、心の中は複雑に揺れていた。




　部屋に戻って、無事に契約を終えた報告を兼ねて佐伯さんに電話をしたけれど、呼びだし音が鳴るばかりだった。




　翌日はロサンゼルスにあるプロダクションに、挨拶まわりをする。今後の劇場公演のために。一日で多くのプロダクションを回ることができた。

　ホテルに戻ると、あと三十分ほどでアニーが迎えに来る時間だった。

　一緒に食事をしましょうと二ノ宮さんを誘うと、彼女は遠慮したようで断った。




　ジーンズとＴシャツ、ネイビーのジャケットを着てロビーへ下りると、アニーがソファから立ち上がり、飛んでくる。彼女の服も似たような感じだ。長い金髪のせいで、そんな格好をしていてもエレガントに見える。

「ユア！」

　ハグをしてから離れると、アニーは私の顔をまじまじと見つめる。

「元気だった？　日本にいるなんて寂しいと思ったけど、こうして会えてうれしいわ」

「私も会いたかった。カイルは元気？　結婚式の準備は進んでる？」

「順調よ。結婚式はロス郊外のチャペルで、四月を予定してるの。ユアは今、日本で働いてるけど、出席できるかしら？」

「絶対に出席するわ」

　私はにっこり笑ってアニーに約束した。

「よかった！　ブライドメイドをお願いしたいと思ってたの。さあ、行きましょう。サントロのレストランを予約したから」

　地元で有名なレストランだ。ドレスコードは特になく、わりと静かに話ができる。

　ロビーを抜けて、ホテルのエントランスに出る。パールホワイトの大型の高級車が停まっており、そばに運転手が立っていた。

「危ないからってカイルに運転手をつけられたの。私だってちゃんと運転できるのに」

　過保護なフィアンセに、アニーは少しうんざりしたような顔になる。

「運転手がいるのなら、お酒が飲めるじゃない？」

「そうね！　そのための運転手だわ」

　私たちは笑い声を上げながら、後部座席に乗り込んだ。




　十分ほどでレストランに到着すると、すぐに席へ案内される。

　店内は薄暗く、テーブルの上に揺らめくキャンドルが置かれている。まわりを見渡すとカップルが多い気がした。

「日本はどう？　楽しい？　ナイスガイ、見つけた？」

　テーブルに着くなり、アニーは質問を始める。いろいろ聞きたくてしょうがないらしい。

「その前にオーダーしようよ」

　私は笑いながら、意外とせっかちなアニーにメニューを広げてみせる。彼女といると楽しくて、真顔になる時間は少ない。

　私たちはサーロインステーキやサラダを頼んだ。スティーブンソンバレエ団との契約を済ませて少し気が軽くなったせいで、食欲が出てきている。ランチも二ノ宮さんとタコスやエンチラーダを食べたのだ。

「乾杯しましょう」

　ソムリエが淹れてくれた赤ワインのグラスを持って、乾杯する。

「カイルは？」

「今、ロンドンへ行ってるの。今月末に戻ってくるわ。それより、ユアのことを聞かせて」

　そう言いながら、アニーの視線は私の左手の薬指に移る。

「まだマリッジリングをしてるのね。それをはめてたら、男性が言い寄ってこないじゃない」

　彼女は顔をしかめてみせた。

「あのね、アニー。ラスベガスのスイートルームの男性のことなんだけど……」

　私は佐伯さんのことを話そうと、切りだす。

「まだ吹っ切れてないの？」

　アニーは首を左右に振りながら、同情の目を向ける。

「違うの。実は――」

　私を呼んだ日本企業の副社長が佐伯さんであること、そして恋人同士になったこと、でもロスへ発たつ日に、ラスベガスで会った女性に私と佐伯さんの関係を社内に暴露されたことなど、アニーに告白した。

「……そんなことが……廊下で会った女性さえいなければ、ややこしいことにならなかったのに」

　アニーは綺麗に整った眉を歪ゆがめ、悔しそうな顔になる。

「佐伯さんに一度連絡をしてみたんだけど、そのときは電話に出なくて。そのあとは勇気が出ずに話せてないの」

「そんなのじゃダメよ！　あなたたちに後ろめたいことなんてひとつもないわ。すぐに電話をしなさい」

　私は頭の中で日本時間を計算してみる。ちょうどランチタイムだ。

　佐伯さんの声が聞きたい……だけど、もうひとりの私が引き留める。

「でもね、アニー……彼は私なんかと付き合ったらいけない相手なの」

「今どきそんな人なんていないわよ。私だって、カイルと年齢がひとまわりも離れてるし、彼は有名人だからふさわしくないと思ったこともあったけれど、すべては愛よ。愛がなきゃ、どんな相手と結婚したって無意味なの。幸せになれないわ」

　アニーの言うことはよくわかるけど……。

「ほら、早く。電話してきて」

　アニーに勧められて、少し勇気が出てくる。私はスマホを手にすると、レストランの外へ出た。




「どうだった!?」

　テーブルへ戻る私に、アニーは即座に聞く。

「出なかったの……」

　勇気を出してかけたらかけたで、佐伯さんは出なくて……気分が落ち込む。

「たまたま出られなかったのよ。あとでかけてみればいいわ。もっと飲みましょ」

　イスに座り、ため息をつく私をアニーは元気づけると、通りかかったウエイトレスに赤ワインを頼んだ。

　私は電話に出ない佐伯さんが心配だった。




　二時間後、気分よく酔うどころか、胃が不快感を訴えてくる。疲れもあるのだろう。

「アニー、ごめんなさい。もうホテルに戻らなきゃ」

　荷物はそれほどないけれど、明日はチェックアウトだ。

「ユアといると、時間が経つのが早く感じるわ。またゆっくり会いましょう。結婚式前に私がユアのところへ行くわ」

「それまでに東京を案内できるようにしておくね」

　ふたりで支払いを済ませると、アニーは私を車に乗せ、ホテルへ送ってくれた。










信じられないサプライズ




　翌朝、私はＴシャツだけ替えた昨日と同じ服装で、一階のレストランに向かう。二ノ宮さんと七時に朝食の席で待ち合わせしていた。

　十一時三十分発の旅客機で二ノ宮さんは日本へ向かい、私はラスベガスへ向かう飛行機に乗る。

「おはようございます」

　ビュッフェスタイルのレストランに入ると、二ノ宮さんは先に来ていた。彼女はかっちりとしたグレーのパンツスーツに身を包んでいた。私は微笑み、朝の挨拶をする。

「おはようございます」

　二ノ宮さんもにこやかに挨拶し、立ち上がる。

　私たちは食べたい料理を皿に取り、テーブルへ戻って食べ始める。

「二ノ宮さん、副社長と話はできましたか？」

　コーヒーをひと口飲んでから聞いてみる。

　昨晩、ホテルに戻るとすぐベッドに倒れ込むようにして眠ってしまい、電話はかけていない。

「はい。心配いらないとのことでした」

　心配はいらない……本当のことなのかな……。

「本当に、そうなのでしょうか……」

「副社長がそう言うのですから、心配はいらないんです。気にせずに戻ってきてくださいね」

「一緒に帰国できずにすみません。月曜日には出社しますから」

　そうは言ったけど、尻込みしそうだ。私は日本に戻る勇気があるのだろうか。

「副社長にはそう伝えておきますね」

「……よろしくお願いします」

　心の中は困惑しているものの、表情に出さずに頭を下げた。




　朝食を済ませると、チェックアウトしてタクシーに乗り、空港へ向かった。

　国際線ターミナルで二ノ宮さんと別れ、私は国内線ターミナルへ向かい、手続きを終えてラスベガスマッカラン空港へ飛んだ。




　現地時間の十一時少し前に到着し、空港でレンタカーを借りると市内に向かう。

　天気はよく、空が青い。ホテル群が見えてくるとホッとしたような気持ちになった。

　日本へ帰りたくなくなる気持ちが、心の中を占め始める。

　そんな思いを胸に、花屋へ立ち寄ってから二十分後、車は祖父母のお墓がある墓地の駐車場に到着した。

　ふたつの花束を抱えて、祖父母のお墓の前へやってきた。そこに、真新しい花束がひとつずつ置かれていることに気づく。

「誰だろう……」

　お墓参りにやってくる知り合いはいないはず。しかも私の花束よりも大きくて豪華。

「間違えたってことはないよね……？」

　とりあえず自分が持っている花束を祖父母のお墓に置き、しゃがんで両手を合わせ、話しかける。

「こんにちは。おじいちゃん、おばあちゃん。思いがけなく、お墓参りに来る機会ができたの……私に会えてうれしい？」

　千葉の両親のお墓参りができたことも伝える。

「それから……私、佐伯さんをあきらめる。この仕事がひと段落着いたら、ここに戻ってくるね」

　佐伯さんにこれ以上、迷惑はかけられない。

　そのあともしばらくたわいもない会話をふたりにして、もう一度両手を合わせてから、そっと立ち上がる。

「おじいちゃん、おばあちゃん、また来るからね」

　そう誓ってから振り返ろうとしたとき、突然左腕を掴まれた。

「きゃっ！」

　その手を右手で掴んで外そうとすると、ぎゅっと背後から腕の中に閉じ込められてしまう。

　まさか墓地でレイプ？　強盗!?

「放しなさい！」

　英語で叫ぶと、知っているフレグランスの香りを吸い込んで、ハッとする。

　グリーンシトラスの香りは……。

　髪になにかが触れた。おそらく唇。

「さえ……き……さん？」

　こんなところにいるはずはない。だけど私は今、心地いい佐伯さんの腕に包まれているよう。

「君の合気道の腕前も、信用がないな」

　少し低めで艶のある佐伯さんの声が、頭の上で聞こえた。ガバッと身体を回転させてその人を見て、何度も瞬きを繰り返す。

　信じられない……これは夢……？

　ブラックのＴシャツとジーンズ姿の佐伯さんは、私の間の抜けた顔を見て、笑っている。

「佐伯さん……？」

「まだ夢を見てるような顔だな。幻が抱きしめると思ってるのか？」

　彼は苦笑いを浮かべる。

「どうしてここに？　じゃ、じゃあ……この花束は佐伯さんが……」

「ああ。おばあさんとおじいさんに挨拶をしたかったんだ」

「挨拶……」

　突然佐伯さんが現れ、頭の中が混乱していて、気の利いた言葉が出てこない。

「結愛、不安だっただろう？」

　彼はまだ腕の中にいる私を、力強く抱きしめた。

「佐伯さん……」

　私はさっきおばあちゃんたちに、彼をあきらめると伝えたばかり。

「……放してください」

　佐伯さんの腕から離れようと、彼の胸に手を置いて押す。

「結愛？　まさか、別れようと考えてるのか？」

　佐伯さんはうつむく私の顔をよく見ようと、顎に手をかける。私はその手をそっとどかして、彼の黒い瞳を見つめた。

「……まさか、じゃないです。私たちは別れたほうがいいんです」

「は？　どうしてそんな結論になるんだ？」

　佐伯さんは憤然とした面持ちで聞いてくる。じっと見つめられて、目を逸らそうとすると、頬に手を置かれて動けなくなる。そして唇が重なった。

「ん……」

　頑かたくなに口を閉じようとしても、佐伯さんの巧みなキスに抵抗できるわけもなく、舌がするりと口腔内を探り始める。

　私の手は佐伯さんの髪に触れて……ハッとする。

　強引なキスを私から終わらせ、彼を睨んだ。

「やめてください……」

「君は俺に抵抗できない。できるわけないだろう？　俺を愛してるのだから」

　佐伯さんは自信ありげに言い放つ。

「そんな勝手なこと、言わないでください。どうしてここへ来たんですか？　仕事は？」

「説明はあとでする。行くぞ」

　彼は私の手を掴んで、駐車場へ大股で向かう。

「っ！　……どこへっ!?」

　佐伯さんの歩くペースに、私は小走りだ。

　私が借りた赤い車から少し離れたスペースに、ホワイトのＳＵＶ車が停まっていた。そちらの方向に彼は向かっている。

「佐伯さんっ！　私も車で来てるんです！」

「そんなの、あとで取りに来させる」

　歩きながらリモコンキーでロックを解除し、右側の助手席のドアを開けると、私に座るよう促した。

「スーツケースもあるんです」

「安心しろ。夜にはホテルに届いてる」

　助手席に座らされ、佐伯さんは私のほうへ屈み、シートベルトを装着した。

「佐伯さん、どこへ行くんですかっ!?」

　ドアがバタンと閉められて、彼は車の前を回って運転席に座る。

「いったいどこへ!?」

　もう一度聞くと、佐伯さんは私のほうへ顔を向け、「結愛がなにも言えなくなるところへ」とわけのわからないことを言った。

「なにを言ってるんですか？　それってどこなんですか？」

　もう私の質問には答えずに、エンジンをかけると車を発進させた。

「佐伯さん……」

　仕事を放りだしてまで、ここへ来るなんて……。

「あの、メールの件はどうなったんですか？　桜田さんは？」

「二ノ宮くんから聞かなかったか？　心配はいらないと」

　佐伯さんはサイドミラーに視線を走らせ、左折する。

「そう言われても心配します」

「もう二度と、桜田くんに邪魔はさせない」

　断固とした言い方だった。

「それはどういう意味――」

　問いかけた私は外の景色を見て、唖然とした。

「ここは……？」

　国道を逸れて入った場所は、私たちが出会ったチャペルだった。墓地とチャペルはさほど離れていない距離だ。

「降りて」

　チャペルの裏の駐車場に車を停めた佐伯さんは、私に降りるよう言った。

「降りてどうするんですか？」

　牧師様に挨拶はしたかったけれど、理由を聞くまで降りたくない。毅き然ぜんとした表情で、シートベルトを外した彼を見つめる。

「今から結婚式をするんだ」

「結婚式？　誰かの結婚式に参列するのなら、おひとりで行ってください」

　人の結婚式を祝う……そんな気分じゃないのに。

「誰かじゃない。俺たちのだ」

「えっ……？　俺たちの……？」

　驚きで目を見開く。

「ああ。最初から始めよう。俺が恋に落ちた場所で」

「……恋に……落ちた場所……」

「愛してる。本物の結婚式をしよう」

　佐伯さんは私の髪に手をやり、撫でてからキスをした。

　私は佐伯さんと幸せになっていいの……？　こんな形で結婚したら、ご家族が……。

「私のこと、ご家族は反対してるんじゃないですか？」

「反対なんかしてない。それどころか喜んでる。優秀で美しい嫁が来てくれると」

　佐伯さんは歯牙にもかけないような笑みを浮かべる。

「本当に……？　それは、本当のことなんですか？」

　本当にそう思ってくれているのならば、私は……。

「結愛を幸せにできるのは俺だけだ。俺を幸せにできるのも結愛だけ」

　その言葉に、今まで不安だらけだった心が軽くなる。

「佐伯さん……私なんかで……いいんですか？」

「どれだけ自分を卑下するんだ？　結愛でなければダメなんだ。結愛はあの日、俺を愛し始めたんだろう？」

「……そうです。あの日、私も恋に落ちたんです」

　あのおんぼろ車に乗った、カッコいい男性に。

「それなら、もうなにも言うなよ。これからは俺たちだけのことを考えよう」

　優しい微笑みを浮かべて、佐伯さんは私の頬を撫でた。

「佐伯さん……私……」

　まだ決心のつかない私を彼は引き寄せて、唇が触れる寸前のところで止める。

「結愛？　もう俺は待てない。早く俺の妻になってくれ」

　私の瞳をじっと見つめ、佐伯さんは囁ささやいた。

「佐伯さん……私、佐伯さんが好きです。愛しています」

　もう佐伯さんを深く愛する思いには逆らえなかった。私が腕を彼の首に巻きつけると、唇が重ねられた。

　甘い余韻を残してキスが終わると、お互いが微笑みを交わす。

「よかった。遠まわりしたが、この運命のチャペルで最初から始めよう。さあ降りて」

「結婚式って……でも、ドレスが……」

「大丈夫」

　佐伯さんは車から降りて、後ろのドアを開けてスーツケースを出している。私も降りて彼に近づく。

「この中に用意してある。日本から持ってきたんだ。褒めてくれるだろう？」

「さすが副社長ですね」

　笑って背伸びをして、佐伯さんの頬にかすめるようなキスをすると、もう一度唇が奪われた。

「おー！　ステキなキスシーンはどうぞ、式で存分に」

　まるでゴスペルでも歌いそうな音域の声が聞こえてきて、慌ててキスをやめる。

　すぐそばに牧師様が立っていた。

「牧師様……」

　彼は私たちを慈しむような温かいまなざしで見つめている。

「ミズ・ユア。ミスター・タクマ。あなた方は運命の相手だったのですね。こうしてまた式を執り行うことができて、神に感謝します」

　大きな身体の前で十字を切ると、牧師様は私たちに中へ入るよう促す。

「ミスター・タクマ、ご存じでしょうが、女性の着替えには時間がかかるものです。そろそろ彼女を放しましょう」

　笑いながらジョークを言う牧師様に、佐伯さんは両手を胸の位置に挙げて、おどけたように私から離れた。

　私たちは着替えるためチャペルの横の建物に入り、奥の別々の部屋へ向かう。

　佐伯さんの用意してくれたスーツケースを引きながら部屋の中へ入った私は、さらなる驚きに包まれた。

「二ノ宮さんっ！」

　日本へ帰ったと思っていた二ノ宮さんが、そこにいたのだ。

「副社長は、必ず瀬戸課長を連れてきてくれると思ってました」

　彼女はすましていた顔に花を咲かせた。

「驚きました……佐伯さんは、二ノ宮さんまで巻き込んだんですね？」

「いいえ。私は喜んで計画に乗っただけです。着替え、お手伝いします。私は今日、忙しいんですよ。着付け係にヘアメイク係、それに証人であり、カメラマンなんですから」

　こんなに茶目っ気たっぷりの二ノ宮さんは初めてだ。

「ありがとうございます！」

　私は涙が出そうだった。

　どうしよう……こんなに幸せで怖い……。

「あ、指輪をお預かりしますね」

　私は左手のマリッジリングを外し、二ノ宮さんの手のひらに預ける。

　彼女は私の髪を結ってアップに仕上げ、メイクも手がけてくれた。

　佐伯さんが用意してくれたウエディングドレスは、量感たっぷりなオーガンジーのスカート。胸元がパールとビジューで飾られ、華奢なホルターネックは首の後ろでリボンに結ぶタイプ。そして最後にヴェールを着けられる。

「副社長、待ちくたびれてますね。男性の着替えはすぐですから」

　二ノ宮さんは支度が終わった私を見て、満足そうに頷く。

「きっと牧師様がレモネードをごちそうしてくださっているかと」

　思いのほか、時間がかかってしまった気がするけれど、私ひとりだったらもっとかかってしまっただろう。

「私もいただきました。とてもおいしいレモネードでした。絶対に作り方を聞いて帰らなければ。さあ、行きましょう」

　二ノ宮さんは牧師様の手作りのレモネードがとても気に入ったよう。

「はい」

　私はパールとビジューで装飾された白いハイヒールに足を入れた。

　部屋を出ると、私の思った通り、佐伯さんは牧師様の淹れてくれたレモネードを片手に話をしていた。

　長い足を組み、リラックスしている彼の衣装は、ホワイトのタキシード。ドキッと心臓が高鳴ってしまったくらい、とてもステキだ。

　彼は私がドアのところに現れると、立ち上がって近づいてくる。

「俺がひと目惚れしたときより、さらに綺麗な花嫁だ」

「佐伯さん……佐伯さんもステキです」

「おふたりとも輝いていて、美しいですよ。さて式を始めましょう」

　牧師様の声かけで、私たちは建物を出てチャペルへ向かう。

　先に牧師様がチャペルの中へ入り、二ノ宮さんもあとに続こうとしたとき、彼女がなにかを思い出したように振り返り、私に近づく。

　二ノ宮さんはヴェールを静かに私の顔の前に下ろした。

「ありがとうございます」

　彼女が笑顔で中へ入っていくと同時に、静かに曲が流れてきた。今日は牧師様がオルガンを弾くのではなく、ちゃんと演奏してくれる女性がいる。

「愛している。結愛」

　佐伯さんは私を見ずにまっすぐ前を見たまま、私に聞こえるように言うと、ゆっくり歩き始めた。

　エスコートされながら祭壇に向かう私の胸は、いろいろな思いが駆け巡っていた。

　私が佐伯さんと出会えたのは、おばあちゃんのおかげ。

　おばあちゃん、幸せになるからね。そして、ありがとう。




「――誓いますか？」

「はい。誓います」

　牧師様の問いかけに、佐伯さんは澄んだ声できっぱり誓った。

「ユア・セト、あなたはこの男性を、健康なときも、病のときも、富めるときも、貧しいときも、いいときも、悪いときも、愛し合い、敬い、慰め、助けて、変わることなく愛することを誓いますか？」

「はい。誓います」

　私もはっきりと返事をする。

　牧師様は優しい微笑みを浮かべて、「では、指輪の交換を」と促す。

　私の左手の薬指に、マリッジリングが戻ってくる。そして佐伯さんの左手の薬指にも、あのときのマリッジリングが。

「では、ヴェールを上げてください。誓いのキスを」

　佐伯さんは私のヴェールをそっと上げると、その手を頬に。そして唇が重ねられた。




　数ヵ月が経ち……。

　最高の設備と美しい内装の劇場は、割れんばかりの拍手とスタンディングオベーションに包まれていた。

　スティーブンソンバレエ団と美里ママを激励するその拍手と歓声に、私はようやく安堵の笑みを浮かべることができた。

　今日は五月四日、劇場オープンの日だった。そして公演の初日。

　愛を誓い、結婚式を挙げた翌日の飛行機に乗って、私たちは帰国した。

　桜田さんのメールの件は、『八月に私たちはラスベガスで結婚しており、すでに夫婦だった』と伝えることで社員たちの疑惑を一掃したと知らされた。だから私が帰国後に出社したときは、第二企画課のみんなは驚きながらも祝福してくれた。

　私の夫がアメリカ人だと言った件は、みんなには真実を明かせない事情があったと理解されて。

　桜田さんがメールを一斉送信したのは社内中が知る事実で、佐伯さんの通達でかえって恥をさらすことになってしまい、彼女は会社にいづらくなったらしく退職した。そのまま仕事を続けたとしても、なんらかの処分を佐伯さんは考えていたみたいだったけど。

　婚約披露パーティーの招待状も勝手に作られたものだったし、ふたりが写っている写真も、実は常務と取引先との会食だった。

　そして帰国から数日後、スティーブンソンバレエ団と契約は済ませたものの、ニューハーフのことで頭を抱えていた私は、美里ママが参加してくれる朗報を佐伯さんから聞いた。彼が美里ママを説得してくれたのだ。

　何度かデートをしてほしいとの要望は、代わりにハワイのオアフ島にあるトレジャー・リゾートホテルのデラックススイートへ招待することで引き受けてくれた。なんと美人堂の社員旅行として。取締役の割引を最大限に使った、あくまでも佐伯さんのポケットマネーによるものなのだけど。

　今年の一月から、美里ママはロサンゼルスのスティーブンソンバレエ団に何度も足を運び、レッスンを重ねた。テレビ局もドキュメンタリーとして、劇場オープン前に何度か美里ママのレッスン風景を流し、一ヵ月前には一時間の特集番組を放送してくれた。こうして拍手が送られるまでになった美里ママだけど、まさに血がにじむような努力をしてくれたに違いない。

　そのおかげで、三ヵ月公演のチケットは完売し、話題になった。

　リハーサルの出来やチケットの予想以上の売り上げを見ても、まだ心配で仕方なかった私は、今この瞬間が来るまで安心できなかったのだ。

「結愛、お疲れ。大成功だ」

　観客に手を振るバレエ団のメンバーたちに拍手を送りながら、隣に立つ旦那様がねぎらいの声をかけてくれる。

「今まで仕事をしてきた数年間の中で、一番感動しています」

「俺もだ。これで劇場オープン日を一日ずらしたことに文句を言う重役もいなくなるだろう」

　それまでは企画力がないとか、本当にこんな企画で集客できるのかと、重役たちにいろいろ言われていたらしい。

「ようやく新婚旅行に行けるな」

「えっ!?　新婚旅行ですか？」

「ああ。なぜ驚くんだ？」

　旦那様は首を傾げて、私を不思議そうに見る。

「まだまだ行けません。来年以降の企画もあるんです。ハネムーンに行っているどころじゃありません」

「はぁ？　それじゃあ、ずっとハネムーンに行けないじゃないか」

　呆れたような旦那様の声に、ふふっとつい笑ってしまう。

「第二企画課が結愛に頼らずひとり立ちできるように、早く教育してくれないか」

「それまであと何年かかるでしょうか……」

　旦那様をからかうのがおもしろくて、つい言ってしまう。

「結愛がそういう考えなら……わかった！　子作り宣言しよう！」

「こ、こんなところでなにを言ってるんですかっ！」

　サイドのボックス席の三階にいるけれど、スタッフが数人後ろにいる。慌てたところへ、後ろから二ノ宮さんの声がした。

「副社長、そのような話はご自宅でなさってください。確かに会長も伯母様も、孫の誕生を心待ちにしておられますが」

　二ノ宮さんも旦那様のほうに加勢しそうなので、私は目を真ん丸くした。

「そうだろう？　俺も結愛に似た、かわいい子が欲しい」

「だから、こんなところでそんな話はやめてくださいっ」

「別にかまわないだろ？　俺が君にベタ惚れなのは、社員全員が知ってることだ」

　旦那様は私の肩に手を置くと、驚いている間に引き寄せ、キスを落とした。

　ちゅっと私の唇を食んでから離れ、いつものように私の胸をドキドキさせるまなざしで見つめてくる。

「あ、二ノ宮くん、このあと出演者とスタッフ全員を食事に連れていってくれないか」

　思い出したように私から視線を外した旦那様は、後ろの二ノ宮さんに伝える。

「はい。かしこまりました。この近くの伯母様のホテルでよろしいでしょうか」

「それでいい」

「私も一緒に行きます！」

　思わず手を上げようとすると、旦那様に止められ、彼が私のバッグを持つ。

「俺と結愛は欠席で頼む」

　そう言うと、ボックス席の出入口へ足早に向かう。

「あ、もうっ！　佐伯さんっ！」

「君も佐伯だろ？　今日はもう仕事は終わりだ。いい加減、仕事モードから切り替えてくれないか？」

　手を引かれ、劇場の出入口に向かう。

　真新しいブルーの絨毯を進む旦那様は突然、誰もいない廊下で立ち止まった。

「君の幸せが俺の幸せだ。これからもよろしく。奥さん」

　ふいに幸せの言葉を告げられ、驚きと共に目頭が熱くなる。

「もうっ……ところかまわず、そんなこと言わないでください」

「別にいいだろう？　それに今は誰もいない」

　旦那様は私を強引に腕の中に閉じ込めると、再び甘いキスを落とした。
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　これは、私と拓真さんが出会ったラスベガスの運命の教会でもう一度挙式をしてから、またたく間に三ヵ月が経った頃の話。

　劇場のオープンがあと約一ヵ月ちょっとに迫っていた――。




　今日は十八時の定時で仕事を終わらせ、拓真さんより先に自宅へ戻ってきた。

　夕食の準備を済ませ、寝室の床にスーツケースを広げて荷物を詰める。明日から私は単身、ロサンゼルスへ一週間の出張が入っている。

　拓真さんは私より二時間遅く帰宅して、今は入浴中。

　仕事が忙しくてまだ新婚旅行にも行けていない。ふたりでゆっくり旅行ができたらどんなにいいだろう。

　でも今回のロサンゼルス出張は、スティーブンソンバレエ団との最終打ち合わせと、稽古に励んでいる美里ママのチェックのため。今後の劇場運営をも左右する大事なプロジェクトだから、まだまだ気が抜けない。

　美里ママがどのくらい上達しているか気になっている。始めた当初は身体がガチガチに硬くて、体力的にも大変だったよう。

　驚くことに美里ママは、超難関国立大学を卒業していて日常の英会話は問題なく、バレエ団のメンバーともすぐに仲良くなった。上達も早かったけれど、陰での努力は並大抵のものじゃなかったと思う。

　そしてもうひとつの目的は、大事な友人、カイルとアニーの結婚式に出席すること。私にはブライドメイドの大役があり、とても楽しみにしている。自分が三回も結婚式を挙げたおかげで、余裕を持って出席できそうだった。

　――そう。先月、拓真さんのご両親の勧めで、私たちはもう一度日本で結婚式をしたのだ。三回も挙式をするカップルはほとんどいないはず。

　拓真さんのお父様は、佐伯ホールディングスを束ねる会長で、お母様は海外にも支店を置くトレジャー・リゾートホテルの社長。おふたりとも顔が広いし、親戚もたくさんいる。日本でも披露宴をするべきだという考えは、致し方ないと思う。

　拓真さんはあまり乗り気ではなかったけれど、しぶしぶ賛成した。そのときは長男としてのけじめなのだろうと思っていた。

　でも実は、私を自慢するためだけにご両親の意向に沿うことにしたと、あとで理由を聞かされて呆気に取られてしまった。私は自慢できるような家柄の出身じゃないし、ごく普通の女だから。

　お母様が社長を務めるトレジャー・リゾートホテルは、東京湾沿いの臨海副都心に位置する、レジャーとショッピングで賑わう街に建つ。どの客室からも海が見渡せると人気だ。

　そこでの百人を超える招待客での披露宴は、豪華なものだった。

　お母様は五十代だけど、スマートにスーツを着こなすバリバリのキャリアウーマンで、私も将来こんなふうに年を取りたいと思える女性。

　お父様は大企業の会長で、重責も相当なものなのだろうけれど、温厚な人。人格者という言葉がぴったり当てはまる。

　おふたりとも明るく気さくな人で、長男が結婚したことを喜んで、心から私を受け入れてくれたようで安堵した。私たちはもう何回も一緒に食事をしている。

　三月の中旬に行われた結婚式。暦の上では春でよく晴れていたけど、風はまだまだ冷たい日だった。でも、招待客や第二企画課のみんなから祝福されて、心はこれ以上ないほど温かな幸せを感じた。

　そして、今でも第二企画課のみんなや、拓真さんの弟の恭也さんから弄られる、とても恥ずかしい日でもあった。

　今日も第二企画課の女性たちとランチを食べているとき、彼女たちは披露宴での私たちのキスのことを話題にした。

　恭也さんを筆頭に、トレジャー・トランス社の社員たちがキスをするようにはやし立てたときのこと。恥ずかしかったけれど、みんなが見守る中、私たちは口づけを交わした。

　そのキスを振り返って、第二企画課のメンバーが次々に口を開く。

『本当にあのときのキスは長かったですよね。隣のテーブルの人たちが、さすがアメリカ育ちの花嫁さんですね、なんて言ってましたし』

『でも、副社長のキスが、夢中になるほどお上手なんですよね？』

『きゃーっ！　うらやましいですぅー』

『あ、あれはっ――』

　弁解の余地なし……。

　あとで聞けば、みんなの前でしたキスは三分以上だったらしい。あのときのキスを思い出すと、穴があったら入りたい気持ちになる。

　私が顔を真っ赤にするのを見て、三山さんと天野さんはさらにからかう。

『あんなに愛されちゃう課長がうらやましいです』

　最近の私はみんなと打ち解け、仕事面では厳しい上司だけど、私生活ではなにかとからかわれる立場になっていた。

　フローリングの床に座ってＴシャツを畳みながら、披露宴での恥ずかしすぎるキスを思い出していると、ふいに背後から長い腕に包み込まれた。私を幸せにしてくれる、たくましい腕だ。

「なにを思い出して笑ってるんだい？」

　拓真さんの唇が、ちゅっと私の首筋にキスをする。

「えっ？　そ、それは……」

「顔を赤らめるなんて、いやらしいことを考えてるんだな」

　拓真さんは私の顔を覗き込むようにして見ると、訳知り顔で口元に笑みを広げた。

「い、いやらしいことなんて、考えてませんからっ」

「じゃあ、なにを考えてたんだ？」

　どうしても知りたいようで、私は顎に手をかけられて上を向かされ、黒い瞳で見つめられる。

「結愛？」

「もうっ、佐伯さんは独占欲の塊ですね。私が考えてることを知りたいだなんて」

「〝佐伯さん〟じゃなくて〝拓真〟だろ。まだ呼び慣れないの？　あと、俺はもちろん、君の考えてることはすべて知りたい。結愛は？　俺の考えてることを知りたくない？」

　いまだに慣れなくて、拓真さんのことをときどき〝佐伯さん〟と呼んでしまう私に、拓真さんの唇が近づいて、あと一センチのところで止まる。

　途中で止めるなんて。意地悪しているのね。

「そもそも、この唇がいけないんです！」

　拓真さんの唇を指先で軽くつまんだ。だけど、すぐにその魅惑的な唇で指を食まれてしまう。

　指先が、じんとしびれる感覚。男女の駆け引きにおいて、彼は私なんかより一枚も二枚も上うわ手てだ。もちろん私の恋愛経験値は、拓真さんによって若干上がっただけに過ぎないけど。

「……拓真さんが披露宴であんなに長いキスをしたのが原因で、あれ以来、みんなにからかわれてるんですから。そのことを考えてたんです！」

「第二企画課は、よっぽど欲求不満らしいな」

　楽しそうに笑う拓真さんは、悪かったとはまったく思っていないよう。

「それに、あれは俺だけのせいじゃないだろう？　結愛も積極的だったんだから。かわいかったな」

「積極的だった……わけじゃっ……」

　やっぱり三山さんたちの言う通り、我を忘れさせるくらいの魅力を持っている拓真さんのせいだと思う。

「すぐ赤くなるから、からかわれるんだろう。俺もからかいたくなる」

　ぎゅっと後ろから抱きしめられ、拓真さんの大きな手がパジャマの裾から中へ入ってくる。腹部をさわさわと撫でた手は、胸の膨らみを包み込んでから、頂を優しくつまむ。

「ん、ぁ……ダ、ダメ……夕食を……」

　胸を弄られた途端、身体の芯にゾクゾクと快感という名の電流が走り、左手に持っていたＴシャツが床に落ちる。

「夕食より、結愛を食べたい」

　拓真さんの腕の中で震える私に追い打ちをかけるように、耳たぶが食まれ、落ち着いた低音の声が「愛してる」と囁いた。

　彼の魅力に、私の自制心はすぐに崩れ去っていく。

　私の気持ちが手に取るようにわかる拓真さんは、私を抱き上げてベッドの上に横たえた。

　お風呂から上がったばかりの彼の髪は、まだ湿り気を帯びていて、私は指を挿し入れると唇を重ねた。

　深いキスに身体がしびれて、すぐに下腹部が熱くなっていく。

　拓真さんは、じらすように私のパジャマの前ボタンを外すと、露出した胸の頂に舌を這わせ、舐る。

「ああっ……ん、や」

　腰が疼いて、ビクンと身体がしなった。

「早く欲しい？」

「ん……早く……」

　着ていたパジャマを脱がされ、一糸まとわぬ姿になって、私は拓真さんに腕を伸ばす。その腕に唇が落とされて、私の口から不満の声が漏れる。

「もう少し、結愛の可愛い反応を楽しみたい。残念だろうがお預けだ」

　彼は私の唇に深く官能的なキスをして、今にもとろけてしまいそうな身体を翻弄していった。

　翌日のお昼過ぎ。半日の仕事を終えた私は、拓真さんの運転で成田空港へ向かう。高速道路の同じ車線で事故があったようで、車はのろのろと進んでいる。

「先方に伝えることはありますか？」

　助手席から、運転をしている彼に視線を向けて聞く。

「いや、特にないよ。結愛、今度海外へ行くときは、必ずふたりで行こう」

「えっ？」

　意味不明な拓真さんの言葉に、キョトンとした顔になる。

「もしも君の乗った飛行機が事故にでも遭ったらと思うと、落ち着かない気分になるんだ。君がロスに到着するまで、心配で眠れない」

「拓真さん……」

「今までは、一度も飛行機を怖いと思ったことなんてないのにな」

　彼は前を見たまま車を走らせ、ふっと笑みを浮かべる。

「君がそばにいる幸せがあるからだろうな」

「私もそう思います。今度はふたりで……。拓真さんが出張のときは、絶対についていきますから。といっても、担当の仕事が違うから難しいかもしれませんね」

　離れていたくないと思っても、無理なときは無理。

　私は苦笑いを浮かべる。

「それなら、俺の秘書になるか？」

「それはダメです。二ノ宮さんのように完璧にはできませんから」

「確かに、二ノ宮くんの右に出る秘書はいないな。それに、君には今の仕事が一番合ってる」

　拓真さんはステアリングから片手を離し、私の手を優しく握った。




　出発ロビーに到着すると、航空会社のカウンターでチェックインを済ませる。

「事故渋滞のせいで、お茶をする時間がなくなったな」

　スーツの袖を少しめくり、腕時計を見て拓真さんは言った。少しの時間でもお茶ができればと期待していたけれど、そろそろ行かなければならない。

「結愛、ここで十分ほど待っててくれないか」

「ここで、ですか？」

　彼は私をベンチに座らせる。

「買いたいものがあるんだ。すぐに戻る」

　そう言うと、行き交う人をすり抜けるようにして拓真さんの姿が見えなくなった。

　彼が消えた方向を見ていると、目の前を通った女性のポケットからなにかが落ちるのが目に入った。

　それはエアーチケットだった。

「あ、落ちましたよ！」

　私の足元に滑ってきたエアーチケットを拾いながら、春物のペパーミントグリーンのコートを着た女性に呼びかけた。

　私の声に、女性の歩みが止まる。

　ベンチから立ち上がってチケットを渡そうとすると、私とその女性の口から同時に「あっ！」と声が漏れた。

　気まずい空気が一瞬流れる。

「桜田さん……」

　こんなところで会うなんて、驚きだ。

「瀬戸課長……今は、佐伯課長でしたね。ご結婚おめでとうございます」

　彼女の口からお祝いの言葉が出てきて、さらなる驚きで目が大きく見開く。

「そんなに驚かないでください。あのときはひどいことをしてしまい、申し訳ないと思ってるんです。副社長にも迷惑をかけてしまって……。私は好かれてないのに、一方的に気持ちを押しつけてしまったんです」

　私は言葉が出てこなくて、ただ首を横に振るだけになってしまう。

「あ、チケットを……」

　とりあえず、まだ持っていた桜田さんのエアーチケットを渡した。

「どこかへ旅行ですか？」

　なんとなく気まずいムードを壊すべく、話題を探して聞いてみる。

「二年間の留学を。勉強して、一から出直してきます」

　桜田さんはにっこりと笑顔になり、顎のあたりで揃えた髪が揺れる。

「そうでしたか……」

「佐伯課長は出張ですか？　もしかして、副社長も一緒に？」

「はい。劇場オープンの最終打ち合わせに、ロスへ。副社長は見送りだけですが、今、買い物に……」

　そろそろ戻ってくる頃だと思い、消えた先に視線を向けるけど、まだ拓真さんの姿は見えない。

「もう行きます。私は副社長に合わせる顔がありませんから。佐伯課長も、お気をつけて」

「桜田さんも、お気をつけて」

　軽く頭を下げると、彼女はモデルのように颯爽とした足取りで去っていった。

　彼女が行ってからすぐに、拓真さんが戻ってきた。

「待たせたな」

　そう言って、私になにかを手渡す。なにを買ってきたんだろう。

　レジ袋から中身を取り出すと、私は思わずクスッと笑ってしまった。

「これを、どんな顔をして買ったんですか？」

　拓真さんが買ってきたのは、機内で使うピロークッションだった。水色の生地に白いアザラシの柄で、なんともかわいらしい。

「かわいいだろ？　これでリラックスしろよ」

「ありがとうございます。大事にします」

　マイクロビーズが入っているようで、触り心地がとてもいい。機内でよく眠れそうなアイテムだった。

「あ、拓真さん。ついさっき、桜田さんに会ったんです」

「桜田くんに？」

　今まで笑顔だった拓真さんが、真顔になる。彼は桜田さんと同じ方向から戻ってきたので、もしかしたら会ったのではないかと思っていたけれど。

「ええ。雰囲気が変わってました。穏やかになった感じで、社内メールのことも謝ってくれましたし。彼女、二年間留学するそうです」

「……そうか。新しい人生を歩み始めたんだな」

　拓真さんは安堵したように、何度か小さく頷いた。

「はい。あの頃とは別人のようでした。彼女も素敵な人と出会えるといいですね。あ、もう時間」

　乗る予定の便の搭乗アナウンスが聞こえてきた。拓真さんと離れがたいけれど、もう行かなくちゃ。

「着いたら電話してくれ。ロスでの運転はくれぐれも気をつけて。向こうの人たちは運転が荒いからな」

　ロサンゼルスではタクシーを使うように言われたけれど、それだと不便だからと、レンタカーにすることをしぶしぶ了承させたのだ。

　すぐ近くの手荷物検査ブースの入口の前まで来て、立ち止まる。

「はい。気をつけます。心配しないでくださいね」

　拓真さんは人目も気にせず私を抱き寄せると、唇を重ねてすぐに離れた。

「いってきます」

「ああ」

　寂しい気持ちを抑えてにっこり微笑み、ブースに向かった。

　拓真さんをもう一度見たい衝動に駆られて振り返ると、彼は同じ場所で見守っていてくれた。

「いってきまーす」

　私は笑顔で手を振って、歩きだした。

　見送られるのは慣れない。寂しくて引き返したくなる。

　今度は私が見送ろう。でも、どちらにしても寂しくなるはず。気持ちを切り替えて、仕事をしなきゃ。

　先ほどプレゼントされた、アザラシのイラストがかわいいピロークッションに視線を落とす。

　私は口からクスッと笑みを漏らすと歩き始めた。
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あとがき




　こんにちは。若菜モモです。このたびは『恋の始まりは偽装結婚』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　この物語は、十五歳のときにラスベガスにいる祖父母の元へ引き取られたヒロインが、十二年後、ある事情により新郎役を探しているところから始まります。私の頭の中にふと、ラスべガスの教会で捨てられた花嫁が浮かび、ずっと頭にあったものを今回書くことができました。新郎探しに焦るヒロインの結愛、そして彼女を助ける拓真のお話に、胸キュンしていただけるとうれしいです。

　今回でベリーズ文庫では二作目の書き下ろし作品となりました。これも応援してくださる皆様のおかげです。これからも応援どうぞよろしくお願いします。




　私事になってしまいますが、この作品を執筆後、以前から経過観察だった卵巣嚢腫が大きくなっていることが発覚し、手術が決まってしまいました。出産以外で入院したことがなくて、今はとても恐怖です。

　ありがたいことに、すべての作業が終わり、校了を済ませたあとの手術というスケジュールで、発売日はスッキリした気持ちで迎えられると思います。定期検診は大切だと今回つくづく感じましたので、ぜひ年に一度の健康診断をお勧めします。

　私事が長くなってしまい、申し訳ありません。ご健康あっての読書だと思いますので、頭の片隅に置いてくだされば幸いです。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆様、編集でお世話になっております三好様、矢郷様、いつもありがとうございます。ふたりを素敵に描いてくださりました龍本みお先生、ありがとうございました。デザインを担当してくださいました菅野様、この本に携わってくださいましたすべての皆様に感謝申し上げます。

　これからも胸がドキドキするようなお話を書きたいと思っております。当座の目標は十冊目を目指して（笑）。

　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そして『ベリーズ文庫』の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。





二〇一六年　七月吉日　若わか菜なモモ
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